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ウンドウはすべてエレクトリック。

エイゾウ

　

　

　

　

はじめに

　

　ロクサツめのジチョをだすことになった。イッサツめとくらべると、ブツリガクテキ

なセツがふえたとおもう。どうも、わたしのキョウミがそちらのホウにむいているから

だ。これらはまとめ、ふゆあたりにイッサツにしようとおもっている。ブツリガクテキ

なはなしだけをよみたいというのであれば、てにとっていただきたい。

　ことしは、レイカであろう。あまりあつくない。しかし、わたしがこどものころをお

もいだしみると、そんなにあついひがあったというキオクがない。こんなかんじだった

かもしれない。

　いよいよコウレイカがシンテンし、ニホンケイザイがためされるキョクメンにさしか

かっている。ここでニジュウネンばかりこらえられたら、そのあとまぁうまくいくかも

しれない。キョウ、にじがみえた。シゼンはニンゲンのツゴウとはベツにうごく。むず

かしいシャカイジョウキョウであるが、いいしごとができればとおもう。

　

　　　　　　　　　　　　　　　ニセンジュウキュウネン シチガツニジュウシチニチ

　

　

　

　

イチ　

　

ケイエイカツドウでは、くろじがよしとされる。しかし、だれもがくろじというのはあ

りえない。くろじがでるなら、どこかであかじがでているはずである。

ヒャクエンのジュースでかんがえよう。そのうちサンジュウエンがリエキブンとしよう。

これをななジュウエンでうれば、うるホウも、かうホウもあかじはでない（くろじもで

ない。）。しかし、ヒャクエンでうりかいすると、うるホウはサンジュウエンのくろじ、か

うホウはサンジュウエンのあかじがでる。

フツウはこれをあかじといったりしない。しかし、そういうことである。かうホウは、そ

うやって、あかじ（くろじのもと）をキョウキュウする。ケイキがわるいときは、うる

ホウがあかじをキョウキュウしたりする。ただかうだけだったら、フケイキのホウがあ

かじはすくなくなるだろう。しかし、どこかではたらいていたりするから、あかじじゃ
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こまるとなる。カイシャがつぶれてしまってはこまるし、キュウリョウがさがってもこ

まるからだ。そうやって、くろじはゼニンされる。

また、ロウドウもあかじである。イッセンマンエンブンしごとをして、ゴヒャクマンエ

ンをうけとったりする。そういうわけだから、あかじはつきものともいえる。あかじが

ないシャカイをめざしたくにはあるが、それがセイコウしたとはきかない。

　

ニ

　

チホウからひとがダイトシのホウにイドウするという。そのために、ダイトシは、ます

ますおおきくなり、チホウはさびれる。なぜそういうことがおこるか。

ケイザイテキにいえば、ダイトシにはかねがあつまるからだろう。トクにシュトとなれ

ば、ゼイキンがあつまるから、それにむらがるといえるだろう。チョクセツもらうので

はなく、しごとをしてそれをもらうと。

しかし、ベツのみかたもある。これは、どちらかというとシャカイガクテキなみかただ。

ひとには、ニシュルイのひとがいるかもいれない。ひとつは、チュウオウのホウをむく

ひとだ。なにかというと、チュウオウのホウをみる。チュウオウでは、なにがリュウコ

ウしているのかなどをきにする。チュウオウというと、やはりダイトシだろう。

もうひとつは、ヘンキョウのホウをむくひとだ。いなかでは、なにがはやっているかな

どをきにする。チュウオウのホウがいまはひとがあつまっているから、さびしくもなく

なるかもしれない。しかし、いなかでノウギョウをしていなければ、たべていけない。だ

から、ノウサンブツをてにいれるために、トシでは、ニンゲンカンケイがジュウシされ

ているといえる。そうやって、チュウオウのホウをむくひとがおおいから、ノウギョウ

がさかんになるというのはむずかしいかもしれない。

　

サン

　

クラシックオンガクのコウキョウキョクなんかはすごい。タクサンのパートにわかれ

て、タクサンのおとをひいている。それでトクにうまいひとは、「ソリスト」とよばれる。

ヴァイオリンもあれば、チェロもある、トランペットもあろう。いってみれば、タクサ

ンのソロがまじりあって、キョクをコウセイしている。

そのテン、ニホンのオンガクは、わりとタンジュンだったりする。ガッショウなどもや

るひとはやっているが、よんパートにわかれてのうたをうたいだしたのは、サイキンの

ことであろう。ニホンジンもそういう「ソロ」のあつまりになれてきたかもしれない。そ

れがすすむと、いまはあまりしないのではとおもうが、「おチャにしますか、コーヒーに

しますか。」などと、センタクをさせるバメンがふえるかもしれない。つまり、そのひと

が「なんの」ソリストかをシュチョウしなければならないというバメンができるという

ことだ。

ニホンはタンイツブンカなどというが、やはりそういうヘンカがでてきてもおかしくな
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い。セイショウもいいが、やはり、「ソリスト」のカツヤクもダイジとおもうわけである。

わたしにいわせれば、ニホンのゲンダイのうたは、みっつのソロでできている。ひとつ

はうた。ひとつはカウンターメロディ、ひとつはコードだ（もうひとついえば、ベース

フレーズ。）。

クラシックだともっとフクザツだが、いまのうたは、そんなかんじである。だから、う

りあげはどうあれ、ギジュツテキには、クラシックにおよばないとおもう。そうやって、

モンクをいうならジブンでもっとフクザツなものをつくればいい。しかし、ギジュツが

ヒツヨウなのである。そうカンタンではない。まだまだクラシックからまなぶことはあ

ろう。

　

よん

　

なぜ、ニホンジンのめはダイタイくろいのか。それは、そのいろがよくあるシゲンなん

だろう。モクザイをもやすと、くろくなる。カンタンにいうと、そのいろをつかえばい

い。ガイジンなら、うみのいろとか、ショクブツのいろをつかえばいいだろう。

しかし、なぜウチュウがくろいのか。ひょっとしたら、もえかすがタクサンただよって

いるのかもしれない。わたしのカイソウセツ（●『スーペリアーをみつけた。』［イカ、

『ス』］ゴジュウキュウ、ヒャクニジュウロク、ヒャクサンジュウロク）では、ウチュウが

おおわれているから、くろいのであろう。まえに、ブヒンがよければ、カンセイヒンが

よくなる（●『オンガクイチエンのジダイ』［イカ、『オ』］ヒャクサンジュウイチ、『ス』

ヒャクサンジュウ）。とかいた。

しかしである、モーツァルトのオンガクをまねてみた。おとそのものも、（ガッキをひい

たわけでない。ガッキをひいたおとをつかった。）わるくない。それなら、「わるくない」

オンガクができるはずである。

だが、ケッカはなれていないおとのシュウゴウになった。そのキョクは、いわゆるソロ

のあつまりのようなキョクである。それで、ブヒンもタイセツだが、シキ（くみたてギ

ジュツ）もダイジだとおもった。いいハーモニーにしなければならないと。だから、ソロ

がおおいようなオンガクのばあいは、シキシャがセンゾクでヒツヨウなのであろう。ひ

とつのギジュツである。

ニンゲンシャカイもそうなのだろう。シャカイブヒンをまとめるリーダーがヒツヨウな

のかもしれない。トクにソロがつよいところではそうだろう。そういうメンでは、まだ

ニホンはソロがつよくないといえるかもしれない。あまり、リーダーのはなしにならな

いからだ。セイゾウギョウでは、ブヒンをつくるのは、ニホンジンはつよいだろう。し

かし、くみたてギジュツは、あまりやらなくなったブン、チュウゴクがつよくなっただ

ろう。ハンエイするのは、ブヒンがつよいくにと、くみたてギジュツがつよいくにかも

しれない　

　

ゴ
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「でるくいはうたれる。」という。しかし、ですぎたくいをうつのはむずかしい（●『よ

ろこぶゲンシジン』［イカ、『よ』］ななジュウゴ）。まえのホンでギロンしたいじめのモ

ンダイ（●『ス』ヒャクロクジュウゴ、ヒャクロクジュウサン）も、くいをたたけばいい

わけではないというケツロンである。なぜなら、フコウヘイがショウずるからだ。

つまり、ひとりのできをかえるのでは、そのひとのフタンがおおきい。だから、コウヘ

イなリョウだけ、ゼンインのできをかえればいい。それはどういうことかというと、で

たくいはちょっとたたき、でてないくいはちょっとひっぱるということである。そうす

ると、それぞれのドリョクがキントウで、あらたなフコウヘイカンがうまれないという

ことである。

　

ロク

　

このごろ、わたしは、うたのカシュのカンジョウヒョウゲンがきになる。たまにヒョウ

ゲンがゆたかなカシュがいる。まえは、メロディにかしがのっていれば、リッパなうた

だとおもっていたかもしれない。まえに、ドのおとだけでなく、レのおとも、ミのおと

もくわえてはなせば、カンジョウがヒョウゲンできるとかいた（●『よ』サン）。

たしかにそういうメンもあるが、それだけではない。こえのおおきさもそうだろうし、こ

えのシツカンもある。サイキンは、コンピューターにカショウさせたり、ブンをよみあ

げさせたりするが、まだまだそういうイミでジツヨウテキではないとおもえる。もっと

もそのギジュツがジツヨウカノウになってしまうと、コンピューターにだまされるとい

うことになってしまう。ゲンジョウのままでいいのかもしれない。

　

なな

　

ちょっとまえまでは、「コクサイキョウリョク」とか「キョウチョウ」とかいっていたが、

サイキンでは、ナショナリズムがはやっているかのようだ。それについてギロンもある

だろう。

しかし、セカイジュウのみなのしあわせがダイジというイケンも、わたしたちのくにの

しあわせがダイジというイケンも、サイキンはあまりきかれなくなったことばだが、「イ

デオロギー」である。

つまり、ゲンジョウではそうではないが、モクヒョウとしてコウドウしたいというおも

いである。それが、「ジコクユウセン」にかわってきているとすれば、（そのまえにいっ

ていた）コクサイキョウチョウは、あるテイドタッセイされたということかもしれない。

そのうえで、ジコクをダイジにするだったら、そんなにわるいはなしでもないようなき

がする。それでまたジコクがうるおえば、また、コクサイキョウチョウにむくかもしれ

ないからだ。

シャカイもダイジだが、コジンもダイジである。ニホンでは、「シャカイジン」といい、

シャカイニンゲンがソンチョウされるようだが、そういうタサイボウのいきもののよう

4



目次

ではなく、タンサイボウのいきものもいる。つまり、コジンニンゲンでもいいはずだ。む

かしだったら、「いえ」ごとにかんがえていたんだろう。「シャカイジン」というかんが

えは、そうふるくはないのだろう。それはともかく、サイキンは、モクヒョウがかわっ

てきていると、そういうことだろう。タブン、どちらもタイセツだ。

　

ハチ

　

デンシキキのあるヨウシキのことを、「ドダイ」というようなことばであらわしたりす

る。「それはもっともフキュウしている『ドダイ』だ。」というようにである。しかし、こ

れはレトリックというか、セイヒンのイメージをよくさせるために、えらんだことばで

はないかともおもう。

それは、だれでもがその「ドダイ」にのれるわけではないからだ。トクに「ニュウジョ

ウセイゲン」はもうけていないようだが、おかねがなければ、その「ドダイ」にはのれ

ない。さらに、「タイジョウセイゲン」ももうけていないだろうが、イジするのにそこそ

このシキンリョクがいる。それなら、「つりわ」とよんだホウがいいのではないか。タイ

リョク（シキンリョク）のないひとは、かってにそこからおちるイメージである。しか

し、「つりわ」はイダイである。それだけあいされているわけだから。

　

キュウ

　

だれかがリエキをだすと、ものがやすくなるはなしをした（●『オ』ヒャクサンジュウ

ゴ、『ス』サンジュウハチ）。だから、ブッカをアンテイさせたかったら、リエキをあげ

るのをやめればよい。しかし、それをするというはなしはきかない。

ブランドもののよさは、ものがたりとかにあるのではないかもしれない。たかいカカク

がいいのではないか。たかいカカクでかわれれば、ケッコウなリエキがでる。そうする

と、そのリエキのブン、だれかがうっているもののねだんをさげるのである。ブッカが

やすくなるから、あえてブランドものをかうのかもしれない。

　

ジュウ

　

よくケイキがいいだの、わるいだのいう。コウケイキかフケイキかである。ショウバイ

をしていれば、コウケイキのホウがいいだろう。それとおなじように、「シャカイ」にも

いい、わるいがないか。

ものがスムースにとりひきできるのは、いいシャカイ（コウシャカイ）だろう。イッポ

ウ、ショウヒンセツメイが、いいカゲンだったり、フリョウヒンをうりつけたりするの

は、アクシャカイだ。ケイキ、ケイザイのジュンカンもダイジだが、シャカイのジョウ

タイもダイジだとおもうのである。
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ジュウイチ

　

ニホンのガッコウでまなぶショドウは、ハンシのおおきさにかきあげる。しかし、そこ

にかいたなんモジかは、ジツヨウテキなブンといえるだろうか。タブン、ジツヨウセイ

はすくないだろう。つかえるとしたら、スローガンにだろう。そういうのは、ネンにイッ

カイかけばいいぐらいだろう。それなのに、マイシュウイッカイはかく。

たしかに、おおきなジでかけば、こまかいはらいや、はねにこだわるだろう。だが、ち

いさいモジで、ブンショウをかいたホウがいいのではないか。どうもそんなきがする。

いってみれば、いまのニホンのショドウキョウイクはゲイジュツテキなのだ。

　

ジュウニ

　

ひかりはネツをもっていたりもする。ちょっとまえにはやったシンガタデンキュウは、

あえて、ネツをへらして、あかるさをふやしたかたなのだろう。タイヨウケイのワクセ

イは、そとがわをまわっているものほど、オンドがひくいとされる。ジッカンとしても

そうだ。

たいたひのちかくにいればあついが、はなれるとあつくなくなる。だから、タンジュン

にいうと、ダブリュエー（あたたかさ）イコールエルアイ（ひかり）わるディ（キョリ）

となる（ただし、ヒョウジュンテキなひかりのばあいだ。）。

しかし、あるキョリをすすむことにより、あたたかさがうしなわれるかはうたがわしい。

ひかりがあたたかさをうしなわないでとどくとするなら、ダブリュエーイコールエルア

イだということになる。とおくのワクセイだと、ひかりのとどくヒンドがひくいという

みかただ。ジッカンとしてはゼンシャだろうか。しかし、ネツのコウカン（すすむさき

のブッシツと）とかんがえれば、コウシャといえるだろうか。また、ひかりのシュルイ

のモンダイもある。

　

ジュウサン

　

わたしのおやじとおふくろは、センソウをタイケンしたセダイだからか、かなりシッソ

だ。あたらしいものなんか、メッタにかってこない。わたしは、いまのところ、それを

まねできていない。

おやじなんかは、ものをショユウしたところで、なにかがおこれば、なくなってしまう

ぐらいにかんがえていたのかもしれない。ただ、いまのところ、「トチ」はなくならない。

だから、フドウサンがねあがりしたりしたのだろうが、またねさがりした（ジンコウゲ

ンショウのため。）。おやじとおふくろがあじわったムジョウカンは、ジッサイにタイケ

ンしてみないとわからないかもしれない。
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ジュウよん

　

フケイキのときには、シツギョウがふえるという。そこでショクをうしなったひとはど

うすればまたかせげるだろう。

ニンゲンのこのむものをみれば、それはタッセイできるかもしれない。パソコンがはやっ

たジダイなら、パソコンみたいなニンゲンになればいいし、ケイタイデンワがはやった

のなら、ケイタイデンワみたいなニンゲンになればいい。それはよくうれるのだから、ま

ちがいないだろう。

　

ジュウゴ

　

ものエーと、ものビーをみたときに、ニンゲンは、それを「おなじ」か「ちがう」とハン

ダンするだろう。ニホンでは、コクミンドウシが「おなじ」だと、キンシツテキだとい

われることがある。しかし、よくみると、ちがいはあるだろう。そういうなかでは、「ち

がう」とイシキしたら、「ちがう」となる。

イッポウでガッシュウコクには、「ちがう」ひとたちがあつまっていたりする。そういう

なかでは、「ちがう」とニンシキしなくても、「ちがう」だろう。へたすると、「ちがう」

ドウシでケンカになるから、「おなじ」とおもわせるしかけがヒツヨウとなるだろう。

そうやって、カンネンテキに「おなじ」にしていく。しかし、いまのはやりは、「ちがう」

であるかもしれない。しかし、それをすすめると、ドンドン「ちがう」になってしまう

ので、「おなじ」といえるしくみをキョウカしたりするだろう。そうやって、くにやシャ

カイはやっていくんだとおもう。いまのところ、サイジョウの「おなじ」はグローバリ

ズムだろう。しかし、「ちがう」のではと。

　

ジュウロク

　

「でるくいはうたれる。」という（●ホンチョ［イカ、ムヒョウキ］ゴ）。しかし、それで

はサギョウリョウがふえる。だから、でるくいをほおっておくと、もっともコウリツテ

キとえるかもしれない。たとえば、しごとなどでだ。エイギョウのエフさんはうりあげ

が、ほかのひとのニバイある。それをうってしまったら、コウリツがおちるだろう。そ

れではしょうがない。

　

ジュウシチ

　

「チームワーク」がいいなどという。ひとがそれぞれしごとしているよりも、ダンケツし
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てしごとをしたホウがいいようにおもえるかもしれない。それはただしいかもしれない

が、モンダイもある。

それは、まとまることがモクヒョウになったり、まとまることにおおくのロウリョクを

さくばあいである。たとえば、それぞれのひとが、ニタンイジカンをついやして、イチず

つのしごとをしたとする。それをチームワークよくやるばあいに、ひとびとがまとまる

のに、ニタンイジカンをついやしたら、それぞれのばあいにニタンイおとるし、まとま

るのに、イチタンイジカンをつやしても、イチタンイ、それぞれのばあいにおとる。だ

から、それぞれがしごとをしたホウがコウリツはよいとなる。

　

ジュウハチ

　

わるいことをすると、バツをうけるというのがある。そのホウがひとはわるいことをし

ないといわれる。しかし、わるいことをつぶしているだけで、ケンセツテキといえるだ

ろうか。

ハンタイにいいことをしたことに、ショウをあたえるというのもある。そのどちらもあ

るのがフツウだろうが、ニチジョウテキに、トクにコジンとしてはたらいているばあい

には、ショウをもらうというのはあまりないとおもわれる。だから、うまくショウをう

けられるようにすれば、もっとしごとがハッテンするかもしれない。

　

ジュウキュウ

　

ミンエイカは、ハチジュウネンダイから、カッパツになった。ソレンのシッパイとドウヨ

ウ、ケイエイのしかたのモンダイともいえる。しかし、そのほかにも、モンダイがある。

それは、まえにシテキした、コウリツのモンダイである（●ジュウシチ、『オ』ゴジュウ

ロク）。

　つまり、まとまりをジュウシするゆえに、ココのはたらきがよわくなってしまうとい

うことだ。それなら、ココのちからをいかせばよい。それだけであろう。

　

ニジュウ

　

もう、バブルゴのセダイがそだっている。そのセダイは、そのまえのセダイとはかんがえ

がちがうであろう。だから、「センゴ」のジダイのつぎのジダイがはじまってよさそうで

ある。しかし、センゴのセイサンがおわらないために、なかなかそういうこえはきかれ

ない。センゴのセイサンがすすまないためかもしれないし、そもそもセンソウがおわっ

ていないからかもしれない。ショクミンチへのサクシュへのトウソウなどである。

　まだまだヘイワとはいえなそうなのである。
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ニジュウイチ

　

ダブリュエー（あたたかさ）イコールエルアイ（ひかり）わるディ（キョリ）とかいた

（ただし、コウセイがハッするようなである。●ジュウニ）。これがただしければ、ウチュ

ウのそとがわは、つめたいはずである（●『ス』ゴジュウキュウ）。

　それで、わたしは、ウチュウのそとがわは、コタイだとかんがえる。つまり、なかか

らみたチキュウのようにである。それとドウヨウに、チキュウのうちがわにも、ウチュ

ウのようなものがひろがるとかんがえる（●『ス』ヒャクニジュウロク）。イチブンでい

えば、ウチュウとは、カイソウコウゾウになっている。ということである。

　

ニジュウニ

　

ケイザイののびは、みぎかかたあがりがよいとされる。しかし、にもかかわらず、キュ

ウなハッテンをカンゲイしたりする。そのリユウのひとつは、かぶぬしのリエキのため

であろうが、まぁ、それをキタイしたりする。

　そうではなくて、ケンジツなのび（ネンリツイッパーセントのうりあげゾウなど）を

めざすのがよいのではないか。「ながいきケイエイ」といっておく。

　

ニジュウサン

　

ダイエイテイコクは、かつてのセカイイチのようにおもわれているかもしれない。その

ゴに、ガッシュウコクがさかえたからだ。「アメリカジンによるヘイワ」なんてことばも

ある。

　しかし、ジョウキキカンなどをカイハツしたギジュツリョクは、ゲンザイでもいきて

いるだろう。また、レンポウのくにもおおい。そういうくにが、「チキュウカ」などとい

い、がんばっている。

　このさきは、ガシュウコクとチュウゴクだといういいかたをするが、ベツのセンもあ

るのだ。トクに、チュウゴクがたくわえたセイゾウギジュツ（もはや、ニホンジンがつ

くれなくなったセイヒンもおおいだろう。）と、ダイエイテイコクのギジュツがくみあわ

されれば、もっともつよいケイエイタイといえるだろう。

　

ニジュウよん

　

フリョウショウネンがひざをまげて、おしりはつけずにすわるというビョウシャがある。

わシキベンジョは、そういうつかいかたをする。このすわりかたには、ほとんどのニホ

ンジンがこころえているだろう。

　ところが、キュウジュウネンダイに、おしりをヂメンにつけてすわりこむわかものが
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ふえたという。それはタイドとしてのリラックスであろう。ヨウシキベンジョがふえた

ためかもしれない。それにタイオウして、サイキンは、わシキベンジョがへっている。

　ニホンジンのドウサにリラックスがふえたようだが、どこにすわるでもなく、いすに

すわるでもなく、そういう「わシキずわり」のシセイは、ファイティングポーズのよう

にダイジだとおもう。

　

ニジュウゴ

　

モジをかくのに、おおいシュルイですくなくかくか、すくないシュルイでタクサンかく

かというセンタクがある。ゼンシャはカンジをかくようにであり、コウシャはエイゴを

かくようにである。

　どっちのホウシキでもよいが、ゼンシャのばあいだと、ひとつひとつのモジをおぼえ

ることがカンタンでなない。

　そういうモンダイがあってか、サイキンは、コウシャをシジするひとがおおいように

おもう。ニホンゴは、そのチュウカンである。ヘイキンからみると、カンジはくろうと

むけだろう。

　

ニジュウロク

　

モジがハツメイされ、キロクがカノウになる。そのゴ、そのモジがくずされ、キロクし

やすくなっていく（ショウケイモジから、ゲンダイのモジのように。）そうすると、キロ

クのリョウがふえる。それをブンカというのだろう。

　キンネンでは、デンシテキにキロクされる。まだまだブンカのジダイはつづくかもし

れない。

　

ニジュウシチ

　

ハチジュウ、キュウジュウネンダイは、ニホンはセカイでニバンのケイザイタイコクと

いっていた。コクナイソウセイサンガクが、セカイダイニイだったからだ。いまは、セ

カイサンイといっている。

　しかし、ホントウにそうなのか。ホントウのところは、イーユーとエイレンポウにつ

づくセカイダイゴイである。それをわすれてはならない。

　

ニジュウハチ

　

ミライをヨキしたシナリオエーとビーがあるとする（シーもあるかもしれない。）。それ
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をだれがきめるのか。シジョウがきめるのならば、それはミンシュシュギだろう。かみが

きめるというのもあるだろうし、セイジカがきめるというのもあるだろう。それで、セ

イジというかのシュルイがクベツできる。わたしは、いまのところ、それぞれがきめて

いるるとおもっている。

　

ニジュウキュウ

　

もし、ミライのシナリオをシジョウがきめるのなら、そのシジョウをソウサしてしまえ

というかんがえもでることがかんがえられる。それができるとなると、もはやシジョウ

がきめているとはいえないであろう。そういうのをソウサされたシジョウということに

する。

　だれがソウサされたシジョウをつくるのか。ひとつは、セイジカだろう。そうすると、

そのカイニュウがおおいほど、シジョウを（ミンイを）ソウサするわけだから、チョウ

キセイケンができやすいだろう（だから、「ちいさなセイフ」がはやらない。）。ドクサイ

になるかもしれない。

　このようにコウセイなセイドのようでも、きびしいウンヨウになるカノウセイがある

ことをショウチしていなければならない。コジンがシナリオのセンタクケンをもてる

シャカイがよいシャカイかもしれない。

　

サンジュウ

　

いまごろでは、あまりヒョウカされるニホンセイヒンはすくない（ニホンキギョウはカ

イガイでもつくったりもしている。）。ユイイツのレイガイは、くるまであろう。

　なぜヒョウカされないか。わたしは、それは、ニホンキギョウが「ブツリョウ」には

しったからだとおもう。ブツリョウとはどういうことか。タクサンうるということでは

ない。セイヒンのシツがブツリョウなのだ。

　ハチジュウネンダイからのエンだかになるまえは、すくないエネルギーでうごくよう

にセイヒンがつくられていた。しかし、エンだかにふれてからは、いろいろとユニュウ

できるようになったからか、ブツリョウにはしりだした。カセットテープレコーダーは、

デンチがジュウジカンもつが、シーディプレイヤーは、ゴジカンしかもたない。コウシャ

のホウが、おとはよいといわれるが、そういうケッテンがある。シゲンのすくないくに

にすむイジョウ、それではいけないのではとおもう。

　

サンジュウイチ

　

サギョウのコウリツカなどという。それをするためになにをするか。サギョウにかける

ジカンをきめるのか。それもできるだろうが、タンジュンにいうと、サギョウにシャク
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ドをつくればよい。コンピューターをドウニュウしているのならカンタンだろう。

　

サンジュウニ

　

あるセイヒンがあるとする。それがベンリなら、シジョウにのこる（つかわれつづける）

だろう。こどもをうむうまないのかんがえかたはあるが、やはり、ベンリなら、シジョ

ウにのこるだろう。そうかんがえると、センシンコクのニンゲンは、やくにたっていな

いことになる。どうなのだろう。

　

サンジュウサン

　

ケイキがいいだのわるいだのいう。おかねがよくまわっているかどうかをあらわすこと

ばなのだろう。ケイキがわるいと、ケイキタイサクといって、コウキョウコウジをはじ

める。そうすると、セイフのあかじがふえる。それでいいのだろうか。

　センゼンからそうだが、ニホンはユニュウがあって、なりたっている。だから、ボウ

エキシュウニュウがダイジなはずである。どうも、それをわすれてしまっているかのよ

うだ。

　

サンジュウよん

　

ダブリュエー（あたたかさ）イコールエルアイ（ひかり）わる　ディ（キョリ）とかいた

（●ニジュウイチ、ジュウニ）。

　しかし、ひかりがすすんでいくことにおとろえがないとすれば、ダブリュエーイコー

ル　エルアイとなる。だとすると、ひかりのとどかないところは、ダブリュエーイコー

ルレイとなる。そういうわけで、そういうところにはコタイがあるだろう。

　

サンジュウゴ

　

キュウジュウネンダイに、「トレンディ」なブンカがはやった。テレビバングミによるエ

イキョウあっただろうし、ザッシによるエイキョウもあったろう。

　なぜか、クリスマスには、デートをしてといったぐあいに、コウドウレイがしめされ

る。そうしたブンカのエイキョウがあったからか、ふと、そういうブンカをおもいだし

たりする。そういうことをしなければという、なかばギムカンのようなカンカクにおち

いることがある。ベツにジブンはジブン、タニンはタニンなのだから、それにかならず

しもしたがうヒツヨウはないが、それをしないと、「まけ」をセンコクされるようなきが

する。
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　なにかそういう「トレンディ」とはちがうブンカをみつけなければならないかもしれ

ない。

　

サンジュウロク

　

わたしがコウコウセイのころ、かよったシィディやは、ルイケイでイチマンニセンゴヒャ

クエンブンかうと、ニセンゴヒャクエンブンのシィディがもらえた。リツにすると、ニ

ワリである。そういうサービスがあったのでよくいった。

　いまはそういうみせはみられなくなった。ベツのいいかたをすれば、それは、まずし

くなっただ。ひょっとしたら、ニンゲンもそうかもしれない。「コセイ」とはいうけれど

も、コウリツがユウセンされ、コセイはへっていく。

　

サンジュウなな

　

キュウジュウネンダイコウハンから、ニホンでは、パソコンブームになった。それから

パソコンがフキュウした。トウジ、ニホンのメーカーはニホンでつくっていた。いまは、

チュウゴクセイがおおい。

　それはともかくとして、パソコンをつくることで、だれがもうかるのか、タブン、ニ

ホンジンももうかるが、チュウゴクジンがイチバンもうかるだろう。なぜか。オウベイ

がアルファベットのブンカなのにタイして、チュウゴクは、カンジのブンカだからであ

る。グタイテキには、モジニュウリョクでラクになる。カンジがもっともカクスウがお

おい。それを、ジブンではかけなくてもつかえるのだ。そのメリットはおおきいだろう。

　

サンジュウハチ

　

　ウチュウのそとがわに、コタイのかたまりがあるかもしれないというはなしをした（●

サンジュウよん、『ス』ヨンジュウハチ、ゴジュウキュウ）。

　ひかりすらもこおりつくほどのテイオンではないか。そこにたまったひかりのコタイ

が、あたらしくトウタツするひかりによってねっせられ、エキタイ、キタイとなるので

はないか。そのケッカ、ウチュウのうちがわにむかって、コウセイのネンリョウとなれ

ば、ウチュウは、またジュンカンする。

　

サンジュウキュウ

　

ウチュウのそとがわから「ガスカしたひかり」が、ウチュウのうちがわにながれているか

もしれない。とかいた（●サンジュウハチ、『ス』ヒャクジュウゴ、ヒャクキュウ、ヒャ
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クハチ）。なぜ、そういうことがおこるか。わたしは、ブッシツのうごきは、キホンテキ

に「コウカン」だとおもうからである。いってみれば、エル（うごき）イコール イーエッ

クス（コウカン）である。

　さきのレイでいうと、ひかりとガスカしたひかり（ダークライトということにする。）

が、コウカンされる。それによって、ウチュウがながもちするのではないか。

　

よんジュウ

　

エル（うごき）イコール　イーエックス（コウカン）とかいた（●サンジュウキュウ）。

そうであれば、まえにかいた（●『ス』ヒャクよんジュウよん、『よ』サンジュウニ）よう

に、エルイコール ティ（ジカン）である。これから、ティ イコールイーエックスとなる。

　つまり、ティをセイリツさせるためには、ティ イコールイー（エネルギー）わるダブ

リュ（おもさ）ゆえに、エネルギー、オモサがヒツヨウで、ティとコウカンはトウカと

なる。

　ニンゲンのことばのおもさは、あまりはかられないが、カガクブッシツとすると、な

んグラムかだろう。そこにエネルギーがあり、コウカンカノウだとすると、ジカンのカ

ンネンができるだろう。ニンゲンは、エネルギーをもっているし、ことばをコウカン（た

べることもだ。）するから、ジカンをニンシキすることがカノウだったのだろう。

　ジカンがないと、シンポすることがないから、コウカンしないようなセイブツはほろ

びただろう。

　

よんジュウイチ

　

　ジカンとコウカンについてかいた（●よんジュウ）が、これは、セイブツであるため

のジョウケンかもしれない。つまり、イチ、エネルギーがあって、ニ、おもさがあって、

サン、コウカンがカノウであること。ジリツテキなコウカンができるところが、ほかの

ものとちがうだろう。

　ニのおもさがあっては、みたせるものがおおいだろう。しかし、イチのエネルギーは、

ほかからちからがかかるばあいもあるが、なかなかみたせるものはすくない。サンのコ

ウカンカノウとなると、もうめずらしい。

　エーアイののっているパソコンも、それにちかいがジョウホウをコウカンするだけだ。

だから、セイブツをテイギするには、「エネルギーセイのもの」をコウカンするといった

ホウがいいかもしれない。

　このジョウケンをセイリしていくと、「あなたは、ティ（ジカン）イコール　キュウ

ジュウイチ（ジュミョウがキュウジュウイッサイ）ですよといえるかもしれない。

　

よんジュウニ
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　デスクワークばかりしているジブンに、ジブンとエーアイとのサをといかけたとき、

どうちがうのか、イッシュンではセツメイできなかった。まえからいっているように（●

『オ』ジュウ、サンジュウ、サンジュウイチ、サンジュウよん、サンジュウゴ、サンジュ

ウロク、ななジュウハチ、ヒャクよんジュウイチ、ヒャクロクジュウサン）、ジムサギョ

ウはエーアイにうばわれてしまうだろうから、あせりもひとしおだった。

それなら、うごきまわればいいのかであるが、それは、イッポまちがえると、「ボウドウ」

とまちがえられるかもしれない。そんなことをかんがえると、はたけをイジすることを

わすれているときづく。ジンルイのハツメイだったはずだ。そんなことをわすれている

ようじゃしょうがない。

　

よんジュウサン

　

　ひとのセイカツには、しごともあったホウがいいだろうし、シュミもあったホウがい

いかもしれない。また、なにかのサギョウは、しごとだとおもしろくない。もし、すべ

てのサギョウが、しごとだったらどうだろう。たのしいはずのリョコウも、たのしくな

いかもしれない。

　わたしは、ガッキをみてさがすのがシュミだが、これがしごとだとすると、みたとし

てもかいたくない。シュミといっても、ケイサンすれば、つかわれるカイスウはかぎら

れる。シュミだと、やらないこともセンタクシのひとつだが、しごとだと、やらないし

ごとはムダである。

　そういうめでみると、あまりつかわないものはかおうとはおもわなくなる。わたしの

おやじも、おふくろもあまりムダなものはかわなかった。そういうみかたがわたしはで

きなかったのだとおもう。

　

よんジュウよん

　

サイキン、テレビをみて、ふとおもった。ガメンにうつっているニホンジンのこどもは、

めぐまれているなと。タブンガッコウにいっているのだろうが、シュミもやっている。わ

たしがそれくらいのネンレイのころにも、やはりシュミをやっていた。プールにいくと

か、テレビゲームをするとかである。

そういうゆたかさがおわっていないすると、まぁここサンジュウネンほどは、あまりケ

イザイなどがアッカしていないのだろう。よくはなっていないかもしれないが、わるく

もなっていない。まぁ、わたしは、それで、わかいセダイに、ゆたかさをひきわたせたの

だとアンドした。「バブル」というのもあったが、またおきるとはカクシンしていない。

　

よんジュウゴ
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エル（ウンドウ）イコールイーエックス（コウカン）とかいた（●サンジュウキュウ）。

ニンゲンもエルがカノウで、したがって、なにかをコウカンしてうごいているだろう。た

べものやガスなどである。

これらは、カガクブッシツといえるだろうし、ばあいによっては、デンキシンゴウショリ

だろう。もし、そうであるなら、エルイコールイーエル（デンキ）である。それから、デ

ンキをもつものはうごくとなる。シィディプレイヤーもうごいているし、テレビもヒョ

ウジをかえる。

もし、ワクセイのカツドウをデンキでとらえれば、デンキがあるゆえにうごくともかん

がえられる。つまり、ジュウリョクはデンキというわけである。ジー（ジュウリョク）イ

コール イーエルだ。また、ジー イコールエルでもある。これは、ジュウリョクにひかれ

るというはなしだから、わかりやすいであろう。

　

よんジュウロク

　

ちいさいおもいものをもってから、おなじおもさのおおきなものをもつ。すると、おお

きなホウが、おなじおもさであるにもかかわらず、かるくかんじる。これは、タブン、シ

ンリガクでいうサッカクであろう。ニンゲンはタイセキにあわせて、おもさをスイソク

するチセイがそなわっているのだろう。

　

よんジュウなな

　

タイヨウには、ジュウリョクがあるといわれる。わたしはそれをうずまきリョクといっ

た（●『ア』ヒャクロクジュウサン、『オ』ヒャクゴジュウロク）。そのかわりに、そとが

わへむかってひかりをだす。ということは、ジー（ジュウリョク）とエルアイ（ひかり）

のコウカンといえそうだ。

しかし、ジーがつよまれば、エルアイもつよまるわけではない。もえつきたあとのよう

に、ひかりをださないこともあるだろう。だから、ジーがつよまれば、イーエル（デン

キ）がつよまるとはいえそうだが（●よんジュウゴ）、ジーがつよまれば、エルアイもつ

よまるとはいえなそうである。

　

よんジュウハチ

　

タイヨウは、ジュウリョクをもち、かわりにひかりをだすとかいた（●よんジュウなな、

『ス』ヒャコジュウゴ）。そのようにひかりはジュウリョクからリダツするセイノウをも

つ。それならば、ひかりをつかって、ジュウリョクからリダツするなにかもつくれるだ

ろう。
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よんジュウキュウ

　

　ガッシュウコクで、あまりシャカイシュギシャがいるとはきかないが、タブン、シャ

カイシュギシャもうけいれるんだろう。イッポウ、ロシア（ソレン）やチュウゴクは、

シャカイシュギコクだったが、シホンシュギテキなケイザイカツドウをはじめている。

たまに、ガッシュウコクとチュウゴクのニタイコクが、チキュウシャカイをきめるなど

というが、それがなぜなのか、あまりセツメイされない。わたしはこれをつぎのように

おもう。

ガッシュウコクなどのにしがわショコクは、シャカイシュギをみとめるシホンシュギコ

クである。かれらと、（ロシア、）チュウゴクなどのひがしがわショコク、シホンシュギを

みとめるシャカイシュギコクとのトウソウではないか。おなじようかもしれないが、ち

がうともいえる。そういうことではないか。

　

ゴジュウ

　

いまのニホンやこれからを、コウレイショウシカといっている。としよりがふえて、こ

どもがへるということだ。ひとがおいるとどうなるか。からだがうごかせなくなったり、

ぼけたりする。わたしのおやじもそうなった。ジテンシャにのってころぶくらいだった

のが、やがてねたきりになった。そうすると、ヨウもたせないから、おむつとなる。

たまに、わかいひとがナンニンで、としよりをひとりささえるというはなしがでるが、

まぁそれだけロウリョクがかかるといえる。そのブン、フツウのしごとができなくなる

といってもよい。そのように、おむつカするニホンであるが、フツウのしごとだけでな

く、ボウエイなどもタイヘンであろう。いまは、ガッシュウコクがたすけてくれるから

いいが、ニホンジンがおかねをもっていないとなると、そうもいかない。

チョキンがあって、おかねをあまりつかわないというと、ケイキがわるくなるといって、

だれかがおこりだしそうだが、チョキンというのは、「ホケン」であろう。フツウのホケ

ンは、だれかにおかねのウンヨウをまかせるが、チョキンはジブンでウンヨウする。ウ

ンヨウにかかわるコストもおさえられるから、フツウのホケンよりいいかもしれない。

そうしたジコホケンがあれば、なんとかなるだろう。ニホンジンがおむつカしたときに、

ホケンなしではセイカツできないであろう。セイフは、ジコセキニンとはいわないが、や

はりそういうメンがあるだろう。
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ゴジュウイチ

　

ジュウネンほどまえに、パソコンソフトのカイゾクバンをつかまされたことがある。そ

れは、パッケージのシツがわるいソアクヒンだった。なかみはみなかったのでわからな

いが、チュウゴクからおくられてきたわかりやすいレイだ。

サンネンまえにもまたつかまされた。それは、パッケージはまぁまぁでうごかしてみて

きづいた。フツウのものとはうごきがちがうからである。このまえもつかまされたが、サ

イキンのものは、みためでクベツがつきにくい。なかみも、トウロクバンゴウなどをパ

ターンブンセキして、ホンモノとおなじものをつかうから、ほんものとおなじつかいか

たができる。そういうパターンブンセキのギジュツがここゴネンであがってきたようだ。

シジョウをみわたすと、そういうソフトがかなりうられている。そういう「ゾンビ」ソフ

トをあつかうように、シジョウもゾンビカしているのである。こういうジョウタイがつ

づけば、セイキヒンをあつかうメーカーのリエキをそこなうのだ。ばあいによっては、そ

のシジョウから、てをひくということもかんがえられるであろう。ニホンのコンピュー

タソフトシジョウは、あまりうわさにならないが、そのようにかなりひどいのである。

　

ゴジュウニ

　

ジー（ジュウリョク）イコールイーエル（デンキ）のはなしをした（●よんジュウゴ）。

もし、それがただしければ、ジュウリョクをつかったヒコーキができることになる。デン

キでとぶヒコーキはまだすくないが、リクツのうえではそうなる。しかしながら、ジュ

ウリョクはそれなりのシゲンである。だれかがチキュウからはじきとばされるのでは、

しょうがない。だから、これはギジュツテキにはカノウかもしれないが、シャカイテキ

なモンダイをはらんでいるといえるだろう。

　

ゴジュウサン

　

イーエル（デンキ）イコールジー（ジュウリョク）のはなしをした（●ゴジュウニ、よ

んジュウゴ）。コウセイで、ジュウリョクがひきよせて、ひかりがはなたれるから（●よ

んジュウハチ、よんジュウなな、『ス』ヒャコジュウゴ）、イーエルとエルアイ（ひかり）

は、ヒョウリのカンケイといえそうだ。たとえば、デンキが、ビーからエーホウコウには

しれば、ひかりがエーからビーホウコウにはしるとすることができそうだ。まぁ、セッ

ケイによるだろう。

ジッサイ、タイヨウコウハツデンキもつくられているし、デンキュウもつくられている。
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イーエルイコールジーだから、ウチュウのごみをソウジするのに、デンキをつかえばいい

かもしれない。ジーでごみをあつめるわけである。なにかのセイヒンにつかえるギジュ

ツだろう。

　

ゴジュウよん

　

センゴ、トウキョウはたてなおされ、セカイユウスウのダイトシとなった。むかしから

あるトシは、せいぜいチカテツをつくり、くるまとヘイヨウしてはしらせるのがフツウ

だが（むかしはバシャがはしっていたであろう。）。トウキョウは、センソウのケッカや

けたため、ダイタンなトシケイカクがカノウとなった。それで、シテツ、キュウコクテツ

カクシャが、トウキョウのチュウシンからホウシャジョウにロセンをはしらせた。ケッ

カ、コウガイにジュウタクがたち、テツドウでツウキンするようになった。

くるまでもツウキンカノウだが、それでツウキンするひとはすくないようだ。しかしな

がら、センゼンは、くるまは、かねもちののりものだったが、センゴフッコウをへて、ニ

ホンジンはくるまをもつようになった。それであるならば、トウキョウにくるまツウキ

ンすることは、ケイザイテキにゴウリテキなセンタクといえよう。しかしながら、コウ

ガイからのカンセンドウロはせまいし、トウキョウでチュウシャジョウをみつけるのは

むずかしい。つまり、トウキョウは、くるまでツウキンをするセッケイにはなっていな

いのである。

もっというと、セッケイシャは、くるまをニホンジンがもつとはおもっていなかったの

であろう。しかしながら、もってしまったものはしょうがない。セッケイをてなおしする

ヒツヨウがあるとおもわれる。くるまでかよったホウがやすいからだ。それなら、チュ

ウシャジョウトウをつくればよいが、あまりのこっているトチはない。ワンガンがある

が、ウォーターフロントだから、ひとがすみたがる。そこのところをどうかんがえるべ

きだろうか。

　

ゴジュウゴ

　

イデンシはジョウホウのチクセキである。タンジュンにタンパクシツをつくるともいわ

れる。ひょっとしたら、そのセイブツのレキシがかかれているかもしれない。トツゼン

ヘンイというのは、そのセイブツのなにかがかわったケッカだろう（ギャクのカノウセ

イもある。）。

どのレベルのことから、ヘンイがハッセイするだろうか。わたしがおもうには、タブン、

コウドウがかわったばあいである。そうすると、つかうキンニクがかわってくるからだ。

そのためにつくるタンパクシツもかわってくるだろう。だから、あたらしいスポーツが

できたり、あたらしいセイヒンができたりして、つかいはじめると、イデンシがヘンカ

するだろう。

イゼン、わたしは、「あたらしい」ノウができるとかいたが（●『よ』ヒャクななジュウ、
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ヒャクジュウサン）、イデンシレベルでヘンカがおこるようにおもう。ふるいブジュツが

のこっているとすれば、ふるいイデンシものこっているだろう。だれかがうけついだ、や

すんでいるそれをみれば、ふるいブジュツがフクゲンできるかもしれない。

　

ゴジュウロク

　

カブケンならびにカブシキシジョウがデンシカされてしばらくたつ。むかしのトリヒキ

ジョウは、ひとがあつまっていいとおもうが、タイリョウのチュウモンをこなすにはコ

ンピューターのホウがツゴウがよいのだろう。

しかし、そのリテンはそれだけではないだろう。タイリョウのチュウモンが、イッキに

ショリされるから、シジョウがアンテイするわけだ。だから、トウキカにはおもしろく

ないが、チョウキでトリヒキするにはむいているだろう。あれてもすぐもどるというわ

けだ。

　

ゴジュウなな

　

「コウレイカ」といわれてひさしい。このあと、ジンコウがイチバンおおいセダイがコウ

レイカし、ホンカクテキなコウレイカシャカイがはじまる。

ゲンザイのニホンジンのコジンキンユウシサンはおおいが、セイフのフサイがおおいた

め、それでセイサンされれば、ニホンジンはキンユウシサンなしとなる。コンネンドの

セイフヨサンがヒャクチョウエンほど。これはゼイシュウのほかにゴジュッチョウエン

ほどのアカジコクサイがハッコウされる。このままザイセイカイカクをしないとなると、

イチバンジンコウのおおいセダイのすがたがみえなくなるころ、ニセンサンジュウハチ

ネンには、やはりセンチョウエンのコクサイザンダカがのこる。

これはニホンジンにはらえるかわからないガクだ（コクミンが、ただばたらきをすれば、

はらえる。ニヒャクマンエンブンをロクセンマンニンがジュウネンはたらけばセンニ

ヒャクチョウエンになる。）。

またそのゴもコウレイカはつづく。だから、さきにのべた、ただばたらきをしたくなけ

れば、ザイセイなり、コジンのサイフのひきしめなどがヒツヨウであろう。ニセンサン

ジュウキュウネンでセンチョウエンだから、ニセンニジュウキュウネンでゴヒャクチョ

ウエン。

もうすでに、ゴヒャクチョウエンキボの、ようするに、ニヒャクマンエンブンをサンゼ

ンマンニンがはたらくただばたらきがはじまっていてもおかしくない。しかし、ほかに

もホウホウがあるとことわっておく。

　

ゴジュウハチ
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ガッシュウコクでキンユウギョウがハッテンしたといわれる。なぜおかねをふやすヒツ

ヨウがあるのか。それはケイエイをやってみないとわからないメンがあるが、ジツブツ

にくらべると、ツウカそのものにはカチがない。それでもつかえそうだというかんがえ

があろう。

むかしみたいにキンでホショウすれば、ツウカもホショウされる。しかし、そのセイド

はつづいていないようだ。あまりツウカダカだと、ユシュツがむずかしくなる。だから、

それをとっぱらうために、キンをつかうのをやめて、ユシュツしようとしたのだろう。そ

うすれば、ほかのくにのひとがやすくかえる。それがホントウにやすいかはなんともい

えないが、かうコウホになるだろう。

ニホンもハチジュウゴネンにエンダカになることをショウニンした。それでユシュツが

フシンにおちいったともいえるが、モンダイはコヨウのホウだ。ニホンセイヒンのカカ

クキョウソウリョクがよわまったわけだから、うれなくなる。それで、ヒセイキコヨウ

をふやした。

ようするに、シツギョウシャみたいなひとがふえたわけだ。ガッシュウコクでもそうだっ

たのだろう。シツギョウシャをセイキコヨウするには、おかねがかかる。それをかせぐ

のがキンユウギジュツだったわけだ。ウンヨウエキがでれば、それでやとえる。ガンポ

ンワレだとあとにひびくが。ウンヨウエキのブブンでやればソンはない。

ニホンでは、フリョウサイケンショリイコウ、キンリがあがっていないが、オウベイで

はちがう。ニホンでは、セイフのサイムがあったから、ミンカンがチョウシよくとも、

セイサクキンリをあげられない。オウベイでは、そのキンリによって、シツギョウシャ

をささえられた。ニホンではおなじようなモンダイがあるにもかかわらず、それができ

ていない。キンリがひくいから、カブシキシジョウにながれるだろう。わりだかといわ

れるくらいであぶないが、そういうことをしないと、シツギョウシャをささえきれない。

そういうモンダイがある。

　

ゴジュウキュウ

　

さきに、ニホンジンが、ただばたらきをするようになる（●ゴジュウなな）とかいた。こ

れは、コウレイカのシンテンなどで、セイフフサイがふえるためである。それはなにか

であなうめしなければならない。タンジュンにフサイをださなければいいだけだが、い

まのところ、カイゼンするケハイはない。だが、だれかががんばれば（おかねをだせば）、

そうならないカノウセイもある。

しかし、むかしはロウエキがあったわけだから、けっしてめずらしいケースではない。ゲ

ンジョウ、ただばたらきのロウドウシャがいるところを、だれかがかねをだしているか

ら、そうなっていないというところだろう。

おおきなおかねがあると、キンリだけでケッコウなかずのロウドウシャをやしなえる。

たとえばゴヒャクチョウエンあれば、ネンカンジュウゴチョウエンくらいでる。それな

ら、サンゼンマンニンのただばたらきのひとにゴジュウマンエンをはらうことができる。

こづかいがでるわけである。しかし、そういうおかねがなくなると、ただばたらきのニ
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ンズウがふえ、こづかいもでにくくなる。セイフフサイがでつづけるとなると、そうな

るみこみがおおきい。

タンジュンにケイサンすると、セイフフサイがネンカンゴジュッチョウエンでるわけだ

から、イチネンカンにネンシュウゴヒャクマンエンのロウドウシャイッセンマンニンが、

ただばたらきしなければならないとなる。それがつづいて、だれもかねをださないとな

ると、キギョウのいきおいにあわせて（キギョウはブジである。しかし、キョウソウに

さらされる。）、フツウのシャインのかずもゾウゲンするだろう。

キギョウは、コクサイキョウソウもそうだが、コクナイでタクサンのただばたらきがふ

えるわけだから、かなりのキョウソウにさらされる。ということは、シャインのチンギ

ンがさがるか、やとうひとをへらすとなるだろう。そうなると、セイヒンをつくっても

そんなにはうれない。かうひとにそんなにおかねがないからだ。

ゲンザイでもそういわれたりする。ということは、セイヒンのカカクがさがって、はた

らくひとのキュウリョウもさがる。いわゆるケイキがわるいだ。それをどうやってのり

こえていくかがカダイだろう。タンジュンにかなりチンギンをさげれば、ながつづきす

るだろうが、それをするためのキセイはきめにくいだろう。

　

ロクジュウ

　

そこらをあるいていると、くるまがよくめにつく。あるカンテンからいうと、それだけ

かねもちがおおい。そんなにかもちがいるのか。となる。

ニホンのユシュツニュウのトウケイからいうと、せいぜいニジュッチョウエンのくろじ

（それでもすごい。）だから、そのギョウカイにつとめるジュウギョウインはかえてもお

かしくない（くるまはシゼンブツではないのだ。テッコウセキをユニュウするヒツヨウ

がある。つまり、ゲンリョウはユニュウだ。）。ニジュッチョウエンをキュウリョウとし

てハイブンすると、ネンシュウサンビャクサンジュウサンマンエンのガイカをもつジュ

ウギョウインがロッピャクマンニンいることになる。くるまのネダンがサンビャクマン

エンとしても、そのひとたちは、くるまをかえるだろう（ジュウネンローンでもいい。）。

だとすると、ロウドウジンコウのジュウブンのイチテイドがクルマをかえることになる。

つまり、ジュウニンにひとり、ジンコウでいうと、ニジュウニンにひとりとなる。

だから、そのケイサンでかんがえると、くるまはそんなにはしっていないはずなのだ。か

ねもちがおおいというジッカンもそこそこまとをえているだろう。しかし、くるまはタ

クサンはしっている。それはなぜなのか。

さきにのべたように、ニホンのガイカシュウニュウはせいぜいニジュッチョウエンであ

る。そのガイカシュウニュウのハンブンはあぶら、ガスをかうだろう。のこりハンブンの

ハンブンはセイゾウにヒツヨウなゲンリョウをかうとして、そのこりのハンブンのハン

ブンでくるまをかうとする。ゴチョウエンだから、ヒャクゴジュウマンダイかえる。か

いかえがあったとしても、センゴロクジュウネン（ややフッコウしてから。センキュウ

ヒャクロクジュウネンから、それがつづいたとすると、ななジュウネンでハッセンロッ

ピャクマンダイかったことになる。
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それなら、なぜかはセツメイできる。ところが、このケイサンだと、くるまイガイのユ

ニュウヒンテキなものは、かえていないことになる。ガイカシュウニュウのよんブンの

イチをくるまのコウニュウにあてたということだからだ。

つまり、センゴフッコウしてユシュツできるようニホンジンはがんばったが、コクナイ

にあるものイガイは、くるましかてにはいらなかったことになる（「くるまが」といった

ホウがいいかもしれない。）。わたしがバブルをケイケンしたセダイなのでそういうが、

ななジュウよネンカンのドリョクのケッカが、ニホンジンがくるまをもったということ

になる。ベツにくるまでなくともよかっただろうが、そとをあるいてみると、どうもそ

のようだ。

それがいわゆるななジュウよネンカンのニホンのケイザイセイチョウである。キュウ

ジュウネンダイから、ユニュウヒンがふえはじめたが、それらをかうとなると、くるま

をかうにはたりなくなってくる。それをどうかんがえるか。ひとつは、くるまをダイジ

にながくつかえばいいのである。しかし、ゼイセイ、キセイがチョウバツテキだから、カ

ンタンではない。しかし、シュウリしてつかえばいいだろう。そうすれば、ほかのなに

かもかえるかもしれないのである。

　

ロクジュウイチ

　

ニホンジンのジッシツテキなシュウニュウというと、ネンカンニジュッチョウエンほど

のガイカシュウニュウにすぎない（●ロクジュウ）。そのほかはニホンジンドウシで、ぐ

るぐるまわしているにすぎない。そのまわしたリョウはコクナイソウセイサンではから

れる。シュウニュウがニジュッチョウエンだから、ひとりあたりニジュウマンエンテイ

ドだ。このハンイで、ユニュウヒンをかわないとあかじになる。あぶらとガスはユニュ

ウである。デンキもダイタイあぶらやガスからつくられるので、ユニュウだ。

あなたのいえのコウネツヒはいくらか。ネンカンジュウマンエンでおさまっていたら

まぁいいだろう。あとジュウマンエンのこることになる。わたしはキョネンユニュウヒ

ンをゴマンエンぐらいかった。そうすると、ゴマンエンのこるが、タブンショクヒにき

えただろう。ギュウニクとこむぎである。そうすると、そうすると、あたたかいおもい

と、いいからだつきと、かったテチョウとマンネンヒツがのこる。

そうかんがえると、そんなにゼイタクはできないとわかってくる。ショクリョウも、さ

かなや、とりにくをたべればガイカをつかわない。ラーメンでなくて、そばなどにして

もいい。それがカンペキにできれば、ゴマンエンチョキンできる。そうやって、ガイカ

をチョキンすれば、なにかのときにやくにたつだろう。もし、これがあかじだと、ニホ

ンジンはまずしくなるということだ。

　

ロクジュウニ

　

ただばたらきのひとがふえそうだとかいた（●ゴジュウキュウ、ゴジュウなな）。コウレ
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イカとシャカイセッケイのシッパイからそうなるんだろう。いまのところは、セイフフ

サイよりもミンカンのチョキンがおおいから、それはヒョウメンカしない。

セイフフサイののびは、まいとしゴジュッチョウエン。これがミンカンのチョキンにお

いついてしまうと、セイフはどこからか、かねをもってこないとならなくなるから、ゾ

ウゼイやキュウリョウをテンビキすることがかんがえられる。そのはてが、ただばたら

きである。イッセイにテンビキするか、ショクギョウにあわせてテンビキするか、そこ

はわからない。

しかし、おかねがまったくないわけではない。あるところにはあるはずである。だから、

うまくそういうひとたちとしごとをすればよい。おおむかしに、ひとはシュリョウして

いたという。しかし、コンドは、ひとのよいシュリョウであろう。ブツブツなんかをい

うより、すなおにしごとをするホウがこのまれる。そうやってめしをかせげばいいので

ある。そのためには、こだわりをすてるのもダイジであろう。

　

ロクジュウサン

　

ひとりあたり、ネンカンニジュウマンエンが、ニホンのケイザイセイセイチョウといっ

た（●ロクジュウイチ）。このニジュウマンエンは、いまのところつかっていないなにか

をてにいれるのにつかえる。ネンカンニジュウマンエンだから、よんジュウネンそれを

ためてもハッピャクマンエンである。

いま、いえをもっていなかったとしたら、いえをたてたいかもしれない。しかし、この

ばあいたててはだめである。ハッピャクマンエンではたたないだろうからだ。ともばた

らきでセンロッピャクマンエンとすれば、ズイブンなコウガイにたてられるかもしれな

い。しかし、ゼイタクするのなら、そのセンロッピャクマンエンがねべりするからやめ

たホウがいい。

いますんでいるチンタイアパートがつきジュウマンエンなら、ネンカンヒャクニジュウ

マエン。ジュウネンでセンニヒャクマンエンだ。ずっとすむつもりだったら、よんジュ

ウネンで、よんセンハッピャククマンエンになる。それなら、はたらきだしてすぐにい

えをかえばいいだろうが、そういうひとはすくない。よんジュウダイになって、ニジュ

ウネンブンのヤチンのニセンよんヒャクマンエンとチョキンでかうかというハンダンに

なろう。

ゼイタクをしていなければ、さきのケイザイセイチョウブン、よんヒャクマンエンため

ているんだろう。それでニセンハッピャクマンエンである。コウガイにかえる。こんな

ところが、ニホンジンにできることでないか。タブン、ケンジツでないとむずかしいだ

ろう。

　

ロクジュウよん

　

エル（ウンドウ）イコールイーエル（デンキ）のはなしをした（●よんジュウゴ）。うご
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くということは、デンキカツドウというわけだ。もうショウメイされているが、デンキ

をつかえば、ロボットはうごく。ギャクもまたたしかなのだろう。フウシャがうごくと、

デンキがたまるというぐあいにである。もっとキョクタンにいうと、ニンゲンのうごき

もデンキになるだろうし（そもそもデンキでうごいている。）、ゲンジョウ、てまわしハ

ツデンがおおいが、ふることでハツデンもできるだろう。

　

ロクジュウゴ

　

イーエル（デンキ）のはなしをした（●ロクジュウよん）。イーエルをつかうと、ひかり

がでるソウチがある。イッパンにデントウといわれる。シキにすると、イーエルたす ○

○（なんといえばよいだろう。）イコールエルアイ（ひかり）となる。つまり、○○があ

れば、デンキは、ひかりにかえられるし、ひかりも、○○があれば（エルアイひく ○○

イコールイーエル）、デンキになる。それは、ジッサイにタイヨウコウハツデンがある。

つまり、エル（ウンドウ）イコールイーエル（●ロクジュウよん、よんジュウゴ）だか

ら、エル イコール エルアイひく ○○となるわけである。ようするに、○○があれば、ひ

かりは、ウンドウにかえられるということだ。ギャクに、○○があれば、ウンドウもひ

かりにかえられる。その○○とはなんだろうか。またかんがえてみたい。

　

ロクジュウロク

　

エル（ウンドウ）イコールイー（エネルギー）わるダブリュ（シツリョウ）とかいた（●

『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）。このシキからいえることは、あるウンドウ

をおおきくするには、ふたつのやりかたがあるということだ。ひとつは、エネルギーを

ふやすことだ。たとえば、ロケットにタクサンネンリョウをつめばいい。もうひとつは、

シツリョウをへらすことだ。ロケットでいえば、キタイをかるくすればいい。

ところで、エル イコールイーエル（デンキ）だから（●ロクジュウゴ、よんジュウゴ）、

マンガンをつかったデンキもウンドウがカノウだろう。フツウは、あるキョクへむかう

という。こうしたウンドウをたかめたければ、さきにいったように、エネルギーをたか

めるか、つまりエネルギーのおおきいブッシツをつかうか、シツリョウをかるくすれば

（かるいブッシツをつかえば）よい。

つまり、スイソがあるシュルイのブッシツでは、もっともかるいらしいから、そのなかで

はもっともウンドウがおおきくなるかもしれない（エネルギーがおおきいものもある。）。

そうしたホウが、ウンドウをふやすにはコウリツテキだろう。たとえば、コンピューター

のケイサンである。そういうのをコウセイノウカしようとおもったら、もっとシツリョ

ウのちいさなブッシツをつかったホウがいいかもしれない。だからそういうもののケン

キュウがすすむ。それがセンタンのブツリガクであろう。
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ロクジュウなな

　

チュウゴクは、シンコウコクのようにおもわれている。しかしながら、チュウゴクはブ

ンメイコクである。かつていろいろなものをカイハツ、フキュウさせた。だから、チュ

ウゴクをシンコウコクとみると、みあやまることになる。あたらしいものがいいとはか

ならずしもいえないからである。

インカンもチュウゴクジンがハツメイしたひとつであろう。コウテイがつかっていたと

きく。コウテイヨウはともかく、イッパンにもリヨウがひろがったのであろう。インカ

ンとカンジのくみあわせはいまでもつかわれている。ニホンでは、きをほることがおお

いが、チュウゴクでは、いしをつかう。いしをつかうのは、ニホンではめずらしいだろ

うが、わたしもほったことがある。

トクにいいザイリョウは、かざりとしてチョウコクがほられている。そのギジュツはす

ごい。ニホンでは、ブツゾウなどをほっていたジダイもあっただろうが、いまムメイの

ショクニンが、すばらしいチョウコクをしているとはきかない。そもそもそんなにかず

がいないのであろうか。

まねのイキをでないが、きのインカンにアニメノキャラクターをチョウコクしたってい

いだろうが、どうも、そういうのはみない。そもそもアニメのキャラクターのチョウコ

クをしているひともしらない。ひょっとすると、ニホンジンはそういうギジュツをあき

らめてしまったかもしれない。そうだとすると、ニホンジンは、チュウゴクジンにくら

べて、キソギジュツもおとるし、センタンギジュツでもおとることになるかもしれない。

やはり、まじめにやるひとがつよい。

　

ロクジュウハチ

　

まえにいったように（●よんジュウ、『ス』ヒャクよんジュウよん、『よ』サンジュウニ）、

ティ（ジカン）イコールエル（ウンドウ）である。ということは、ウンドウをマイナスに

すれば、カコへのジカンリョコウがカノウになるとなる。タンジュンにいえば、むかし

いたところにもどればいいわけである。

しかし、それを「カコにいった。」というひとはいない。ほかのなにかがマイナスになっ

ていないからだろう。たとえば、ビーさんもつきあって、むかしいたところにもどれば、

カコへのリョコウといえるかもしれない。そうやって、「ジカンリョコウ」というのは、

ひとりのイシでなく、タクサンのなにかのキョウリョクがなければ、タッセイできない

といえそうだ。

　

ロクジュウキュウ

　

まえにデッドロックのはなしをした（●『ス』ヒャクなな、ヒャクよん、ニジュウ）。デッ

ドロックとはまわりからのジュウリョクがつりあって、うごかないほしである。
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そこでは、エル（ウンドウ）イコール レイ、エル イコールティ（ジカン）（●ロクジュ

ウハチ、よんジュウ、『ス』ヒャクよんジュウよん、『よ』サンジュウニ）ゆえに、ティイ

コール レイである。

つまり、ジカンがながれないほしである。そこをしらべれば、かつてのいきもののゲン

ケイなどがみつかるかもしれない。ジカンがながれないからだ。また、そこにはいって

いけば、ニンゲンやドウブツなども、いつまでもホゾンされるとおもわれる。

　

ななジュウ

　

うみにはなみがある。それは、あまりとまったりしない。うごきつづけている。つまり、

エル（ウンドウ）なわけだ。ハツデンをねらうたちばからは、それはカッコウのうごき

である。つまり、なみがたつブンは、デンキにかえられるということだからだ。しかし、

それをダイダイテキにやると、サーフィンができなくなる。そういうモンダイもある。

　

ななジュウイチ

　

ウンドウとはひとにとっては、はじめられることだろうが（おどりをおどれるだろう。）、

イッポウで、はじまりだったかもしれない。わたしにいわせれば、エル（ウンドウ）イ

コールイーエル（デンキ）だ（●ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）。つま

り、ウチュウか、もっとおおきななにかのはじまりには、デンキがおこった。それによっ

て、ウンドウがはじまったといえそうなのである。

トウショのウンドウはガスやいしなどのイドウであっただろう。つまり、デンキやウン

ドウがカクサンした。それがつづき、チキュウでウンドウするようなセイタイができた。

それは、ウンドウのもと、「モデル」があったからであろう。ちがういいかたをすれば、チ

キュウにセイメイをはじめさせるためのブッシツとウンドウ（デンキ）があつまったか

らだろう。つまり、セイメイをハッテンさせるには、デンキがヒツヨウだということだ。

そういうシゲンとデンキがあつまるほしをみれば、セイブツのようなものがカンソクで

きるかもしれない。セイブツはウンドウをみて、ウンドウをはじめたと。

　

ななジュウニ

　

ウンドウは、エル（ウンドウ）イコールイー（エネルギー）わるダブリュ（シツリョウ）

ではかれるとかいた（●ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）。

それがただしいとすれば、ウンドウのおおきさをきめるのに、ふたつのホウホウがある

（●ロクジュウロク）。

ひとつはウンドウするもののシツリョウをへらすことである。だから、よりちいさなブッ

シツをさがす。これはわかるはなしだ。イッポウ、もうひとつは、エネルギーをふやす
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ことである。よりおおきなエネルギーをつかえば、ひかりよりもはやいウンドウがカノ

ウになるかもしれない。

たとえば、ひかりは、ヤクサンジュウマンキロメートルを、イチビョウですすむという。

かりに、サンジュウマンイコール ロクジュウマン わるニとする。そのエネルギーのブブ

ンをヒャクニジュウマンにすれば、ニバイのウンドウになるだろう。

ただそのエネルギーをどうするかというモンダイはある。エル イコールイーエル（デン

キ）だから（●ななジュウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）、タ

ンジュンにデンキをつよめればともいえる。しかし、それによって、エルイコールジー

（ジュウリョク）（●よんジュウゴ）のジーをハッセイさせてしまうカノウセイはある。だ

から、カンタンではないだろう。いってみれば、タイヨウケイなどをぶっこわさないよ

うにやるべきだろう。

　

ななジュウサン

　

トシにいくと、ひとがあふれている。なれていないと、ぶつかってしまうだろう。しか

し、いなかにいくと、そんなにひとがいない。だから、ひとよりものをみるだろう。わ

たしは、イゼンはトシがすきだったが、いまではいなかのホウがすきになった。とりな

んかがとんでいたホウがいい。

トシだと、ひとをあいてにしごとをすることがおおいだろうが、いなかだとものをカコ

ウしていれば、しごとがなりたったりする。どうも、わたしもものをカコウするホウが

すきなようだ。

それでも、わかかいころは、ひとをあいてに、しごとをしていたことがある。きらいで

はなかったが、ものをあいてにするホウがこのみかもしれない。そうやって、ひとをみ

るのか、ものをみるか、えらんでみるのもいいとおもう。

　

ななジュウよん

　

なんとなく、パソコンでブンショでもつくっていれば、しごとをしたようなきになるか

もしれない。しかし、しごとがあるのは、ガメンのそとである。ガメンをのぞきこんで

もヤサイはとれないし、コウギョウセイヒンもできない。ケッキョク、パソコンででき

るのは、イチブのサービスギョウではないか。それだって、パソコンは、にもつをはこ

んでくれない。そこのところをわすれてしまうと、いいしごとができないとおもう。し

ごとがあるのは、ガメンのそとということだ。

　

ななジュウゴ

　

コンピューターネットワークでリエキをだすのはむずかしい。あるカカクをセッテイし
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ても、ほかのみせのホウがやすかったりするからだ。それでも、ユウイにたとうとすれ

ば、タクサンしいれるなどして、イッコあたりのしいれねをさげるようだ。そうすれば、

カカクキョウソウでユウリになる。あとは、どこかとおくからしいれないで、ちかくで

いいものを、からだをつかってしいれることだ。それなら、ソウリョウブンやすくでき

る。しかし、そうやってリエキをだすのもカンタンではないだろう。

　

ななジュウロク

　

ゲンザイのニホンはキンリがひくい。だから、だれかにあずけて、キンリをかせぐのは

むずかしい。しかし、ほかのセンシンコクでは、キンリをあげるかもしれない。ニホン

では、それをおっかけて、キンリをあげるのはむずかしいだろう。セイフフサイがある

からだ。これがキョガクだから、キンリをあげると、りばらいでザイセイをアッパクす

る。しかし、ホウホウがなくはない。

イチオウキンリはあげて、そのブンすべてにカゼイをすればいいわけである。つまり、キ

ンリをゴパーセントにするならば、そのゴパーセントブンをゼイキンとしてチョウシュ

ウすればよい。それなら、セイフのりばらいでザイセイをアッパクすることはすくない

だろう。

　

ななジュウなな

　

むかしとくらべて、すしやがふえた。ふえたのは、カイテンずしやであろう。やすいも

のだと、ものはよくないが、そこそこたべられる。おもいだすと、わたしがこどものこ

ろにたべていたのは、せいぜいテッカマキだったとおぼえている。

おやじはチュウリュウのサラリーマンだったが、きゅうりをまいたのりまきや、カンピョ

ウをまいたのをよくたべていた。それをかんがえれば、さかなののったすしがたべられ

るというのは、ゆたかになったということだ。そのジキはバブルまえで、まだ、ニホン

がケイザイセイチョウしていた。

わたしは、そんなにすしはたべていないが、そういうすしをわすれて、いいものをたべ

るようになってから、ニホンのケイザイセイチョウがなくなったとおもう。また、がん

ばりたかったら、そういうショシンをわすれないことである。

　

ななジュウハチ

　

「クヨウ」ということばがある。センゾをクヨウするが、もっともつかわれることばだろ

うか。ほかにも、はり（サイホウでつかう。）をクヨウしたりするらしい。そういうおも

いがあれば、なにをクヨウしてもよいのだろうか。しかし、それがいきすぎると、「ごみ

ヤシキ」になる。そこのジュウニンは、あまりそういうことをいわないようだが、わた
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しにいわせれば、クヨウのモンダイがあるとおもう。すてるかみあれば、ひろうかみあ

り。であろう。

　

ななジュウキュウ

　

キンダイのセンソウでは、ヘイはたまをうつ。むかしはゆみやだったろうが、いまはテッ

ポウだ。そういうわけだから、たたかおうとおもったら、たまをタクサンヨウイしなけ

ればならない。たたかいはじめると、ドンドンたまをショウヒする。これは、いまのショ

ウヒセイカツにもいえるだろう。

コーヒーをのめば、あきカンがごみとしてでる。ジブンのカップをもちあるいて、そこ

にいれてもらえば、ごみはでないが、いまのところそういうサービスセッケイになって

いない。ベントウもたべれば、ヨウキのごみがでる。それをリサイクルするかもしれな

いが、ドンドンすてる。これもセンソウであろう。

センソウがおわって、ななジュウネンイジョウたつが、そういうなごりがのこっている。

わたしがおもうには、ショクヒンなどのヨウキに、リサイクルのむずかしさ、コウジョ

ウからのキョリでスウジをつけて、なるべくスウジのちいさなものをセンタクできるよ

うにすればとおもう。

　

ハチジュウ

　

レイネンダイに、シホンキンがイチエンでもカイシャをつくれるようになり、あまりシ

ホンキンということばをきかなくなった。しかし、シホンキンはダイジだとおもう。

むかしは、キギョウをするといったって、なにかベツのしごとで、ナンネンかがんばっ

て、チョキンして、それから、ジギョウをはじめたときく。シホンキンがあれば、その

おかねでしごとができるわけだ。シホンキンがおおきければ、リソクだけでもしごとが

できるかもしれない。いまは、テイキンリだから、あまりそういうかんがえにならない

だろうか。はじめから、やりたいことをやるジダイである。

　

ハチジュウイチ

　

みずとあぶらという。なにかのヨウキにみずとあぶらをいれても、それらは、ブンリ

する。

つまり、おたがいがむかうホウにいくわけだ。それでいえば、「ひかり」はどこへいくの

だろう。やはり、いくべきところへいくのではないか。

それをオウヨウすると、スイシンキカンができる。たとえば、ウチュウで、みずのなか

にスイソをいれれば、スイソは、はなれようとしてそとにでようとしないか。それをう

まくセッケイすれば、スイシンキカンであろう。なるべく、ウチュウでもチョウタツで
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きるブッシツでそれをやればいいいだろう。

　

ハチジュウニ

　

タイム イズマネーという。なにかベンリなドウグをかって、しごとをしようとおもって

いたとする。それをかわなければ、なにもヘンカなしだが、おかねをだして、それをか

うと、しごとがすすむ。しごとがすすむというより、ミライにあったしごとが、ゲンザ

イにひきよせられたといえるかもしれない。

そうやってたしかにおかねをジカンとコウカンできるわけだ。わたしはわかいころ、シィ

ディをよくかった。オンガクをたのしむことをそのときひきよせた。ひとによっては、そ

れがしごとになるだろうが、わたしにとっては、タンなるキョウラクだったようだ。

そういうハンセイがあるからか、サイキンはあまりシュミのものをかわなくなった。い

い「ジカン」をひきよせたホウがいいだろうから。

　

ハチジュウサン

　

なにかリョウリをたべると、ひとは、「おいしい」とおもうことがあるだろう。なぜ、「お

いしい」とかんじるのか。それは、それをたべるまえに、エネルギーをつかって、なに

かをするからだろう。ひとことでいえば、そのひとにマイナスがでたからだ。

いきるということは、マイナスとプラスのレンゾクである。ずっとマイナスだとしんで

しまうし、プラスばかりでもからだがうけつけない。マイナスがでてから、なにかリョ

ウリをたべると、エネルギーがホテンされる。そのブン、「おいしい」、「よかった」とお

もうのだろう。

めしがまずいというのなら、エネルギーがそんなにマイナスになっていないのかもしれ

ない。そういうときは、そんなにたべなくてもいいかもしれない。

　

ハチジュウよん

　

まえに、ひとりのツゴウではおかねがたまらないというはなしをした（●『ス』ジュウシ

チ、『オ』ニジュウハチ）。ワイ（チョキン、ガッコウにいくシキン）イコール エー（ジ

キュウ）かける エックス（ロウドウジカン）マイナスビー（セイカツヒ）といったはな

しだ。

うまくしごとのジカンをふやせば、チョキンはふえる。しかし、それはひとりのツゴウだ

けではきまらない。ほかのドウリョウや、キョウゴウキギョウのうごき、ケイキにもサ

ユウされる。だから、そのタンジュンなイチヘンスウモデルでは、うまくいかないとい

うことがわかった。それでヘンスウをふやしたらどうかといった（●『ス』ジュウシチ）。

しかし、このモデルのいいところもある。それは、ケイサンがカンタンだからだ。それは
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さきにのべたようなケッカンがあるが、サイキン、ゲームとしてまたやりはじめた。ベツ

にキュウリョウとかをケイサンするわけではない。こづかいをニュウリョクして、チョ

キンがふえるようにもっていけないかとおもっている。

どこかからゲームをかってくれば、いくらかかかる。しかし、そのチョキンゲームはお

かねがかからないし、うまくいけばチョキンがふえる。ガクセイのときにはじめたケイ

サンをまたやっている。

　

ハチジュウゴ

　

キョネンのふゆはかぜがつよかった。いつもふいていたようにおもう。なぜ、かぜがふ

くのか。それは、クウキにオンドサがあるためだろう。

あたたかいクウキと、つめたいクウキがぶつかって、やがてヘイキンカする。そのプロ

セスだろう。それがなぜおこるかといえば、カイスイのオンドがたかいところと、ひく

いところがあるから、そのエイキョウで、クウキにもオンドサができるのだろう。だか

ら、フウリョクハツデンをするひとにはメイワクだろうが、カイスイのオンドをなんら

かのホウホウでイッテイにしてしまえば、かぜはあまりふかなくなるだろう。

そういうわけだから、タイフウのヒガイをへらすことはカノウだろう。カイスイのオン

ドをあげてチョウセイすれば、タイフウができたとしても、チョクゲキしないようにで

きる。ただ、それによってフウリョクハツデンがフアンテイになるから、かならずしも

いいとはいえない。ヒヨウもかかるであろう。

　

ハチジュウロク

　

パソコンのガメンをみていると、いつのまにか、ショウヒンのえをみていることがある。

パソコンがテレビゲームとちがうのは、ショウテンのガメンがあるかないかであろう。

テレビでもたまにツウシンハンバイのバングミがあるが、パソコンのばあいは、ムリヤリ

ショウテンにひっぱろうとしているところがある。だから、うかつにパソコンをいじっ

ていると、いつのまにかかいものをすることになる。

しかし、きがるにものをかえるというのは、パソコンのいいところでもある。しかし、ガ

マンをするには、クフウがヒツヨウであろう。だから、そういうかいものあそびだけで

なく、さきにいったような（●ハチジュウよん）チョキンあそびとか、ケイエイあそび

をするのである。

　

ハチジュウなな

　

まえに、オンガクやエイガなどが、ひとりイチジカンあたりイチエンでたのしめるとか

いた（●『オ』ヒャクサンジュウハチ）。そのかんがえかたをすすめると、コンピュー
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ターのプログラムもやはり、ひとりイチジカンあたりイチエンとなるだろう。ジッサイ

にそのくらいでテイキョウしていたりする。

そうだとすると、アイティブームで、コンピューターカンレンのジュウギョウシャがふ

えたが、やがてはへっていくだろうともいえそうである。ひとりイチジカンあたりイチ

エンだから、ヒャクニンのコテイユーザーがいないと、ネンカンヒャクマンエンもかせ

げない。だから、あなたがプログラマーになろうとしたら、ヒャクニンのコテイユーザー

をカクトクできるかがめやすとなる。ヒャクニンのユーザーつかまえられないなら、く

えないからやめたホウがいいとなる。チュウリュウっぽくセイカツしたければ、ゴヒャ

クニンのユーザーがヒツヨウだろう。

これをいいかえれば、あなたがプログラマーになれるかはヒャクブンのイチとなる。チュ

ウリュウのセイカツをしたければ、ゴヒャクブンのイチだ。ヘンサチでカンサンすると、

プログラムのヘンサチがななジュウテイドないと、くえないとなる。チュウリュウなみ

にだと、ハチジュウとかがヒツヨウだろう。

だから、プログラムでたべていくのは、コンゴはむずかしくなるとおもう。ちなみに、オ

ンガクやエイガでケイサンすると、ヒャクマンブンのイチ、ゴヒャクマンブンのイチで

ある。オンガクやエイガよりはいいだろう。

　

ハチジュウハチ

　

チュウゴクのサンゴクジダイに、しにそうになった、ショクのショカツコウメイは、ブ

カにサクをいいわたし、かれがしんだときに、それにジョウじておそってきた、ギのシ

バチュウタツをハイソウさせたという。

そのことを、「しせるコウメイ、いけるチュウタツをはしらす。」という。だれかのソウシ

キでもにたメンがある。たとえば、ユイゴンでうみにサンコツせよと、コジンがしてい

たばあいは、やはり、「いけるチュウタツ」がはしらされる。コジンのイタイをやいて、

うみまではこばなければならないからだ。

ただ、ユイゴンについて、のこされたカゾクがもめてしまうと、やっぱりいえのはかに

はこんでとか、やっぱりうみになど、コジンがはしらされてしまうこともあるかもしれ

ない。それだと、しせるコウメイ、いけるチュウタツにはしらされるである。

　

ハチジュウキュウ

　

ドウブツなどは、タクサンのサイボウでコウセイされているという。ガッコウのジュギョ

ウで、ケンビキョウをのぞいたことがあるとおもうが、まぁ、みえないおおきさではな

い。もっともおおきいサイボウは、なんかのたまごだろうか。しかし、それイジョウの

おおきさのサイボウはなかなかないとおもわれる。

それはなぜだろう。ひとつかんがえられるのが、サイボウのおおきさに、ゲンカイがあ

るということである。もっというと、それイジョウのシゲンがあつまると、ブンレツし
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てしまう。

これは、シャカイについてもいえるのではないか。ベイチュウでボウエキコウショウを

やったり、エイコクがイーユーからリダツしそうだったりするが、あるおおきさにタツ

すると、わかれてしまう。それは、シゼンなのではないかということだ。だから、リセ

イテキに、ひとつとかんがえても、ジツはタクサンなのではないかといえるようなきが

する。

　

キュウジュウ

　

コウセイはもえて、ひかりをはなっている。あるはなしによると、「スイソ」がもえてい

る。それなら、ひかりというのは、スイソがらみでハッセイするものだということにな

るだろう。

イッポウ、デンキと、てつなどをつかうとデンキュウがひかる。だとしたら、ひかりは、

デンキと、てつでできるともかんがえられる（●ロクジュウゴ）。シキをかえると、デン

キは、ひかりからてつをひいたものといえるかもしれない。ようするにコウタクのない

ひかりがデンキであるということだ。そういうことなら、ひかりからデンキがつくれる

であろう。もっというと、ひかりからデンキをぬくと、てつができるのではないか。

　

キュウジュウイチ

　

ニホンはセンゴフッコウしたという。コジンがくるまをもてるようにもなった（●ロク

ジュウ）。むかし、くるまはコウキュウヒンだったにもかからわずである。だから、「ケ

イザイセイチョウ」といわれると、そうかとなるが、そのかわりに、うしなったものも

ある。それは、うしとかうまである。

むかしは、ノウカには、うしとかうまがいたらしいが（おふくろのははおやのジッカは、

そうだったらしい。）、いまは、あまりみかけられなくなった。ということは、うしとう

まとくるまをコウカンしただけとなる。それは、ケイザイセイチョウといえないだろう。

タンなるコウカンだ。

コンゴ、ヒコーキをかえるとはかんがえていないが、「ケイザイセイチョウ」がカノウと

すればそういうことだろう。

　

キュウジュウサン

　

ニホンはかつてセンソウをして、うしやうまをきりくずした。センゴ、フッコウさせて、

かわりにくるまをてにいれた（●キュウジュウニ）。

キタチョウセンはどうだろう。ケイザイセイサイをうけて、なにかをきりくずしている

のではないか。つまり、たたかいのないセンソウである。そこまでして、カクヘイキをホ
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ジしたいのかわからないが、とにかくそうしている。やはり、そのゴ、うしやうまはい

なくなるであろう。それがただしいセンタクなのかはわからないが、カクヘイキは、た

べられそうにない。やはり、おわったあと、くるまがふえるんだろうか。

　

キュウジュウよん

　

とりはきらくである。ザイサンはないかもしれないが、ゼイキンをはらわなくていいし、

どこにすんでもかまわない。たまに、リソウテキなシャカイのはなしがあるが（サイキ

ンはきかないが、）、そういうくらしかたも、ひとつのリソウシャカイであろう。

どこにすんでもいいとしたって、ショクリョウがあるのは、ノウソンだろうから、ひと

はそっちのホウにいく。そうすると、やがてトシはハイキョになるだろう。むしろ、ノ

ウソンのホウにたてものがヒツヨウかもしれない。

ただ、それをつくったって、「どこにすんでもいい。」わけだから、もうからない。だか

ら、たてものをヨブンにつくらないだろう。シユウザイサンセイドはただしかったのか。

それがあったから、カガクとかがハッテンしたんだろう。

　

キュウジュウゴ

　

むかしのジュウタクは、にわにきをうえたりしている。わたしのいえもそうだ。それを

デントウがたジュウタクとよぶことにする。

しかし、いまのジュウタクは、よくて、にわにしばをうえるテイドではないか。にわに

しばをうえるジュウタクはガッシュウコクガタだとおもう。ガッシュウコクでそういう

ジュウタクをみた。しかし、それはサイキンのジュウタクのなかではいいホウで、そも

そも、にわがないというセッケイもある。

ハチジュウネンダイ、キュウジュウネンダイに、ガッシュウコクがたのいえがはやった

のか、そういういえをつくるようになったのだろう。だが、にわがホソウされているより

はいいが、ちょっとさびしい。そして、にわがないいえである。これはどういうことか。

ダンダン、シゼンではなくて、キョジュウキノウがジュウシされるようになったのだろ

う。ジュウタクのトシカといってもいい。そうなると、シゼンとキョウゾンするかんが

えはうすれ、シゼンはガイブカされるだろう。でもそれはニンゲンらしいのか。ただの

コンテナにすむでは、あじけないようにおもうのである。

　

キュウジュウロク

　

ここ、ニネンは、あまりにわをいじらなかった。イチニチハチジカンはたらくが、のこ

りジュウロクジカンあっても、なかなか、にわをいじるのはむずかしいらしい。そうだ

としたら、サイキンのいえに、きやヤサイをうえないのは、しかたないともいえる。し
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かし、それでいいのか。

そういうハチジカンはたらくブンカはジュウヨウだろうが、シゼンをハイジョするとな

れば、モンダイだ。トシカといってもいいかもしれないが、それがすすむ。しかし、ト

シではうえない。そういうわけで、そういうゲンダイニホンのタブン、シハイテキなケ

イザイメカニズム（コンゴはケイザイメカとよぶ。）からはなれて、ノウギョウもジュウ

シしようとかんがえている。

グタイテキにいうと、ノウサギョウをしたジカンも、キンムジカンにサンニュウするの

である。それで、メカブンカをカイゼンできるかというはなしである。まぁ、ことしか

らはそうしたいとおもっている。

　

キュウジュウなな

　

なかなか、ニホンケイザイメカ（●キュウジュウロク）のハンチュウでは、トシのホウ

のロウドウシャが、ノウギョウをするのもむずかしいであろう。かといってカイシャを

はなれるわけにもいかない。シュウマツだけノウギョウをやるてもあるが、そうカンタ

ンではないだろう。

それなら、ニブンのセイキというはたらきかたはどうか。カイシャでのロウドウとノウ

ギョウをやることをジョウケンに、セイシャインのハンブンのタイグウをみとめるとい

うものである。ニブンのセイキだから、ヒセイキシャインよりはタイグウがうえである。

まぁ、そういうしくみなどをつくってノウギョウシンコウなり、シゼンにしたしむこと

ができればとおもうのである。

　

キュウジュウハチ

　

いまのひとは、エンキンホウでなにかをかくのがただしいとおもっていないか。センジ

ツ、ヘヤのはしらをみていると、まがってみえた。ホントウにまがっているかというと、

まがっていないだろう。しかし、みるはしらのイチによっては、キョリがあるから、ひっ

こんでみえてもフシギではない。だから、ズイチのようなえになる。
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ｚ６-01.png

　

　

これもイッシュのエンキンホウだろうが、あまりこういうえはみない。　

なぜか。タブン、オブジェクト（タイショウブツ）のセイシツをえがこうとするからだ

ろう。つまり、「はしら」はまがっていないと。だから、ズニのようになる。
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ｚ６-02.png

　

　

ズイチは、サブジェクト（シュカン）をジュウシしたえである。ダイタイが、ズニのえ

のようなるのは、オブジェクトをジュウシしようというブンカがあるからだろう。いい

かたをかえれば、カガクテキなシセイである。

サブジェクトにこりだすと、ひとのかずほどあるだろうから、オブジェクトでいきましょ

うというゴウイである。そういうゴウイがあるだろうから、ズイチのようにみえたとし

ても、ズニのようにホセイする。つまり、みえるものは、カガクのチケンやキョウイク

などによってホセイされてみることがおおいのではということだ。

そのホセイする、カガクやキョウイクをうけなかったひとは、ズイチのようにかくかも

しれない。しかし、ダイタイキュウネンカンは、ガッコウキョウイクをうけるから、ズ

ニのようになるだろう。そういうホセイもダイジであろう。それではなしがつうじるか

らである。
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キュウジュウキュウ

　

カガクはきることでなりたつとかいた（●『オ』よんジュウロク）。エイゴのエスシーア

イは、きることなのである（サイエンスのつづり）。そうやってこまかくしていろいろ

ハッケンするわけである。

しかし、きることばかりで、よのなかがなりたっているわけでない。シュジュツでから

だのどこかをきれば、いとでぬってつなげようとする。きることばかりなら、バラバラ

シャカイができるだろう。それはどうなのかである。

だから、あるひとは、つなげようとする。なにがいいたいのかといえば、カガクがハッ

テンするシャカイというのは、そのブン、つなげることもうまいシャカイなのではない

かということだ。セイヨウのばあいだと、カガクがなにかをバラバラにしても、キリス

トキョウのちからテイドにカガクはハッテンできたのではないかということだ。ニホン

では、ザンネンながら、そういったダイキボのシュウキョウはないかもしれない。その

ブンカガクのハッテンはよわいだろうということだ。

しかし、まわりにめぐまれたひとが、ハッテンさせるだろう。コジンのリキリョウとい

うことになるかもしれない。そういうカガクシャのへいがあるのではないか。

　

ヒャク

　

まえにかいたように、イーエル（デンキ）イコールエル（ウンドウ）（●ななジュウニ、

ななジュウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）、イーエルイコール

ジー（ジュウリョク）である（●ゴジュウサン、ゴジュウニ、よんジュウゴ）。ウンドウ

は、デンキにできるということだ（デンキカツドウのケッカともいえるかもしれない。）。

つまり、ほしからデンキをとることもカノウであろう（うごきがあるなら。）。ゲンシも

よくみると、コウセイとワクセイのようなコウゾウになっているらしい。それなら、ゲ

ンシからデンキをとることもかのうだろう。ただアンゼンセイをかんがえなくてはなら

ないかもしれない。
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ヒャクイチ

　

まえに、イー（エネルギー）イコールオーツーとかいた（●『ス』ヒャクよんジュウイ

チ）。これは、チキュウジンならわかるはなしだ。エル（ウンドウ）イコール ダブリュ

（おもさ）ブンのイーだから（●ななジュウニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、

『よ』サンジュウニ）、エルイコール ダブリュ ブンの オーツーというシキになる。

ほしのウンドウも、オーツーでセツメイできるが、かならずしもオーツーがつかわれて

いるかはわからない。スイソをエネルギーとしているなら、スイソをエネルギーとする

セイメイもカノウだろう。いまのところ、それは、みつかっていないから、オーツーで

セツメイするがいいのかもしれない。

　

ヒャクニ

　

まえに、オーツー イコール エル（ウンドウ）かける ダブリュ（おもさ）とかいた（●

『ス』ヒャクよんジュウイチ）。エルイコールティ（ジカン）（●ロクジュウキュウ、ロク

ジュウハチ、よんジュウ、『ス』ヒャクよんジュウよん、『よ』サンジュウニ）、オーツー

イコール ティ ダブリュである。

つまり、ウチュウのジュミョウ（というか）は、オーツーとおもさでケイサンできる。

ティイコール ダブリュ ブンのオーツーをケイサンすればいい。ウチュウのシステムナイ

にオーツーがのこりつづけるなら、ほぼジュミョウはムゲンだし、なにかサンソカゴウ

ブツにかわるなら、カンゲンしてやれば、ほぼムゲンとなる。コウシャだとしたら、ク

フウするヒツヨウがあるだろうか。

　

ヒャクサン

　

ニホンジンがコクサイキョウソウでまけると、コクサイシャカイのへいをこえられな

かったということがある。それだけ、ジツリョクにサがあるのか、サコクみたいなジョ

ウキョウがあるのかとなにかきになる。

ニホンジンはコクサイシャカイのへいということばがすきなのかもしれない。カイガイ

のキジュンだから、わたしたちにはカンケイないとおもったりするのかもしれない。し

かし、そんなものはないといえばないだろう。

あるコクサイシャカイでイチイのセンシュのキロクがへいなのか。たしかにそれはキ

ジュンとはなるだろう。たとえば、イチイのセンシュがハッテンだったら、それをこえ

ようとがんばるかもしれない。しかし、そうではないかもしれない。いきなり、わたし

はジュウニテンをめざすのでもよい。おいかけるということではなくて、サイゼンをつ
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くすと。そうやってれば、へいなどどうでもよい。

　

ヒャクよん

　

ウチュウはウンドウしている。チキュウジョウのものもウンドウしている。わたしにい

わせれば、それは、エル（ロコモーション、ウンドウ）だ。また、エルとはティ（ジカン）

でもある（●ヒャクニ、ロクジュウキュウ、ロクジュウハチ、よんジュウ、『ス』ヒャク

よんジュウよん、『よ』サンジュウニ）。だから、ジカンリョコウはカンタイではない（●

ロクジュウハチ）。

たとえば、センキュウヒャクハチジュウネンイチガツみっかにジカンリョコウしたかっ

たら、カンケイするものを、センキュウヒャクハチジュウネンイチガツみっかにハイチ

されていたイチにおいてやらなければならない。カンタンなレイでいうと、トウジをサ

イゲンしたエイガセットだ。ひともそうだし、ドウブツもそうだ（ゲンミツにいうと。ワ

クセイのイチも、そのイチにしなければならない。）。そういう「セット」づくりにヤク

シャなどがキョウリョクしてくれるかはわからないが、すべてのものがトウジとおなじ

イチで、すじがきもおなじなら、それはジカンリョコウとよべないか。つまりハイチの

モンダイということである。

しかし、カンペキなサイゲンなどむずかしいだろう。だから、キュウジュッパーセント

おなじとか、ななジュッパーセントのセイカクセイとかになるだろう。そのどこまでセ

イカクであれば、「ジカンリョコウ」とよべるであろうか。

トウケイでは、キュウジュウゴパーセントとかキュウジュウキュウパーセントとかおな

じなら、おなじというようにあつかう。それにあわせると、ジカンリョコウはほぼムリ

であろう。つまり、センキュウヒャクハチジュウネンイチガツみっかにジカンリョコウ

した。ではなくて、センキュウヒャクハチジュウネンイチガツみっかっぽいに、ジカン

リョコウしたであろう。つまり、カジュウジュッパーセントのジューステイドにしかあ

じわえないということだ。

　

ヒャクゴ

　

みずには、コタイ、エキタイ、キタイのすがたがある。オンドがひくければ、コタイだ

し、オンドがたかければ、キタイになる。また、ひとは、キオンがニジュウドとかいっ

て、さむいだのあついだのいう。さむかったら、シツナイでは、あたたかいクウキをお

くってもらったり、あつかったら、つめたいクウキをおくってもったりする。

イッポウで、シツドというのもある。クウキにスイブンがおおくふくまれれば、シツド

がたかいし、すくなければ、シツドがひくいという。クウキのオンドをかえるエアコン

がチュウモクされて、シツドのことはあまりチュウモクされない。シツドもキオンのひ

くい、たかいにエイキョウをあたえるだろう。シツドかひくければ、みずはコタイやエ

キタイのジョウタイであろうから、キオンはひくめになる（みずはレイドでコタイに、
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ヒャクドをしたまわるとエキタイになるといわれている。）。

ギャクにシツドがたかければ、キタイのジョウタイをとりやすいであろうから、キオン

はたかくなる。そういうわけだから、ふゆにシツドをあげればあったかいし（ストーブの

うえに、みずのはいったやかんをおくだろう。）、なつにシツドをさげれば、すずしいとい

うことになる。エアコンとシツドチョウセイのどちらがやすいかというモンダイである。

　

ヒャクロク

　

かんがえてみれば、コウギョウというのはむずかしい。なにがむずかしいかというと、

セイヒンをつくってうるのに、つくるロウドウリョクと、うるロウドウリョクがヒツヨ

ウになる。それで、ゴパーセントのリエキをとっても、ショウギョウは、うるだけでゴ

パーセントをとったりする。

ロウドウリョクがおおいブンだけ、コウギョウのホウがむずかしい。そういうリユウが

あってかコウギョウジュウジシャより、ショウギョウジュウジシャのホウがおおくなっ

た。また、サービスギョウもおおくなった。コウギョウは、ものをつくってうり、ショ

ウギョウはものをうり、サービスギョウは、ロウドウリョクだけうるというかんがえか

ただ。

ショウギョウは、ものをしいれるブンだけ、センコウトウシがヒツヨウだから、それな

りにむずかしさがある。サービスギョウは、ロウドウリョクだけで、あるギノウがあれ

ば、もとでがなくてもカノウだ。だから、ここでいうショウギョウより、サービスギョ

ウのホウに、ひとがあつまるだろう。

ジッサイに、ジエイギョウより、サラリーマン、パート、アルバイトなどがふえた。サー

ビスギョウだけでは、ものがまわらないから、コウギョウ、ショウギョウもダイジだ。え

どジダイには、シノウコウショウといったらしい。つまり、コウギョウはむずかしいゆ

えに、ショウギョウよりくらいがたかいということだろう。

いまでは、それにサービスギョウがくわわるだろう。つまり、シノウコウショウサービ

スである。ショウギョウは、あるテイドのシキンがいるゆえに、サービスギョウより、く

らいがたかいと。しかし、むかし、ショウニンなんかがゆたかで、バクフのセツヤクのよ

びかけにこたえず、きもののうらに、ソウショクをしたというが、ゲンダイでも、サー

ビスニンがゆたかであろう。そういうコウゾウはかわらないのかもしれない。

　

ヒャクなな

　

ハチジュウネンダイコウハンのバンドブームがあって、わたしもオンガクをはじめた。

トウジはバンドとしてカツドウしていた。

よくいわれたことのひとつに、「バンドをやっていると、」「おんなのこにもてる。」とい

うのがあった。たしかに、そういうふしはあったが、いまかんがえると、あまりよろこ

べない、もてかたかもしれない。
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むかしのニホンは、ダンセイユウイのシャカイであった。いまでは、ジョセイのブショ

ウのはなしなどを、タイガドラマなどでやるが、（ジョセイのカツヤクをというシソウの

エイキョウだろう。）そういうのは、めずらしいレイだったのではないか。

センゴ、ジョセイのチイコウジョウをめざすウンドウがおこった（ウーマンリブなどと

いう。）。そのウンドウのセイカか、センキュウヒャクハチジュウゴネンには、ダンジョ

コヨウキカイキントウホウができた。それまでは、ジョセイは、ケッコンするまではた

らくという、はたらきかたがおおかったらしいが、ケッコンゴも、はたらくようになっ

てきた。まだ、あるショクギョウのジョセイヒリツがすくないといったりするが、むか

しとくらべ、ジョセイのちからは、ましてきているといえないだろうか。

しかし、まだダンセイシャカイというのは、のこっているだろう。さて、なにがいいたい

のかというと、「バンドをやっていると、もてる。」というのは、ホシュテキなダンセイ

シャカイでいきるのをやめて、あたらしいいきかたをしよう（「ウーマンリブ」へのショ

ウニンもふくまれる。）というイシヒョウジを、そのバンドマンがだしているであろうか

らとおもえるのである。タンジュンにいうと、「わたしは、ダンセイシャカイシジシャで

はありません。」とうたっているようだからだろう。だから、ジョセイにもてるのである。

ホシュテキなミュージシャンというのは、わたしはあまりしらないが、まぁ、シンポテ

キなミュージシャンというのがおおいのだろう。そうでないと、ジョセイからのシジを

えられないからである（タンジュンにいうと、うりあげがハンブンになる。）。そういう

リユウで、「もてる」といわれても、うれしいのか、かなしいのかわからない。そういう

イミで、わたしは、バンドマンになりそこねたとおもう。

　

ヒャクハチ

　

よくいじめでどうしたとかいうホウドウがあるが、よくかんがえてみれば、わたしがショ

ウガクセイのころにもあった。ふたつガクネンがうえのひとがいじめというか、サンザ

ンわるくちをいわれていた。そのあと、ひとつガクネンがうえのひとが、やはり、サン

ザンわるくちをいわれていた。それから、わたしのガクネンのこがサンザンわるくちを

いわれるようになった。どうも、「いじめ」というのは、ハキュウするらしい。どこかで

とめないと、そのあとにつづいてしまうのだろうとおもう。

　

ヒャクキュウ

　

エル（ウンドウ）イコールイーエル（デンキ）のはなしをした（●ヒャク、ななジュウ

ニ、ななジュウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）。それならば、ウ

ンドウというのは、「ワット」であらわせる。もし、「ワット」でなく、わたしのペンネー

ムでいえるとしたら、ニジュウエイゾウとかのいいかたになる（タブン、「エイ」のホウ

がいいだろう。）。

また、エル イコールジー（ジュウリョク）でもある（●ななジュウニ、よんジュウゴ）。
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だから、ジョウリョクも、「ワット」であらわせる。さらに、エルイコールティ（ジカン）

であるから（●ヒャクよん、ヒャクニ、ロクジュウキュウ、ロクジュウハチ、よんジュウ、

『ス』ヒャクよんジュウよん、『よ』サンジュウニ）、ジカンも「ワット｝であらわせる。

　

ヒャクジュウ

　

タイヨウのまわりをまわるチキュウのシュウカイキドウがかわったとする（たとえば、

イチニチブンおそくなったとかである。）。そのときに、ふたつのたちばがあろう。ひと

つはイチネンサンビャクロクジュウゴニチのこよみにあわせるたちば、キュウレキもあ

る。もうひとつが、とけいなどのすすみかた、ようするに、ブツリホウソクにあわせる

ことである。

いまのところ、こよみはネンチュウギョウジにもちいられるから、そちらにあわせてチョ

ウセイすることがヨソウされるが、もし、ニンゲンがウチュウのどこかにすむようにな

れば、チキュウジョウのツゴウだけできめるわけにはいかない。だから、ブツリテキな

イチビョウのながさがダイジになるのである。そういうわけだから、いまのデンパどけ

いは、あまりすきではない。かってにチキュウジョウのツゴウにあわせてホセイするか

らである。

　

ヒャクジュウイチ

　

イゼンにヘヤにショクブツをおいたことがある。みずとひかりとニサンカタンソがあれ

ば、そだつとおもっていたが、そだたなかった。

イッポウで、おふくろがベツのところにおいたはなはそだっている。そだてるニンゲン

のソヨウかとおもっったが、ひとつおもいあたることがある。それは、ひかりのシュル

イである。わたしのヘヤはケイコウトウ。おふくろがおいたところはハクネツデンキュ

ウである。

そのふたつのどこがちがうか、タブン、ヒキンゾクのザイリョウをひからすか、キンオク

ケイのザイリョウをひからすかであろう。つまり、ヒキンゾクのひかりでは、ショクブ

ツがそだたなくて、キンゾクケイのひかりなら、ショクブツがそだつということであろ

う。ようするに、ハクネツデンキュウのホウが、タイヨウのひかりにちかいわけである。

いまのジュウタクのオクナイはケイコウトウや、シンガタデンキュウがほとんどであろ

う。シンガタデンキュウでは、ためしたことがないが、そういうリユウで、ニンゲンが、

ショクブツからはなれているさまがわかる。たしかに、ケイコウトウなら、ショルイが

やけないなどのリテンがあるんだろう。しかし、ものはモクテキにあわせてえらぶべき

である。ハクネテデンキュウはやはりいいということだろう。

　

ヒャクジュウニ
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ホンをひらいて、まえによんだブブンをさがしたことがあるだろうか。なんさつもそう

いうコウホがあると、そのサギョウはカンタンにはおわらない。このまえそれをしたら、

ニジカンくらいかかった。

しかし、デンシショセキなら（よくうられているのは、ケンサクできるかわからないが。

あるケイシならできる。）。ニジュップンテイドですんでしまうだろう。そういうイミで、

デンシショセキはいい。ケンキュウもすすむだろう。

　

ヒャクジュウサン

　

ショウバイしているひとのショウスウがあかじのばあい、「コウケイキ」という（ゼンブ

がクロジというケースはすくないだろう。）。ダイタスウがあかじになると、「フケイキ」

という。

そのことからいうと、コウケイキでも、あかじをだしているひとにとっては、フケイキ

はあまりカンケイないだろう。ダイタスウがあかじだと、セイフに「なんとかしろ。」と

いいはじめる。それがただしいのか。セイフがおかねをだしたとしても、それは、セイ

フがあかじをだすだけで、あかじをフタンするシュタイがかわるだけだ。ただ、それで、

あかじがへるひともいよう。

そういうイミでは、フケイキジタイはかわらない。そもそも、フツウのショウバイジタ

イが、コキャクにあかじをおわすというのは、ジユウシュギケイザイでは、まぁ、シゼ

ンジョウタイだろう（●イチ）。コウケイキとフケイキはなにがちがうか。

コウケイキのハンイでは、あかじでもおかねをだすことだろう。つまり、コウバイイヨ

クともいうが、ひとのシンリのモンダイであろう。エイゴでは、フキョウのことを、デ

プレッションという。それには、「うつっぽい」というイミもある。それがいうように、

あまりコウバイするイヨクがないからそうなるわけだ。わたしは、しずかなのがきらい

でないから、それもありだとおもうが、イッパンはいやがるのだろう。

　

ヒャクジュウよん

　

ニンゲンのイシキがサイボウにあるのではというはなしをした（●『ス』ヒャクジュウ

よん、キュウジュウよん、キュウジュウサン、キュウジュウイチ、ハチジュウロク、よ

んジュウサン）。

タンサイボウドウブツでも、イシキがありそうだ（キケンをさけたりするだろう。）。そ

れなら、イシキはサイボウにあってもおかしくない。そういうはなしだ。しかし、なぜ

イシキができたのか。

イシキも、カガクブッシツのハンノウ、つまり、ウンドウであろう。イシキとは、ものの

ウンドウということであれば、ウチュウにも、イシキがあってもおかしくない。いろい

ろなブッシツがあるだろう。すくなくともモデルになったのではないか。もし、ウチュ
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ウにイシキがあるとすれば、ドウショクブツがそれぞれイシキをもつというのはうたが

わしくなる。どういうことか。それは、チキュウゼンタイをイシキがおおっていて、ド

ウショクブツも、それにあえわせているカノウセイがあるからだ（ズサン）

　

ｚ６-03.png

　

しかし、いまのジョウシキテキなはなしでは、イシキはドウショクブツそれぞれがもっ

ているとされるだろう（ズよん）。
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ｚ６-04.png

　

まとまりもイシキをもつし、コもイシキをもつというかんがえかたもできるだろう

（ズゴ）。
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ｚ６-05.png

　

パソコンネットワークとハードディスクのカンケイのようである。アップロードもでき

るし、ダウンロードもできる。ローカルでショリすることもできるというわけである。

　

ヒャクジュウゴ

　

エル（ウンドウ）イコールティ（ジカン）である（●ヒャクキュウ、ヒャクよん、ヒャ
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クニ、ロクジュウキュウ、ロクジュウハチ、よんジュウ、『ス』ヒャクよんジュウよん、

『よ』サンジュウニ）。イチキログラムのものを、イチキロメートルうごかすちからをイ

チイーアイ（●ヒャクキュウ）といってもいいかもしれない。

チキュウジョウだと、ジュウリョクのエイキョウをうけるので、イチイーアイのちから

では、それほどイドウできないであろう。エルについてかんがえると、ブッシツのうご

きなわけだから、トウゼン、そのまわりのオンドがひくければ、ウンドウはにぶくなる。

また、ギャクにあったかければ、ウンドウはカッパツになる。とすれば、エルイコール

ダブリュエー（あたたかさ）といえるかもしれない（すくなくとも、カンスウにはでき

るとおもう。）。

そうだとしたら、ティもまた、ダブリュエーなわけである。また、イーエル（デンキ）も、

ダブリュエーとなる。そして、ジー（ジュウリョク）も、ダブリュエーだろう。オンドが

たかいホウが、ジカンがながい。オンドがたかいホウが、デンリョクがつよい。オンド

がたかいホウが、ジュウリョクがつよいとなる。

「あたまをひやせ。」というけれど、そのホウが、ウンドウがすくなくなり、ジカンがす

くなくなり、デンリュウがよわくなり、ジュウリョクがよわいというわけだ。エルイコー

ル イー（エネルギー）わるダブリュ（シツリョウ）だから（●ヒャクイチ、ななジュウ

ニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）、つかうエネルギーを

へらせば、ウチュウはながもちするといえそうだが（ケッカ、ねつをタショウひくくす

る。）、そううまくいくであろうか。いずれにせよ（ネンリョウ）がダイジそうである。

　

ヒャクジュウロク

　

ひかりには、ねつをつたえるサヨウがあるとおもわれる。ニッコウにあたれば、あった

かいし、ジッサイにキオンもあがる。ということは、ひかりは、エル（ウンドウ）にエ

イキョウをおよぼす。さきのエルイコール ダブリュエー（あたたかさ）のはなしである

（●ヒャクジュウゴ）。

つまり、あるウンドウエーは、ひかりをあてないと、ハチジュッキロメートルしかすす

まないが、ひかりのねつがあると、ヒャッキロメートルすすむということが、カノウだ

ろうとおもう。そういうわけで、ひかりはダイジなシゲンといえそうだ。

　

ヒャクジュウなな

　

よのなかには、「リベラル」とよばれるひともいれば、「ホシュ」とよばれるひともいる。

ニホンでは、いまひとりのギインが、ながくセイムのトップについている。つまり、ア

ンテイしているわけだ。そのまえはコロコロそのザにつくひとがかわっていた。そのア

ンテイはのぞましいようにもおもえる。しかし、もっとアンテイさせることもできるだ

ろう。

それは、アンテイしたものをたべることである。どういうことかというと、ジブンのとこ
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ろでとれたさくもつをたべ、それをハイセツして、はたけにかえし、また、ショクブツが

そだち、たべるというジュンカンをくりかえすのである。それは、おなじものをジュン

カンさせるわけだから、あたらしいなにかはない。むかしはそういうジュンカンが、ト

シをのぞいたほとんどでジツゲンしていたのではないか。そういうために、わりとニホ

ンシはおだやかだったのではないか。

しかし、それではだめだというかんがえかたもある。それは、ヨーロッパが、ガイコク

にショクミンチをもとめたためでもある。そういうのがあってか、ヨーロッパはセンシ

ンテキなチイキになった。それにタイオウするためには、あたらしいなにかをとりいれ

るヒツヨウがあっただろう。ケッカとして、ニホンはハイセンしたから、それでもたり

なかったのかもしれない。

つまり、ヘンドウがおおいときには、アンテイはまずいかもしれないということだ。だ

から、またあたらしいものをとりいれるようかもしれない。ただ、いまは、コウレイカ

がイチバンのカダイであろう。それをのりきるドリョクがダイジなようにおもう。

　

ヒャクジュウハチ

　

エル（ウンドウ）はなにかにエイキョウをおよぼすことがある。チキュウジョウだって、

くるまがとおれば、かぜのながれができるし、おとやシンドウもおこる。つまり、エル

はまたベツのエルへとハセイするわけである。エルイコールティ（ジカン）だから（●

ヒャクジュウゴ、ヒャクキュウ、ヒャクよん、ヒャクニ、ロクジュウキュウ、ロクジュ

ウハチ、よんジュウ、『ス』ヒャクよんジュウよん、『よ』サンジュウニ）、ジカンもやは

りハセイする。そういうわけだから、わるいおこないはバッするというようなシャカイ

のカンシュウもできる。そのイチバンふるいエルは、ウチュウでのおおきなバクハツと

かんがえるのが、よくあるであろう。それをならえば、バクダンができる。それだけで

はないはずだが。

　

ヒャクジュウキュウ

　

デッドロックのはなしをした（●ロクジュウキュウ、『ス』ヒャクなな、ヒャクよん、ニ

ジュウ）。デッドロックは、そのまわりのよんコのジュウリョクのチュウシンにイチする

なにかについていったことばだ。

そのチュウシンにあるなにかはキホンテキにはうごかないであろう。しかし、チュウシ

ンにあるなにかがかたくなければ、やがてボウチョウするだろう。かたくても、オンド

がたかくなるだろう。ばあいによっては、バクハツするかもしれない。そのチュウシン

にあるのが、ひょっとしたらウチュウかもしれない。そうかんがえると、おおきくいえ

ば、「ウチュウ」とは、カゴウブツのイッコのゲンシみたいなものかもしれない。
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ヒャクニジュウ

　

このとしになってわたしがおもうのは、おやのちからによるところがケッコウあるとい

うことだ。ギムキョウイクはともかく、ヨウチエン、コウコウにいかせてくれたし、ま

たそだててくれた。ダイガクにいっていたころは、ジブンでかねをはらっていたりした

が、ジブンひとりでは、おおきなことはできないとかんじている。

そういうちからをつかって、ジツリョクよりもおおきいことをするひともでるだろうが、

そういうひとを、「おやのななひかり」でやっている。などという。また、ギャクに、「オ

ヤコウコウ」なんてことばもある。サイキンはあまりきかない。おやといっても、フツ

ウのひとドウヨウにあつかおうということであろう。

　

ヒャクニジュウイチ

　

まえにココのイシキと、おおきなイシキのはなしをした（●ヒャクジュウよん）。チキュ

ウやウチュウをおおうようなおおきいイシキがあるかもしれないし（ズサン）、ジョウシ

キテキなココのイシキがある（ズよん）。またはそれがコンザイしているかもしれないと

いうはなしだ（ズゴ）。
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ｚ６-03.png
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ｚ６-04.png
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ｚ６-05.png

　

　それは、ジカンについてもいえるかもしれない。エル（ウンドウ）イコールティ（ジカ

ン）で（●ヒャクジュウゴ、ヒャクキュウ、ヒャクよん、ヒャクニ、ロクジュウキュウ、

ロクジュウハチ、よんジュウ、『ス』ヒャクよんジュウよん、『よ』サンジュウニ）、イシ

キもエルのイッシュだからだ。

つまり、おおきなジカンはあるかもしれないが、ココのジカンはある（ジブンでカンサ

ツなりうごけばよい。）。そして、コンザイもあるかもしれない。

このおおきなジカンは、はかるシャクドがきまれば、すぐにでもカノウといえばカノウ
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だろう。たとえば、まえにものべたが、ひかりなどをほかのブッシツのウンドウのエイ

キョウをのぞいてタンイとすれば、ゼッタイジカンができる（●『ス』ニジュウ、『オ』

ハチ）。ジカンイコール ゼッタイジカン わるインリョクをケイサンすればよい。それで

はかれれば、チキュウにすもうが、カセイにすもうが、フベンはないだろう。ちいさく

みれば、それぞれのリズムということである。

　

ヒャクニジュウニ

　

ウンドウにはエネルギーがヒツヨウだ。シキでいうと、エル（ウンドウ）イコール イー

（エネルギー）わるダブリュ（シツリョウ）だ（●ヒャクジュウゴ、ヒャクイチ、ななジュ

ウニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）。コウセイがもえる

にもネンリョウがヒツヨウだ。それらが、なるべくつづいたホウが、チキュウジンは、セ

イカツしやすい。だから、リサイクルをかんがえる。

しかし、チキュウジョウをみると、はでにエネルギーをつかっている（わたしもそうだ。

パソコンをつかうのをやめられなかったりする。）。あまり、チキュウジョウのエネルギー

がなくなっていくことをシンパイしていないかのようだ。むかしだったら、たまったき

のブンくらいしかネンリョウにしなかった。それでも、もりをゼンメツさせたブンメイ

もある。そういうところはサバクになっている。

それなら、エネルギーがあるうちに、もりをシュウフクさせたホウがいいだろうに、あ

まりそういうはなしはきかない。なにがいいたいかというと、コンピューターはショセ

ンエネルギーだのみである。エネルギーがなかったらうごかない。そんなセイヒンばか

りをいまつかっている。むかしのひとにいわせれば、それはデカダン（タイハイ）だろ

う。だから、すこしでもひかえて、リサイクルできるエネルギーでまかなうようにした

ホウがいいだろう。

　

ヒャクニジュウサン

　

エネルギーにかんしていえば、ジタクとカンコウチのキョリも、ネンリョウがちぢめた

といえるだろう。ヒコーキでいけば、そこそこのネンリョウ。パソコンでみるだけだっ

たら、すくないネンリョウ。いずれにせよ、ネンリョウがヒツヨウだが、それをつかう

ことで、キョリがちぢまる。それでいいケッカがでたかはわからない。センソウがすく

なくなったから、よかったのかもしれないが、さきのこともかんがえるヒツヨウがあろ

う。すくなくとも、セツヤクすることはできるはずだ。

　

ヒャクニジュウよん

　

ニジュッセイキはセンソウがあった。それはおおくのシシャとハカイをもたらしたとい
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う（ザンネンながら、わたしはカンサツしていない。）。もうそれから、ハチジュウネン

たつが、まだ、ひょっとしたらたたかっているのかもしれない。ただ、ジュウをむける

センソウはそうおおくはない。あいてにキョウラクをあたえるセンソウである。そして、

それはジンルイをタイハイにむかわせているかもしれない。

コンピューターもそうだし、シィディプレイヤーもそう。エアコンもそうだし、ゲーム

キもそうだ。ダイタイ、これらはセンゴにできたものだろう。これらは、キホンテキに

なくてもすむものだ。そういいつつ、わたしもサイヨウしている。まずは、「はずかしな

がら、タイリョウにネンリョウとみずをつかうフロをショユウしています。」とか、「こ

れはわたしのダラクなんですが、オーディオセイヒンをつかっています。」というところ

からはじめなければいけないのかもしれない。しかし、そのまえに、まえのセンソウの

ショリもダイジであろう。

　

ヒャクニジュウゴ

　

エル（ウンドウ）は、ねつがたかいとおおきくなくなるとかいた（●ヒャクジュウゴ）。

エルイコールティ（ジカン）だから（●ヒャクジュウハチ、ヒャクジュウゴ、ヒャクキュ

ウ、ヒャクよん、ヒャクニ、ロクジュウキュウ、ロクジュウハチ、よんジュウ、『ス』ヒャ

クよんジュウよん、『よ』サンジュウニ）、ティもねつがたかいホウがおおきいとなる。そ

れなら、あったかいホウが、ひとはながいきできるのかとななる。しかし、いまのチキュ

ウジョウでは、ケイザイテキなモンダイがあってか、さむいくにのホウがひとは、なが

いきするようだ（●『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』［イカ、『む』］サンジュウよん）。

ひとのジュミョウをはかるのは、むずかしいようだ。

　

ヒャクニジュウロク

　

これまで、いくつかホウテイシキをかいた。それをセイリすると、ウチュウのエネルギー

のおおきさがケイサンできそうだ。エル（ウンドウ）イコール イー（エネルギー）わる

ダブリュ（シツリョウ）だから（●ヒャクニジュウニ、ヒャクジュウゴ、ヒャクイチ、な

なジュウニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）、エネルギー

は、エルかけるダブリュとなる。つまり、ウチュウナイのウンドウのソウワと、ウチュ

ウナイのシツリョウのソウワがわかれば、ウチュウないのエネルギーのソウワがだせる。

それで、コンゴのモヨウがあるテイドヨソクできるだろう。

　

ヒャクニジュウなな

　

まえにジカンリョコウのはなしをした（●ヒャクよん、ロクジュウハチ）。おおザッパに

いえば、それはむずかしい。だが、これまでのホウテイシキをセイリすると、カノウセ
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イがある。

エル（ウンドウ）イコールイーエル（デンキ）（●ヒャクキュウ、ヒャク、ななジュウニ、

ななジュウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）、エルイコールティ

（ジカン）（●ヒャクニジュウゴ、ヒャクジュウハチ、ヒャクジュウゴ、ヒャクキュウ、

ヒャクよん、ヒャクニ、ロクジュウキュウ、ロクジュウハチ、よんジュウ、『ス』ヒャク

よんジュウよん、『よ』サンジュウニ）につき、ティイコール イーエルである。イーエル

イコールエルである（●ヒャクキュウ、ヒャク、ななジュウニ、ななジュウイチ、ロク

ジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）。エルイコール イー（エネルギー）わるダブ

リュ（シツリョウ）であるから（●ヒャクニジュウロク、ヒャクニジュウニ、ヒャクジュ

ウゴ、ヒャクイチ、ななジュウニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サン

ジュウニ）、ティイコール イー わる ダブリュだ。

そのティがマイナスのアタイをとれば、ジカンをギャッコウできるといえそうだ。エル

のばあい、マイナスのエネルギーというのはむずかしいだろう（ギャッコウでも、コウ

ホウにシンコウともかんがえられるからだ。シツリョウは、ここでは、マイナスをかん

がえないことにする。）。イーエルのばあい、マイナスにできないか。ようするに、デン

キをギャッコウさせるというわけである。つまり、マイナスイーエルイコール マイナス

エネルギー わる ダブリュがなりたてば、ティ イコールイーエルにより、マイナス ティ

がタッセイできるというわけである。

だから、デンキをギャッコウさせることがカノウなら、ジカンリョコウはカノウだとい

うことになる。しかし、それは、カコホウコウにだ。ミライにとどかせるのは、むずか

しい（そのときをこえられない。）。だから、やりなおしたいばあいということになろう。

また、ニンゲンもドウジにおくるのはむずかしいだろう。また、イチのモンダイもある

（なにもないところに、おくってもしかたがない。）。ケイサンではそうなるが、マイナス

ティイコールマイナスエルであるので、わかがえりのようなコウカ、もしくはなにかを

わすれるというコウカしかえられないとおもう。シュウダンテキにやれば、それなりの

コウカはあろう。

　

ヒャクニジュウハチ

　

エル（ウンドウ）は、ダブリュエー（ねつ）のカンスウかもしれないといった（●ヒャク

ジュウロク、ヒャクジュウゴ）。つまり、ねつがなければ、ウンドウはおこらないという

ことだ。ドウブツもしぬとつめたくなるから、わかりやすいはなしだとおもう。ものも、

こおらせてしまえば、ほとんどヘンカしない。ギャクにオンドをたかめれば、ウンドウ

がカッパツになるといえるのではないか。

われわれは、そのねつにイゾンしているブブンがある。それがなければ、いきながらえ

ない。ウチュウがもしおわるとすると、そのウンドウがテイシするということであろう。

つまり、エルイコール レイだ。エル イコール イー（エネルギー）わるダブリュ（シツ

リョウ）だから（●ヒャクニジュウなな、ヒャクニジュウロク、ヒャクニジュウニ、ヒャ

クジュウゴ、ヒャクイチ、ななジュウニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』
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サンジュウニ）、エネルギーがレイになるばあいと、シツリョウがレイになるばあいがあ

るだろう。エネルギー、そう、それが、ねつであるかもしれない。だから、たとえば、エ

ルイコール ダブリュエー（ねつ）わる ダブリュ（シツリョウ）のような。

ウチュウのエネルギーがレイとは、すべてのものが、コタイになるというのにちかいだ

ろう。また、エネルギーが、ウチュウのそとに、すべてでていったジョウタイだろう。

イッポウ、シツリョウがレイとは、ものがすべてウチュウのそとにでていたということ

だろう。そうならなければ、ウチュウはつづく。ねつやシツリョウはそとがわにいくか

もしれないが、またひきもどせばいいということだ。

　

ヒャクニジュウキュウ

　

エネルギーとは、ねつだけかというと、なんともいえないが、とりあえず、エルイコー

ル ダブリュエー（ねつ）わるダブリュといえるだろう（●ヒャクニジュウハチ、ヒャク

ジュウロク、ヒャクジュウゴ）。

ということは、ティ（ジカン）イコール ダブリュエー わるダブリュでもあるし（エル イ

コールティ［●ヒャクニジュウなな、ヒャクニジュウゴ、ヒャクジュウハチ、ヒャクジュ

ウゴ、ヒャクキュウ、ヒャクよん、ヒャクニ、ロクジュウキュウ、ロクジュウハチ、よん

ジュウ、『ス』ヒャクよんジュウよん、『よ』サンジュウニ］）、ジー（ジュウリョク）イ

コール ダブリュエー わる ダブリュでもあるし（エル イコールジー［●ヒャクキュウ、

ななジュウニ、よんジュウゴ］）、イーエル（デンキ）イコール ダブリュエー わる ダブ

リュでもある（エル イコールイーエル［●ヒャクニジュウなな、ヒャクキュウ、ヒャク、

ななジュウニ、ななジュウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ］）。ね

つがおおきいホウがジュウリョクはつよいとなる。

だが、「ブラックホール」は、はげしくもえていないにもかかわらず、ひきこむちからが

おおきいとされる。それをどうセツメイするか。それは、フツウのコウセイにくらべて、

ジュウリョクとハンタイホウコウにはたらく、ハンシンリョクがすくないからといえる

のではないか。つまり、フツウのコウセイは、ジカイ（ジリョク）のように、ほかのワク

セイをイッテイのキョリにおくが、ブラックホールは、そのジカイがよわまってしまっ

ているということだ。だから、なにかものをひきつけてしまう。だから、エネルギーが

つよいほど、インリョクがつよいと、タンジュンにはいえなかったりする。

フツウのコウセイは、インリョクとハンシンリョク（●サンジュウキュウ、サンジュウ

ハチ、『ス』ヒャクジュウゴ、ヒャクキュウ、ヒャクハチ）がセットになっているのだろ

う。ひかりというのが、ハンシンリョクのショウタイかもしれない。だから、コウセイを

はかるには、ジーたすアール（ハンシンリョク）というようなシキになるかもしれない。

ウチュウのチュウシンがもえているとすれば、かりに、もえつきたばあいに、ハンシン

リョクのない「ブラックホール」になるであろうから、またものが、ウチュウのチュウ

シンにあつまるかもしれない。
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ヒャクサンジュウ

　

ハンシンリョク（●ヒャクニジュウキュウ、サンジュウキュウ、サンジュウハチ、『ス』

ヒャクジュウゴ、ヒャクキュウ、ヒャクハチ）がありそうだから（それはひかりだとお

もっている。）、コウセイドウシは、あまりおたがいをひきあわないだろう。つまり、ひ

かっているコウセイは、ドクリツしたユニットということだ。それを「ケイ」とよぶので

はないか。だからひかっているコウセイにはあまりひきつけられない。キョクロンする

と、コウセイのばあい、ほかへのエイキョウは、ジー（ジュウリョク）ひく アール（ハ

ンシンリョク）イコール レイなのかもしれない。

もえること イコール ダブリュエー（ねつ）たすアール（エルアイ［ひかり］）たすはい

ということだ。ジュウリョクのシキにいれて、ねつをエネルギーとすると、ジーイコー

ル（もえること たす ひかり たす はい）わるダブリュ（シツリョウ）となる。シツリョ

ウのおおきなコウセイのホウが、ジーはすくないとケイサンできる。だから、もえつき

てできた「ブラックホール」が、ジーがおおきいといえるだろう。よくもえているコウ

セイは、ジーがすくないともいえる。タイヨウケイは、ジーイコール アール たす エン

シンリョクでうまくつりあっているのだろう。

　

ヒャクサンジュウイチ

　

おもさには、プラスのあたいと、マイナスのあたいがありそうである（それをいまのと

ころはシツリョウとイッショにしない。）。あるワクセイのうえでたまをもっていて、そ

れをはなすとすると、ジュウリョクのあるワクセイでは、たまは、ワクセイのヒョウメ

ンにおちる。このばあいは、プラスのあたいであろう。

さて、マイナスのあたいがでるところはあるか。これはありそうである。もし、「ない」

とすれば、「ビッグバン」セツは、まちがいということになる。「ビッグバン」は、そのケ

イソクがマイナスのあたいをとるホウコウにちからがかかっている。つまり、たまはと

ばされるわけだ。そういうジョウケンもあろう。かりに、「シツリョウ」とカンケイある

ゼンテイではなしをすすめると、ジー（ジュウリョク）イコール イー（エネルギー）わる

ダブリュ（シツリョウ）だから（エル［ウンドウ］イコール イー わるダブリュ［●ヒャ

クニジュウハチ、ヒャクニジュウなな、ヒャクニジュウロク、ヒャクニジュウニ、ヒャ

クジュウゴ、ヒャクイチ、ななジュウニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』

サンジュウニ］、エルイコールジー［●ヒャクニジュウキュウ、ヒャクキュウ、ななジュ

ウニ、よんジュウゴ］より。）、シツリョウがマイナスだと、マイナスジュウリョクにな

る。つまり、おしだすということだ。

マイナスのエネルギーというのは、どうかとおもうが、「はい」などを、それにみたてて

ケイサンしてみる。マイナスのエネルギーと、マイナスのシツリョウを、さきのシキで

ケイサンすると、ジーイコール マイナス イー わる マイナスダブリュで、プラスのあた

いになる。ということは、ジー イコールイーエル（デンキ）であるから（●ヒャク、ゴ

ジュウサン、ゴジュウニ、よんジュウゴ）、マイナスのエネルギーでも、マイナスのシツ
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リョウがあれば、プラスのデンキがえられるということになる。どうやって、マイナス

のシツリョウをヨウイするかだが、またかんがえてみたい。

　

ヒャクサンジュウサン

　

イシキはサイボウにあるのではとかいた（●ヒャクジュウよん、『ス』ヒャクジュウよん、

キュウジュウよん、キュウジュウサン、キュウジュウイチ、ハチジュウロク、よんジュ

ウサン）。それだと、ノウはウンドウをするためのキカンとなる。しかし、ダイタイのニ

ンゲンのイシキは、ことばをつかうであろう。だから、そのメンでは、ノウのハンチュ

ウといえそうだ。

ことばをシュウトクするには、ウンドウがヒッスである。「あ」ということばをおぼえる

にも、そのハツオンをきいて、ジブンでいってみて、おぼえるようだ。だから、ナラティ

ブ（オンセイ）のばあいは、ノウがはたらいているといってよいだろう。つまりウンド

ウだ。モジのばあいは、いきなりよめるようにならないし、ほとんどのばあいが、オン

セイをきいておぼえるようではないか。だとしたら、ウンドウというわけだ。ただ、こ

とばにならないおもいなど、サイボウがもっていることはあるとおもう。

　

ヒャクサンジュウよん

　

わたしはおどりがあまりすきではない。トクにシュウダンでやるおどりがにがてだ。ニ

ホンでは、ハチジュウゴネンに、エンダカがすすむようになり、やがてバブルケイザイ

へとイコウしたようだ。それは、エンダカのなせるわざだったかもしれない。いままで、

イチマンエンだったウイスキーがサンゼンエンでのめるようになったというようなはな

しだからだ。それで、ブランドブームだのなんだのになっただろう。また、フシギなこ

とにディスコがはやったときかれる。また、ガイショクのみせもふえただろう。

こうみると、ニホンジンがはたらかなくなったというのも、みえてきそうである。そ

れで、ニジュウネンくらいまえから、「ソウシツされたジュウネン」だのいいはじめた。

ジュウネンまえに「ニジュウネン」だったから、いまもつづいていているとすると、「サ

ンジュウネン」である。その「ソウシツ」がはじまったハチジュウネンダイコウハンに、

ゲンバでカツヤクしていたのは、センキュウヒャクゴジュウネンから、ロクジュウネン

ぐらのうまれだろう。よくいう「ダンカイのセダイ」のしたのセダイでロクジュウダイ

くらいのひとだろう。

いま、ガッシュウコクでもっともヒョウカされているカイシャは、コンピューターメー

カーだ。タブン、かれらとドウネンダイのひとがやっているとおもう。つまり、かれら

は、ガッシュウコクのそのキギョウにまけたのである。また、「ソウシツされたニジュウ

ネン」のコウハンニジュウネンは、センキュウヒャクロクジュウネン、ななジュウネン

のうまれのひとが、カツヤクしていたキュウジュウネンダイである。かれらは、いま、ゴ

ジュウダイだろう。
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やはり、かれらもガッシュウコクのおおてソフトウェアメーカーにまけた。ニホンでか

れらとキョウソウできるひとはすくないだろう。それで、「ソウシツされたニジュウネ

ン」となる。いまはまだ、「ソウシツされたサンジュウネン」というはなしはあまりき

かないから、センキュウヒャクななジュウネンダイからハチジュウネンのうまれががん

ばっているだろう（ジッサイにわたしもがんばっている。）。

やはり、このネンダイのガッシュウコクキギョウもつよい。ケンサクエンジンのカイシャ

やツウハンガイシャがある。また、チュウゴクでも、カデンメーカーやパソコンメーカー

がそだっている。かれらにかたないと、「ソウシツされたサンジュウネン」となりかねな

い。そうはさせたくない。がんばろうとおもう。

　

ヒャクサンジュウゴ

　

かわせやブッカがアンテイしているホウがくらしやすい。それをタッセイするために、

ツウカのシンライドがジュウヨウとなる。むかしは、ドルとキンのコウカンがホショウ

されていた。ドルをもっていくと、キンなんグラムとコウカンしてもらえたわけである。

だから、そういうタイセイカでは、ケイザイはアンテイするだろう。しかし、ベツのモ

ンダイもある。

それは、シホンシュギのシステムのモンダイだ。それはなにかというと、まえにセツメイ

したとおり（●『ス』ヒャクロクジュウハチ、ヒャクニジュウニ、『オ』ヒャクサンジュ

ウ）、リエキやチョキンをだすと、シジョウからおかねがすくなくなることだ。それで、

ブッカがやすくなると、「デフレ」という。そうすると、キギョウのギョウセキがアッカ

するから、チンギンもさがるし、シツギョウがでる。そういうモンダイだ。

むかしは、ガッシュウコクとシャカイシュギのソレンで、ちからくらべをしていたから、

ガッシュウコクはまけるわけにはいかなかったんだろう。ドルとキンのコウカンをやめ

てしまった。それによって、ツウカをタクサンインサツして、リエキやチョキンでツウ

カがきえたブンをキョウキュウしただろう。それによって、「デフレ」はカイショウさ

れただろう。それで、キュウジュウネンダイにソレンがシュウリョウした。シホンシュ

ギがかったようだが、おかねのすりすぎというモンダイがのこった。リエキやチョキン

がイッセイにシジョウにでたら、イッキにインフレになるだろう。そういうイサンがの

こった。

これをカイショウしてというはなしはあまりきかない。なにかものがたかくなったとし

たら、リエキやチョキンをそのしなものにかえているということだろう。ニホンでもタ

ニンごとではない。キュウにキョウコウがおこるカノウセイはあろう。ソレンというセ

イタイはシュウリョウしたが、かならずしも、シホンシュギがかったわけではないかと

おもう。

　

ヒャクサンジュウロク
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たまに、おいしいものをたべたくなる。とはいっても、わたしにとってのそれは、せい

ぜいゴヒャクエンテイドのものだ。しかしである。ガイショクをほとんどしないわたし

のリョウシンとくらべれば、ゼイタクかもしれない。わたしのリョウシンはセンゼンう

まれだから、センソウをしっているし、シッソだ。なにかものをかってくるということ

もすくない。それにくらべて、わたしは、ものをかってきたりする。センソウをしって

いるか、しらないかでこうもちがうものか。

ただタンに、わたしがあまりかんがえていないだけかもしれない。バブルが、ハチジュ

ウネンダイコウハンにあって、ブランドものがはやるようになった。わたしは、すこし

だけ、それをかった。しかし、それもゼイタクだろう。ハチジュウネンダイコウハンか

ら、そういう「ゼイタク」ムードがニホンにひろまったとおもう。そのまえは、かっぱ

まきやら、やきそばパンをたべていたにもかかわらずである。

たしかに、ニホンはセンゴフッコウして、まあまあゆたかになったかもしれない。それ

は、おやじたちや、そのまえのセダイや、コウゾクのセダイがドリョクしたためであろ

う。イチジはジーディピーでセカイニイとなった。しかし、それからのサンジュウネン

は、あまりかんばしくなかった。ジーディピーはほぼよこばい。キュウリョウもほとん

どあがっていない。ケイザイリョクは、イーユーやエイレンポウやチュウゴクにぬかれ

てゴイとなった。

ただ、おもうのは、それでも、たべものがゆたかになったということだ。ショウテンを

みても、かっぱまきはあまりみられないし、きゅうりをはさんだだけのサンドイッチも

みられないし、やきそばパンもあまりうっていない。センゼンよりゼイタクになったか、

ジッサイに、みてくらべたわけでないのでわからないが、カクジツにショウワのジダイ

よりは、ゼイタクになったであろう。また、タブン、センゼンよりゼイタクであろう。

それをケイザイハッテンだと、ケイザイガクテキなメンでいえば、まぁわるくないが、セ

イジガクテキなメンでいうと、ちょっとそれとはちがうはなしになる。フツウ、レキシ

テキにいえば、センソウにまけたくには、まずしくなる。また、そのまけをばねに、ド

リョクしたりするであろう。もしドリョクしなければ、つよいくににほろぼされる。そ

ういうのは、レキシをみれば、よくあるはなしである。

ニホンはセンソウにまけたにもかかわらず、そのセンソウにまけるまえよりも、いいた

べものをたべている。これをレキシテキなユウシュウなジンブツだったらどうみるか。

ひとことでいえば、「ダラク」であろう。それでは、くにはながくないである。ハンロン

もあろう。もう、センソウはおわったと。だが、ホントウに、そのショリがおわったの

か。わたしはうたがわしいとおもっている。ながくないでは、こまってしまうので、わ

たしは、やきそばパンをよくたべるようにしたいとおもう。

　

ヒャクサンジュウなな

　

わたしのおやじは、ダイガクにいかなかった。それで、バンネンシュッセができなかっ

たときいている。それでも、カイガイフニンもしたサラリーマンで、ヤクインにこそな

れなかったが、そこそこのチイまでいった。そういうリユウがあったから、リョウシン
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は、わたしに、ダイガクにいってほしいとおもったんだとおもう。

しかし、わたしは、すぐにはダイガクにいかなかった。いまかんがえれば、シュミにお

かねをかけて、ゴハンをあまりたべなかったからだが、まぁ、ちょっとシュミをやりた

かった。それはオンガクである。そのゴ、ダイガクにいったが、いまかんがえると、わ

たしのジツリョクでは、ダイガクにいきづらかったんだとおもう。それは、ガクリョク

のはなしではない。おかねのはなしだ。

ダイガクにかよっていたときに、アルバイトをはじめ、ジブンでガクヒをだすようにし

た。モチロン、そのタのセイカツヒもジブンでだした。イチネン、ニネンは、まぁそれで

つづけられたが、トウジは、「ニュウシャカンレイキ」のようないわれかたをしたし、ケ

イキがそれほどよくなかった。それなら、ケイエイシャは、ヒヨウをけずったり、ギョ

ウムのコウリツカをする。それで、あるアルバイトさきでは、そんなにかせげなくなっ

た。それから、アルバイトさきをかえて、ふらふらアルバイトをして、おかねをためた。

しかし、ガクギョウのホウがおろそかになってしまい、キュウガクしたり、ソツギョウ

がナンネンかおくれたりした。

こういうわけだから、「わたしのジツリョクでは、ダイガクにいきづらかった。」という。

うまれたジキやウンのモンダイもあるだろうが、いってみれば、「シジョウは、ロウドウ

リョクをダイガクにいかせるほどのヨユウはない。」とシテキしたのだろうとおもう。

　

ヒャクサンジュウハチ

　

ダイガクセイのことを「ユウヨキカン」といういいかたもある。しかし、ジッシツテキ

には、ユウヨされづらいのだとおもう（●ヒャクサンジュウなな）。ショウガクキンがか

えせないガクセイのはなしもきく。それなら、コウコウにいきながら、アルバイトをし

て、おかねがたまったら、ダイガクにいけばいい。

ガクリョクがユウセンされるむきもあるが、ニンゲンにとってダイジなのは、ケイザイ

セイカツである。そのシジョウのこえにも、みみをかたむけるべきだとおもう。ジッサ

イにおかねをだしてみて、そうおもう。

そんなカンサツからスイソクすると、スウジのうえでは、ニホンジンは、いえをかえた

りするが、ジッシツテキには、そうカンタンでないといえるとおもう。カイガイフニン

もした、わたしのおやじでも、いえはたてたが、くるまはチュウコシャにのっていた。そ

れをかんがえると、そうカンタンでないとわかる。

タブン、ジッシツテキには、ニホンジンのロウドウシャには、ふたつのセンタクシがある

とおもう。「いえをかいますか。くるまをかいますか。」だ。どっちもというのは、ジッシ

ツテキなイミでむずかしいのだとおもう。わたしなんかは、くるまにのらないで、シュ

ミのオンガクにおかねをつかっていたから、いえもかえないで、ショウヒでおわるかも

しれない。

　

ヒャクサンジュウキュウ
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デンキをながすと、ねつをだすブッシツがある。それがどのブッシツにも、おおかれ、す

くなかれ、あてはまるとすれば、ねつはデンキのカンスウということになる。つまり、ダ

ブリュエー（ねつ）イコール エックス かける イーエル（デンキ）である。

デンキからねつをだすソウチは、ジッサイにうられているし、わたしもつかっている（も

し、そのギャクのテンカイがカノウとすると（スウシキジョウはカノウだ。）、ねつから

デンキをつくれることになる。チネツハツデンもあるし、カリョクハツデンもそれにち

かい。また、おおきなイミではフウリョクハツデンもそうだろう。カイスイのオンドの

ばらつきによるクウキのながれからハツデンしている。

そのギジュツがカクリツされれば、チキュウオンダンカというから、デンキにこまらな

いのだろう。また、イーエルイコールエル（ウンドウ）だから（●ヒャクニジュウなな、

ヒャクキュウ、ヒャク、ななジュウニ、ななジュウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、

よんジュウゴ）、ダブリュエーイコール エックス かけるエルとなる。ねつは、ウンドウ

のカンスウともいえよう。また、エル イコールイー（エネルギー）わる ダブリュ（シツ

リョウ）だから（ダブリュエー わるエックス イコールエルとテンカイさせて、、●ヒャ

クサンジュウイチ、ヒャクニジュウハチ、ヒャクニジュウなな、ヒャクニジュウロク、

ヒャクニジュウニ、ヒャクジュウゴ、ヒャクイチ、ななジュニ、ロクジュウロク、『ス』

よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）、ダブリュエーわる エックス イコール イー わる

ダブリュで、シツリョウがレイのばあい、ねつはショウじないとなる。つまり、ねつはも

のがないとしょうじないとなる。だから、ひかりもものであろう。もののばあいは、エル

イコール イー わる ダブリュで、エル イコールイーエルだから、ひかりもデンキのひと

つといえる。つまり、ひかりには、ハッするテンとトウチャクテンがあるということだ。

　

ヒャクよんジュウ

　

まえに、ウチュウのそとがわにひかりのコタイがたまっているかもしれないとかいた（●

サンジュウハチ、『ス』ヨンジュウハチ、ゴジュウキュウ）。また、それはチキュウのな

かからみたそとがわについても、おなじことがいえる（●ニジュウイチ、『ス』ヒャクニ

ジュウロク）。いま、セキユをリヨウしているが、それのことかもしれない。もし、もっ

とはやくそれをシテキできていれば、かなりかせげたかもしれないが、オウベイのひと

にさきをこされてしまった。

もし、もえることもデンキのイッシュとかんがえれば、ネンリョウをハンノウさせてデ

ンキをつくっているわけだから、そのギャクもカノウではないかということになる。つ

まり、デンキからネンリョウがつくれるということだ。それができれば、セキユのコカ

ツ（タブン、しないとおもうが。）もモンダイではないだろう。

　

ヒャクよんジュウイチ
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ねつはデンキのカンスウだから、デンキをつかうほど、ねつがおおきくなるといえる（●

ヒャクサンジュウキュウ）。「チキュウオンダンカ」は、シーオーツーがゲンインとされ

ることがあるが、ジツは、デンキのリヨウリョウがゾウダイしたためといえないか。ス

ウシキからいうとそうなる（イーエル［デンキ］イコールダブリュエー［ねつ］わるダ

ブリュ［シツリョウ］、●ヒャクニジュウキュウ、ヒャクニジュウハチ）。

だから、デンキのリヨウリョウをへらせば、「チキュウオンダンカ」はとまるだろうが、

ジッサイテキには、むずかしいとおもわれる。ダンボウやパソコンをつかわないという

のは、きびしいだろうからだ。だから、トウキョウがしずむセンもかんがえないといけ

ないかもしれない。

　

ヒャクよんジュウニ

　

どうすれば、「チキュウオンダンカ」をとめるようにできるだろう。ひとついえなそうな

のは、ものをかうばあいに、ちかくでつくられたものをかうことだろう。とおくからは

こぶのなら、エル（ウンドウ）イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）

だから（●ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクサンジュウイチ、ヒャクニジュウハチ、ヒャ

クニジュウなな、ヒャクニジュウロク、ヒャクニジュウニ、ヒャクジュウゴ、ヒャクイ

チ、ななジュウニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）、おも

いものほど、エネルギーがかかる。エルをデンキとみれば（エルイコールイーエル［デン

キ］より。［●ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクニジュウなな、ヒャクキュウ、ヒャク、

ななジュウニ、ななジュウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ］）。と

おくのおもいものほど、ショウヒデンリョクがおおきい。つまり、もののイドウについ

ては、ワットなりイーアイ（わたしがかんがえたタンイ、●ヒャクジュウゴ）であらわ

せるわけだ。そのスウチのひくいものをかえば、デンキのリヨウリョウがちいさいから、

チキュウオンダンカをとめるのに、コウカがあろう。ショウヒンにねだんとイッショに、

つかったエネルギーのヒョウジをするといいかもしれない（●ななジュウキュウ）。

　

ヒャクよんジュウサン

　

デスクワークというのがある。ショルイをかいたり、うったりするわけだが、それはもう

かるしごとなのだろうか。かせげるデスクワークは、そうおおくないだろう。シャナイ

へのレンラクジコウなどをかいたとしてももうかるわけではない。もうかるのは、サッ

カがかくショウセツやコンピュータープログラムであろう。そういう、はながたのほか

は、ほとんどがザツヨウであろう。

だから、コジンが、もうかるデスクワーカーになりたかったら、はながたのしごとをねら

うしかない。ザツヨウのしごとでは、キョクロンすると、はたらくだけむだになってし

まう（それでキュウリョウがでるならいいが。）。そういうわけでかせげるホワイトワー

カーになるのはそうカンタンではない。サイノウがないのなら、からだをつかってはた
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らいたホウがいいかもしれない。

　

ヒャクよんジュウよん

　

エル（ウンドウ）イコールイーエル（デンキ）とかいた（●ヒャクよんジュウニ、ヒャ

クサンジュウキュウ、ヒャクニジュウなな、ヒャクキュウ、ヒャク、ななジュウニ、な

なジュウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）。くわしくセツメイしな

かったかもしれないが、セツメイすると、あるものとベツのなにかをこすりあわせてい

ると、セイデンキがおこる。それは、マサツというかもしれないが、そのうごきはウン

ドウであろう。そういうわけで、エルイコール イーエルなのである。

　

ヒャクよんジュウゴ

　

シホンシュギのケイザイはリエキをだすことをだめといわない。そのリエキがためこま

れれば、デフレになるが（●ヒャクサンジュウゴ、『ス』ヒャクロクジュウハチ、ヒャク

ニジュウニ、『オ』ヒャクサンジュウ、リエキのうらに、だれかのあかじがあってもだ

［●ヒャクジュウサン、イチ］。）、おかねという、ジユウにできるケンゲンを、タニンに

ジョウトしたり（ジョウトというより、コウカンだ。）、タニンから、ジョウトされたり

するのをよしとする。みんながジユウにジョウトしあっていいことになっている。

イッポウ、シャカイシュギでは、リソウテキには、コウヘイにケンゲンがブンパイされ

る。リエキやあかじをだすのもよしとしないだろう（コウカンは、ゆるされたりもす

る。）。だから、ヒンプのサがすくない（リソウテキには、ないであろう。）。

しかし、そのコウヘイというブブンをつきつめていくと、セイフがセイリツしない。な

ぜなら、セイフのトップとフツウのロウドウシャのキュウリョウがおなじだと、おそら

く、どこかガイコクでカイダンをするのにつかうヒコーキのリヨウリョウがはらえない

からだ。オウフクでサンジュウマン、よんジュウマンエンくらいするかもしれない。フ

ツウのロウドウシャのゲッキュウブンをイチニチのカイダンでつかいきってしまったら、

タブン、そのセイフのトップはガシするだろう。

だから、まったくコウヘイなシャカイシュギというのは、ゲンジツテキにはキノウしな

い。そこで、セイフのニンゲンにトッケンをフヨするわけである。ゼイキンをとりたて

たり、シユウザイサンをフキョカにしたり、トチをとりあげたりをカノウにする。タイ

ホすることもできるだろう。

ソレンでは、まぁまぁうまくいっていたが、そういうドクサイをおこなったくにはすく

ない。そういうわけだから、ヒンプのサをすくなくするために、シャカイシュギでは、ド

クサイがうまれるから、よろしくないとなる。

いまのニホンにシャカイシュギセイタイをホンキでヒョウボウしているセイトウはいな

いとおもうが、そっちよりのひとでも、せいぜいヒンプのサをちぢめるようなセイサク

をめざすテイドだろう。ゼンインにキソキュウフというのが、わりとあたらしいやりか
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ただが、それがうまくいくのかはわからない。

　

ヒャクよんジュウロク

　

ベッドをつかったことがある。やすいベッドはダイタイポールでささえるが、なかには、

モクザイなどをつかって、ゆかにべったりおくベッドもある。しかし、ザイリョウのセ

ツヤク、セイサクヒのサクゲン、ハンバイカカクのひくさ、をねらうなら、ポールをつか

うだろう。それだと、ザイリョウがすくなくてすむ。これはドウブツにもいえないか。つ

まり、かねもちのドウブツはジメンやゆかにべったりとしていてもいいわけである。ね

ているということだ。イッポウ、おかねがないドウブツは、あしをつかうということだ。

いまのところ、あしをつかうドウブツがシュリュウだろう。しかし、そうやってシンカし

たともいえる。べったりねるドウブツは、ほろびてしまったか、レッセイということだ。

　

ヒャクよんジュウなな

　

ショクブツはコウゴウセイするという。グタイテキには、ニサンカタンソとスイソから、

みずとサンソをつくるということである。まえに、ひかりはデンキだとかいた（●キュ

ウジュウ）。だから、デンキをあびせれば、ショクブツは、コウゴウセイするかもしれな

い。しかし、ケイコウトウのひかりではだめらしい（わたしのケイケン、●ヒャクジュ

ウイチ）イッポウ、ハクネツデンキュウでは、そだっているようだ。

しかし、ひかりやデンキというよりも、タンジュンにいえば、スイソであろう。スイソ

がなければ、みずはできない。ニッコウのセイブンのひとつは、スイソといるのではな

いか。そうでなければ、みずはできない。

ところで、ニサンカタンソにひかりをあてつづけたら、どうなるであろう。チキュウは

もえているので、ニサンカタンソは、むかしからあるとおもわれる。そこに、ニッコウ

があたっていたのもかわらないであろう。あまり、ニサンカタンソがブンカイされれば、

みずとタンソができるか、タンスイカブツと、サンソができるであろう。このふたつの

うち、どちらがさきだったのであろうか。

なにか、クフウしてやれば、これらができるわけである。このふたつは、ショクブツケ

イにヒツヨウなブッシツと、ドウブツケイにヒツヨウなブッシツである。そのショクブ

ツとドウブツがどうやってできたか。または、どこからかはこばれてきたかというのは

わからない。ためしにそのブッシツをどこかのワクセイにおいておいたら、どうなるの

かをみてみるといいかもしれない。

　

ヒャチよんジュウハチ

　

シゼンカガクとシャカイカガク、さらにはジンブンカガクという。シゼンカガクはシゼ
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ンをケンキュウタイショウにする。セイブツガクやブツリガクなどがある。しかし、よ

くかんがえてみると、なぜ、シゼンカガクのダイガクがトウキョウにあるのか。たしか

に、トウキョウにシゼンがまったくないわけではない。とはいえ、すくないだろう。そ

れで、シゼンがケンキュウできるのか。

こういうわけだから、ニホンのカガクケンキュウは、すすみづらいのかもしれない。タ

ンジュンなカンサツができないからである。トウキョウにあるものといえば、ジンコウ

ブツだ。それなら、あらたにジンコウカガクというシュルイをつくるといい。コウガク

なんかは、これにはいるだろう。

　

ヒャクよんジュウキュウ

　

ケイザイやとりひきについて、ひとつのたちばがあろう。それをひとことでいえば、「も

うかるということはない。」である。

どういうことか。ゲンコウのやりかたでも、セイヒンには、あるテイドのホショウがつ

いている。イチネンホショウなどだ。「もうかるということがない」やりかたでは、それ

をエイキュウホショウにする。つまり、こわれたら、シンピンとコウカンするというこ

とだ。そうだと、ケッコウなカカクにしても、もうかるということはないだろう。いつ

こわれてコウカンになるかわからないから、うりあげをつみたてておくようだ。

これは、ゲンコウのやりかたでも、ホケンというのがある。それをセンモンのカイシャ

がやるのではなく、それぞれのキギョウがやるということである。カンゼンホショウだ

から、ユーザーはたすかる。しかし、メーカーはもうからない。メーカーがチョクセツ

ハンバイすれば、やはり、ショウテンももうからないだろう。

このかんがえかたをすすめると、たべものがムリョウになる。どういうことか。たとえ

ば、ダイコンをつくるノウカは、ダイコンのセイサンにセキニンをもつ。イッポンヒャク

エンでシュッカするとしよう。それをリヨウシャがヒャクエンでかう。このリヨウシャ

もダイコンのショウヒにセキニンをもつ。どういうことかというと、それをたべたあと

のウンコ（ダイコンのセイブンがはいっているであろう。●『ス』ゴジュウロク）を、ノ

ウカにやはりヒャクエンでうるわけである。そして、しいれたノウカは、そのウンコをつ

かって、ダイコンをそだてる。そのジュンカンがつづくならムリョウだ。ノウカはヒャ

クエンでうって、ヒャクエンでしいれている。リヨウシャは、ヒャクエンでかって、ヒャ

クエンでうっている。

たべものがムリョウなら、ゼイタクしなければ、いきていける。セイヒンもやはりムリョ

ウにできる。どういうことかというと、イチマンエンのラジカセをかうとする。それで

メーカーにイチマンエンはいる。ただ、それは、さきにのべたように、エイキュウホショ

ウである。だから、つかいおわって、メーカーにかえせば、イチマンエンうけとれる。つ

まり、セイヒンがムリョウなわけだ。ただ、ナンテンは、みずはムリョウにできても、ガ

ス、デンキを、いまのところムリョウにできなさそうなテンだ。これらがムリョウにな

れば、その「もうかるということはない」いきかたもできるであろう。これは、シジョ

ウやセイフをヒテイするものではない。キギョウなどがやればいいとおもっている。あ
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かじのあびせあいとか、カクサはモンダイにならなくなるとおもう。

　

ヒャクゴジュウ

　

カンペキな「もうかるということはない」シャカイ（●ヒャクよんジュウキュウ）もかん

がえられるが、それはどあいのモンダイかもしれない。サイキンのニホンジンは、ガッ

シュウコクジンのかんがえかたをよくとりいれるが、むかしは、ノウサンヒンとウンコ

のジュンカンが、できていたであろう。つまり、ものがやすかったということだ。またニ

ホンは、わりとシンライシャカイなので、ソショウもすくない。つまり、ホショウのど

あいがおおきいということだ。ガッシュウコクはソショウがおおいという。つまり、ホ

ショウのどあいがちいさいということ。そのブン、もうけもおおきいだろう。

ジジツ、ガッシュウコクのキギョウのなかには、おおきいものがある。しかし、「もうか

る」というばあいはゲームのヨウソがつよい。かちとまけがあるということだ。ニホン

もサイバンセイドを、ガッシュウコクのようにかえはじめたが、そんなにゲームをしな

くてもよいとおもう（すきなひとはやればいい。）。コウシンライで、ものがやすいとい

うのもダイジだからだ。

デフレで、サンジュウネンケイザイセイチョウしなかったというが、ものがやすいとい

うことは、わるいことではない。そもそも、「ケイザイセイチョウ」というのはないだろ

う。なぜなら、チキュウのシゲンはユウゲンだからだ。あったとしても、タイヨウコウ

のリョウだけであろう。もしくは、インフレリツのことをいっているのか、ほかのくに

からとってきたシサンのおおきさをさしているのだろう（ガイコクとのシサンのやりと

りについては、ボウエキトウケイがある。）。

「ケイザイセイチョウ」がインフレリツとすれば、それは、ちいさいにこしたことにな

い。それはそれでよろこばしいことだ。コクナイソウセイサンをヒャクチョウエンふやす

ということは、ニジュッパーセントのインフレをタッセイしようということである（ゲ

ンザイ、ニホンのコクナイソウセイサンはゴヒャクチョウエンテイド）。それより、ショ

クリョウがムリョウのホウがよくないかとおもってしまう。

　

　

　

　

　

　

　

ヒャクゴジュウイチ

　

ソレンもショクリョウがムリョウのようだっただろう（●ヒャクゴジュウ）。それがなぜ

だめになってしまったか。インセンティブやヒキョウサンケンにあったカジョウなほど
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のセイヒンのせいだとおもう。

ヒキョウサンケンでは、リンジのキュウリョウなどは、トクにわるいとされない。そう

いうのをもらえば、ロウドウシャはフツウイジョウにはたらくであろう。ヒキョウサン

ケンはもうけをだすブンカだから、そこからインセンティブをだせばよい。それでは、

ソレンのロウドウシャが、ヒカクテキはたらかなくなる。また、カジョウなセイヒンも、

もうけをだすブンカなら、タショウもうけをギセイすればつくれる。そういうわけでソ

レンはまけた。だから、ダイダイテキに、ムリョウのケイザイケンをつくってもむずか

しいであろう。ただ、センタクのジユウはあってもいいとおもう。

　

ヒャクゴジュウニ

　

セイヒンをつくるロウドウシャは、セイヒンをつくって、うってキュウリョウをえる。

キョウサンケンでは、シホンカはいやがられるが、さきのエイキュウホショウのセイヒ

ンメーカーのように（●ヒャクゴジュウ）、おかねをあずかるだけだったらどうか。それ

では、リエキはでない。そういうショクシュをシホンロウドウシャといおう。

ばあいによっては、いまのニホンのギンコウのように、ゲンゾンするだろう。そのひと

たちはどうやってたべっていけばいいか。いま、よくあるやりかたは、おかねをウンヨ

ウすることであろう。それでネンにサンパーセントのあがりでもだせば、シホンロウド

ウシャはたべていける。そのほかのやりかたは、いまのところわからないから、ウンヨ

ウもあくではないとおもう。ただやはり、ウンヨウさきにあかじ（ウンヨウのくろじの

ブン）がでる。

　

ヒャクゴジュウサン

　

ニュースをみていると、たまにきびしいはなしがある。「コンピューターツウシンホシュ」

というようにいわれるひとたちががんばっていたりする。わたしにいわせれば、それは

かたよっているイケンだ。さらに、それにそうかのようにセイジカがうごいているとい

うようなはなしもきく。セイジカはセンキョでえらばれるわけだから、おおいか、すくな

いかまではわからないが、そういうソウのはなしをきくというのはわかる。しかし、ま

えにイチドセンソウにはしったカコをかんがえれば、レイセイになるべきだろう。

かつてはそれをヨクサンタイセイといった。コクエキがダイジというシュチョウも、イ

チリあるが、キョウチョウをわすれては、トクにそれが、ほかのくにへもおよべば、ケ

イオス（コンラン）となる。わたしがしるハンイでは、ほかのくにのひとはレイセイだ。

だから、ケイオスになるのは、ニホンシュウヘンだけだろう。そんなことをしていては、

ケイザイはままならないだろう。へたをすれば、すぐにおうてがかかる。それでタブン

つみだろう。

ケンポウにもあるが、「コクサイシャカイ」を「シンライ」するヒツヨウがある。その

イッポウ、「コクエキ」というタンゴは、それにのっていないとおもう。ケンポウをかえ
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るきでいるらしいから、もうすでに、かえたあとのシコウわくぐみになっているのかも

しれない。もし、そうだとすると、そのカイセイはあぶないとなる。ヨクサンタイセイ

では、しかたないとおもうのである。

　

ヒャクゴジュウよん

　

ことしも、むくどりがすをつくりはじめた。ことしきたとりも、まじめにすをつくって

いる。すにこもるのは、やはりゴガツゲジュンだろうが、まいとしおなじジキにつくる

というのは、フシギである。タブン、もっともそのジキがテキしているからなのだろう

が、いまのところ、はずれはみたことがない。トウケイテキには、ゴサがあるだろうか

ら、そういうとりもいるのだろうか。

　

ヒャクゴジュウゴ

　

イシキとはなにか。このといにこたえないひともいるらしい。ブンケイテキにいえば、か

んがえたりするなにかというのにちかいだろう。わたしは、これは、サイボウがカガク

ハンノウをしたり、ねつをもったケッカショウずるものとかんがえる。ようするに、エ

ル（ウンドウ）というわけである。だから、ウンドウしていないものは、イシキをもた

ないであろう。

そこらにあるいしは、キホンテキにはイシキをもたないであろう。しかし、チキュウの

ジュウリョクにひかれているブンウンドウがある。だから、イシキをもつかもしれない。

ひょっとしたら、もっとおおきなレベルでイシキがあるかもしれない。

　

ヒャクゴジュウロク

　

ニホンキギョウのつくったセイヒンが、それほどカイガイでうけなくなっている。それ

を、「めずらしいいきもののいるしまのようだ。」などというひともいる。ようするに、ニ

ホンコクナイだけで、あるセイヒンなどがショウヒされているということだ。ニホンは、

ヤクイチオクのシジョウである。

センゴ、ニホンがフッコウしてから、ガッシュウコクのサンオクのシジョウでもがんばっ

たらしい。チュウゴクがシジョウケイザイにきりかえたあとは、ガイコクのキギョウが

チュウゴクで、セイヒンをつくるようになった。チュウゴクは、ジュウオクのシジョウ

である。そこでうれれば、おおきい。ニホンのジュウバイのシジョウだからだ。

もっとおおきくみると、チキュウジョウのななジュウオクというシジョウがある。その

なかで、まぁ、おかねにヨユウがあるのは、ハンブンテイドだろう。サンジュウオクのシ

ジョウだ。ザンネンながら、ニホンキギョウのタイハンは、ジュウオクのシジョウでも、

サンジュウオクのシジョウでもショウブできていない。せいぜい、イチオクとサンオク
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のシジョウである。それをヒにすると、ジュッタイイチである。つまり、ジュウオクのシ

ジョウとサンジュウオクのシジョウでがんばっているキギョウとくらべると、ギョウセ

キは、ジュウブンのイチになる。それでは、さがつくだけであろう。だから、セカイのキ

ギョウのギョウセキランキングに、あまりニホンキギョウはでてこない。やはり、ジュウ

オクのシジョウやサンジュウオクのシジョウでがんばれるようにするのがダイジだろう。

　

ヒャクゴジュウなな

　

ヨーロッパのよろいは、てつでできていてガンジョウである。イッポウ、ニホンのよろ

いは、やをとおしてしまうかもしれない。なぜ、ガンジョウなよろいがヒツヨウだった

か。みをまもるためといわれそうだが、リユウがあるとおもう。

それは、よろいをきるようなタイショウが、ブジであれば、ヘイシにきちんとキュウリョ

ウがしはらわれるからだ。ヘイのなかには、いやいやつきあっているひともいるだろう

が、なぜ、たたかうかといえば（ボウエイのときは、しょうがないであろうが。）。キュ

ウリョウがもらえるからである。キョウリョウがもらえないのなら、ベツのしごとをし

ていたホウがいいだろう。しかし、タイショウがしんでしまうと、キュウリョウがみば

らいになる。だから、タイショウがよろいをつけていると、ヘイもアンシンなわけだ。

ニホンでもおなじだろうが、ちょっとよろいがよわかったかもしれない。そのケッカ、

ケッコウなみばらいがショウじただろう。だから、タイショウには、ガンジョウなよろ

いをつけてもらったホウがいい。おだのぶながコウが、ヨーロッパのよろいをみたこと

があったかわからないが、しっていたなら、すくなくとも、ブカが（はしばひでよしや、

もりランマルである。）、そういうよろいをヨウイしておくべきだったであろう。

　

ヒャクゴジュウハチ

　

ななジュウネンまえのセンソウでは、ニホンジンは、なんビャクマンのかずでたたかお

うとしていたらしい。しかし、タイグウがわるかったときく。それでは、ろくにたたかえ

ないというのはわかるだろう。すくないキュウリョウでよくはたらくひともいるが、そ

ういうひとは、めずらしいだろう。

ソンシのヘイホウだったとおもうが、テキよりニバイのヘイリョクでたたかえば、そん

なにあぶなくないというのがある。ガッシュウコクがヒャクマンのヘイシをだしてきた

ら、ニヒャクマンのヘイをだすということである。しかし、ザンネンながら、さきのリユ

ウもあって、ニバイのヘイをヨウイできなかったのであろう。キンダイセンは、ヒコー

キもつかうし、ふねもつかう。レーダーもつかうのである。それをあいてのニバイヨウ

イするヒツヨウがあった。それができなかったために、まけたのであろう。いまなら、

ジンコウエイセイもつかうし、サイバーコウゲキブタイもつかうし、ミサイルもつかう、

タイリョウハカイヘイキもつかう、デンシコウゲキキもつかう。これらをヨウイしなけ

れば、またまえのセンソウとおなじことになるであろう。
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ヒャクゴジュウキュウ

　

イシキというのは、ダンペンでもある。しかし、それをならべれば、レキシになる。とい

うことは、イシキは、ジカンといってもさしつかえないのではないか。つまり、シーオー

（イシキ）イコールティ（ジカン）である。ジカンでなかったら、エル（ウンドウ）とい

えばよい。デンキシンゴウなり、カガクブッシツがうごくわけだから、そういうわけだ。

カガクブッシツやデンキシンゴウというわけだから、それをよみとれるキノウがあれば、

イシキをあつかうイシキというわくぐみはあるだろうということになる。だから、ニン

ゲンイガイのどうぶつだけでなく、ショクブツにも、イシキがあるだろうとなる。そのイ

シキをあつかうイシキのわくぐみとはなんだろう。わたしは、それは、タンパクシツでは

ないかとおもっている。よくたべたホウがイシキカツドウがカッパツになるからである。

　

ヒャクロクジュウ

　

コンピューターのジョウホウショリは、エル（ウンドウ）である。デンキシンゴウをショ

リしている。ということは、ティ（ジカン）でもある。カンジョウをもつものもあると

いうから、イシキもあるかもしれない。これで、セイブツのように、フクセイできるよ

うになったら、もはやギジセイブツである。

ただ、ボディのフクセイはむずしいだろう。だから、なんかのボディにキセイするセン

がかんがえられる。すると、あたらしいセイブツシュかもしれない。しかし、カガクブッ

シツのショリができないかから、セイブツとはいえないかもしれない。もはや、そんな

ときかもしれない。コンピューターは、コンピューターのツゴウでうごくと。

　

ヒャクロクジュウイチ

　

コウセイには、ジュウリョクがあるにもかかわらず、なぜ、ワクセイは、ひきよせられな

いか。それは、コウセイのジュウリョクが、デンキやジリョクによるものだからでない

か（ジー［ジュウリョク］イコールイーエル［デンキ］［●ヒャクサンジュウイチ、ヒャ

ク、ゴジュウサン、ゴジュウニ、よんジュウゴ］、イーエルイコールエム［ジリョク］）。

つまり、ちからがつりあって、エンキドウをえがくということである。

しかし、コウセイがもえつきてしまうと、デンキやジリョクは、まわりをひきつけるホ

ウにかわり、ブラックホールのようになるとかんがえられる。なぜ、デンキやジリョク

のちからがかわるか。もえるというカツドウともえきったというカツドウのちがいでは

ないかとおもう。
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ヒャクロクジュウニ

　

ひょっとしたら、シンジツよりもしあわせのホウが、ダイジかもしれない。これまで、わ

たしは、チャレンジャーのシセイでいろいろケンキュウしてきた。しかし、ホントウに、

シンジツやシンリはダイジなのだろうかとおもった。

わたしが、チキュウがまわるリユウをしらなくても、チキュウはまわりつづけるだろう

し、また、ソクラテスもやりすぎて、ガリレオもつかまえられてしまった。いまは、カ

ガクをやって、ころされるということはすくないだろうが、そうおもってしまった。

　

ヒャクロクジュウサン

　

しあわせはそのひとが、ハンドメイドでつくるのが、フツウかもしれない。しかし、ど

こかのコウジョウでつくられたリョウサンヒンでもいいかもしれない。エコノミーでい

えば、どちらがやすいかだろう。しかし、エイガやタンスはつくってくれるひとがいて

も、なかなかしあわせをつくっているコウジョウのはなしはきかない。そういうわけで、

やっぱり、ハンドメイドしなければならないのかもしれない。

　

ヒャクロクジュウよん

　

わたしがチュウコウセイだったころは、なぜだかバンドがやりたかった。チュウガクセ

イのときには、ジッサイにやっていた。コウコウのときは、バンドができるにはできた

が、スタジオにはいらなかったので、すべてのガッキであわせることはできなかった。い

ま、かんがえれば、スタジオにいけばよかったのだとおもう。

「ケイオンガクブ」ならぬ、「ジュウオンガクブ」をつくろうかとおもった。また、シィ

ディをつぎつぎとかった。ひるごはんをあまりたべずに、そういうことに、おかねをつ

いやしていた。フツウのコウコウセイは、そんなことをしないであろう。ガクショクも

あったが、イッカイもつかったことがなかった。カツドンでもたべて、ベンガクにはげ

めばよかったんだろう。

だが、そういうセンにわたしはのれなかった。ダイガクにいっていたときもそうだった

が、エイヨウのあるものをたべるというカンカクがなかった。ガクショクにいっても、う

どんとかそんなものばかりたべた。バイテンで、パンかおにぎりをたべることがイチバ

ンおおかった。そうやって、おかねをシィディにつかったわけであるが、いまなら、つ

きセンエンで、オンガクききホウダイがある。それなら、カツドンもたべ、オンガクも

きくことができるだろう。

しかし、そうやって、オンガクのねだんがさがっただけに、オンガクをつくるわかいひ

とはへっただろう。もうからないからだ。
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ヒャクロクジュウゴ

　

オンガクは、みじかくてニフン、ながくてもロクジュップンだろう。それがゲンジョウ。

なんでニジュウジカンのオンガクがないのだろうか。タブン、つくるのがタイヘンなん

だろう。エンソウするのもタイヘンだ。しかし、ニジュウジカンのオンガクをつくれるよ

うなソウチはととのっているし、コンビニがニジュウヨジカンやっているなら、ニジュ

ウジカンのオンガクがあってもいい。

　

ヒャクロクジュウロク

　

まえにいったように、いまは、オンガクがひとりイチジカンあたりイチエンのジダイだ

（●ハチジュウなな、『オ』ヒャクサンジュウハチ）。だから、イチニチイチジカンブンだ

けつくっておわりとか、イチジカンブンだけひいておわりでは、まともにかせげないだ

ろう。イチジカンブンだったら、あとはみるひとのかずだ。センニンみれば、センエン。

これは、よくあるアルバイトのジキュウとおなじくらいだ。ということは、サイテイハ

チジカンは、サッキョクなり、エンソウしないと、ひとなみにかせげないとなる。

キャクがセンニンいれば、めでたくハッセンエンとなる。これがつづけば、ロウドウシャ

なみにかせげるだろう。わたしはいままできづかなかったが、これが、フツウのオンガ

クのしごとのありかただとおもう。イチニチにニジカンだけエンソウしてくっていける

ほどあまくはない。それはユウメイなミューシャンだからツウヨウする。それがわたし

はわからなかった。

ユウメイなミュージシャンでも、いまでは、それはむずかしいだろう。ようするに、キャ

クをセンニンイジョウカクホして、イチニチハチジカンは、サッキョクなり、エンソウ

しろというはなしである。フツウのロウドウシャは、それをやっている。ようするに、あ

そびにんとかロックンロール（フリョウ）では、つとまらないのである。

キャクがゴヒャクニンなら、ジュウロクジカン、サッキョクなり、エンソウしろである。

それで、オンガクカとしていちにんまえだろう。そうやってはたらくなら、ハチジカン

のキョクもできそうなきがする。

あなたのサクヒンのカソウうりあげは、キャクスウ かける ロクジュウブンのエックス

（キョクのながさ）（かける ゼットキョクのかず）ででるわけだ。それで、くっていけな

いとおもうなら、やめればいい。

いまは、ドラマもアニメもそうなりつつある。ソウトウきびしいのではとおもう。オン

ガクなども、コウリツがジュウシされるジダイかもしれない。わたしなんかだと、イチ

ジカンにジュッキョクつくらなければ、たべていけないだろう。それでジドウカすると、

エーアイなどに、まけてしまうカノウセイがおおきい。オンガクでたべていくには、き

びしいジダイだ。

　

ヒャクロクジュウなな
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ジンセイには、しあわせとフコウがある。これらをおおきくりかえすひとは、ドラマ

ティックなジンセイだろう。やまあれば、たにありというジンセイである。そういうジ

ンセイははなしになる。それもいい。

しかし、ほとんどどちらでもなく、ヘイタンなジンセイもあるだろう。アンガイ、そうい

うジンセイのがいいかもしれない。タブン、ゼンインがしあわせというのは、なかなか

ないだろう。だから、いましあわせであっても、つぎのシュンカンにフコウになること

もある。それならば、そのどちらでもない、フツウをめざしたホウがいいのではないか。

なんとなくそうおもう。しあわせなら、よりむずかしいカダイにチョウセンして、フコ

ウなら、おいしいものをたべたりというぐあいにである。

　

ヒャクロクジュウハチ

　

ハチネンまえのフクシマでのゲンパツジコをふりかえると、そんなにダイサンジになら

ないセンもあった。それは、ソウソウにゲンシロにカイスイをいれてしまうセンタクだ。

ニホンのゲンパツは、セッケイジョウ、うみのちかくにケンセツする。それは、みずが

なくなったら、カイスイをいれて、ゲンシロをひやすというセッケイであろう。つまり、

あのジコはソウテイのハンイナイであったわけだ。

わたしも、ジコがおこるときに、カイスイをいれるというセンタクシをおもいついた。し

かし、それをゲンパツのショユウシャであるカイシャに、もうしいれることはしなかっ

た。なぜなら、わたしがゲンパツをショユウしていたわけではないからだ。また、かいと

るにしても、イッキあたりナンゼンオクエンという。そのかねをはらうヨユウはなかっ

た。なぜ、かいとるヒツヨウがあるか。それは、カイスイをいれることで、そのゲンシ

ロがシヨウフカノウになるからだ。つまり、それをやったジテンで、ソンシツがハッセ

イする。だから、わたしはそれをしなかった。

あとになっておもえば、だれかが、ゴセンオクテイドだして、カイスイをいれていたら、

ダイジコにならなかったとおもう。しかし、それはしょうがない。すきこのんで、ゴセ

ンオクエンをすてるひとはすくないだろうからだ。そういうわけだから、あらかじめダ

イサンシャのカイシャに、ゲンシロイッキにつき、そのケンチクヒとドウガクのおかね

をホショウキンとしてつんでおけばいいとおもう。ショユウするカイシャは、こわした

くないからねばるだろう。しかし、ダイサンシャが、そのホショウキンで、ゲンシロを

かいとってとめられるようにすれば、すこしはアンゼンになるかとおもう。

　

ヒャクロクジュウキュウ

　

わたしは、スウガクのモンダイをとくのがおそい。チュウガッコウまでは、まぁまぁだっ

たが、それでも、あまりいいテンはとれなかった。コウコウにはいってから、ほぼラク

ダイテンになった。
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なぜ、そうなるのか。わたしは、スウガクのモンダイをとくのにヒツヨウなコウシキを

ショウメイしてからときはじめる。いきなりコウシキにスウジをあてはめることができ

ないのだ。だから、ジカンがかかる。といているうちにジカンぎれとなり、てをつけな

かったモンダイのブン、テンがわるくなる。それでスウガクがきらいになった。スウガ

クのジュギョウにでるのもクツウで、コウコウをやめた。

シンガッコウのベンキョウは、はやさとセイカクさをもとめられる。そうしないと、い

いダイガクにはいれないからだ。しかし、わたしは、そういうリユウで、はやりにつき

あうことはできなかった。いまでは、それでよかったとおもっている。あしがはやいひ

とがいれば、あしがおそいひともいる。ムリに、ジブンにあわないことをしなくてもい

いだろうと。そのゴ、わたしはダイガクにいったが、そこでも、スウガクのエンシュウ

は、イチバンとくのがおそいホウだった。

スウガクでいいテンがとりづらいとわかったら、ジブンにむかないダイガクではなくて、

それイガイのシンロをかんがえればよい。ただ、わたしのばあいは、リョウシンがダイ

ガクにいってほしかったようだから、そのタのシンロをしらなかった。もっとヘイキン

テキなコウコウにいって、センモンガッコウにでもいけばよかっただろう。そのホウが

しあわせだったかもしれない。

ジブンにあう、あわないはあるとおもう。むいているしごとをやればいいだろう。スウ

ガクのモンダイのときかたがそうだから、ギャクにわかることもある。それは、コウシ

キやガクセツがジツはただしくないのではないかということだ。はやくとくひとは、コ

ウシキやガクセツがただしいというカテイでとく。しかし、コウシキやガクセツがただ

しくなかったら、ケイサンジタイはただしくとも、こたえはまちがいだ。だから、そう

いうのをシテキするのもいいとおもっている。

　

ヒャクななジュウ

　

さきにニンゲンのもののみかたのはなしをした（●キュウジュウハチ）。ニンゲンがなに

もゼンテイがなく、ものをみれば、ズイチのように、ものがみえる（たとえば、へやの

イチメンである。）。
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ｚ６-01.png

　

しかし、キンダイイコウ、キョウイクがハッタツし、ガッコウでまなぶ、ズニのような

エンキンホウをもとにしたえをおぼえさせられる。だから、ズイチのようなジブンのシ

カクではなくて、ズニのようなエンキンホウによるえをイッパンテキとする。
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ｚ６-02.png

　

えでもテレビでもズイチのようにみるひとはすくないだろう。ジッサイにまがっている

かを、はかってみると、そうまがっているわけではない。もののジョウタイのえとして

は、ズニのホウがただしいのである。だから、シュカンより、オブジェクトをユウセン

するシコウともいえる。だから、ズイチのようにみえたとしても、ズニのようにかくの

が、キンダイのキョウイクのたちばだろう。それを、「ケイモウシュギ」といっておく。

しかし、そのキホンをわすれてしまうと、ズイチをみたときにフアンになる。わたしの

めがおかしいのだろうかと。でも、ニンゲンのめはシカクくできていない。だから、ビ

ミョウなカクドができるのはムリもない。むしろ、ズニが、わたしのみたえだとおもう

ホウがヘンではないか。

ようするに、キョウイクによって、ズ イチをあたまのなかでフゴウカして、ズニのよう

に、ヘンカンして、シュツリョクするというキノウをあたまのなかにインストールする。

そのフゴウカしたズニから、またしかくでみるような、ズイチにフクゴウができないと

いうと、キソをわすれているということになる。

79



目次

たとえば、はしごをつかってブタイのうえにのって、おりようとしたら、はしごがなかっ

たというジョウタイにちかい。それをキョウイクのケッカとありがたがることもできる

が、やはり、ズイチとズニはちがうというひとはでてくるだろう。ようするに、テレビの

えをみるのもタンレンなわけである。ダイタイがズニのようなえをだす。カメラがとっ

たえだ。カメラはまるいのに、なぜ、えがシカクくなるかは、わたしにはよくわからな

いが、ようするに、カメラごしにえをみるわけだ。だから、なれないひとにみせるとヘ

ンだというのではないか。

そういうフウに、サイキンのシカクゲイジュツは、ヨーロッパリュウのケイモウシュギ

をドダイにしている。きづいてしまったわたしにいわせれば、「クラシック」「ヴィジュ

アル」であろう。ただ、シュカンよりものにリキテンをおいたテンですぐれているとお

もう。テレビはさきにいったようだから、われわれは、フゴウカしたエイゾウをみると

いうことだ。ようするにあたまのなかでのショリがおこなわれるということだ。ひょっ

としたら、さきのズイチのようにもどさないかもしれない。

しかし、ジブンがかかわるエイゾウだったら、ジッサイにめでもカクニンするから、ズイ

チのようにニンシキしないと、イワカンがおこるだろう。めより、カメラレンズのホウ

がたてながだから、ニクガンより、テレビでうつるえのホウがやせてみえるかもしれな

い。しかし、いまのテレビはフゴウカしているから、すこしのショリをくわえることで、

めでみたカンがでるかもしれない。ニンゲンのあたまがショリしたホウがいいか、マイ

クロチップがショリしたホウがいいかというはなしである。ショリをするとつかれるだ

ろうから、ひとはそんなにみない。だから、キカイにショリさせることもできるだろう。

　

ヒャクななジュウイチ

　

キオンがたかくなったり、ひくくなったりに、からだがタイオウすることが、むずかし

かったんだろう。あたまがいたくなった。そのままほうっておくと、めでたく「かぜ」と

なる。そのときに、はやめにくすりをのむのが、わたしのリュウギだ。いまのところこ

じらせたことはないが、これがとしよりだったらタイヘンだろう。わたしもとしをとっ

たのか、そういうことがあった。きをつけたいものだ。

　

ヒャクななジュウニ

　

よく、ウチュウのはじまりは、「ビッグバン」でセツメイされるが、そのまえになにもな

かったんだろうか。わたしは、ウチュウのそとには、ウチュウみたいなものがあるとお

もっているし、チキュウのなかにも、チキュウのようなものがあるとおもっている（●

『ス』ヒャクニジュウロク）。

ようするに、ウチュウだけのモンダイではないだろうということだ。リョウシャから、ア

ツリョクをうけるといってもいいだろう。そのアツリョクがよわければ、ウチュウはひ

ろがるし、アツリョクがよわまれば、ウチュウはちぢまるだろう。ものがすでにあった
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とすれば、「ビッグバン」がはじまるまえに、ウチュウにちからがくわわったんだろう。

それはどういうことかというと、チュウシンがコウオンになるということだ。そうする

と、ハッカもするだろう。また、ひがつくということは、カガクハンノウのようなもの

だから、そのまえにそういうブッシツ、デンキがあったということになろう。

わたしは、すべてのウンドウは、デンキでもあるとかんがえるから（エル［ウンドウ］イ

コールイーエル［デンキ］、●ヒャクよんジュウよん、ヒャクよんジュウニ、ヒャクサン

ジュウキュウ、ヒャクニジュウなな、ヒャクキュウ、ヒャク、ななジュウニ、ななジュ

ウイチ、ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）、どこかからデンキがとどいた

（もえるテンに）ということだろうとおもう。

　

ヒャクななジュウサン

　

チキュウがもえているということは、チキュウにあるゲンシがもえてもおかしくない。

しかし、チキュウのように、ヒョウメンには、ひはつかないであろう。コウセイぐらい

のもえかただと、やはり、ゲンシももえるのだろう。ニンゲンもひをつかうことをおぼ

えている。だが、チキュウヒョウメンのカンキョウでは、ネンリョウをつかうヒツヨウ

があるのかもしれない。

　

ヒャクななジュウよん

　

クーラーをつけているにもかかわらず、まどをしめなかったらどうなるか。すずしいク

ウキがでていくか、あたたかいクウキがはいってきてしまう。これはなんだろう。「ねつ

のコウカン」といえば、とおるだろうが、これは、「ウンドウ」ではないのか。これも、

おおきなイミでは、ウンドウだろう。

コウセイからひかりが、ウチュウのそとがわにむかっていく。これは、ひかり（エルア

イやイーエル［デンキ］）のイッシュがウチュウのそとがわにむかっているかもしれない

が、あたたかいブッシツが、つめたいウチュウのそとがわにむかっているのかもしれな

い。つまり、ナンゼンドというコウセイのチュウオウからみれば、ナンビャクドにもえ

たベツのコウセイのひかりはみえない（とどかない）となる。チキュウのヒョウメンか

らほしがみえるのは、チキュウのヒョウメンがヒカクテキつめたいからだろう。このネ

ツコウカンをジュンウンドウということにする。

　

ヒャクななジュウゴ

　

どこかのキギョウにつとめないで、いえにいることを、「ひきこもり」ということがある。

あまりよくないイメージのようだが、よくかんがえみると、むかしはそれがあたりまえ

だったであろう。いえではたけをたがやして、なにかをつくったりしていただろう。た
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まにやくしょによばれて、なにかするようになると、「シュッセ」といわれる。だから、

ゲンザイのいえにいるひとも、「シュッセまえ」とよべばいい。しかし、「シュッセ」す

るひとはおおくない。やくにんばかりじゃこまるからだ。

　

ヒャクななジュウロク

　

あるものエーがあったとする。これにアツリョクをかけると、エーのオンドさがる。トク

に、エキタイからコタイになるというヘンカはわかりやすいだろう。ギャクのアツリョ

クをかけたら、タホウコウからひっぱったら、どうなるか。ギャクにオンドがあがるだ

ろう。やがてひがつく。ウチュウのはじまりが「ビッグバン」だとしたら、タホウコウ

からひっぱるちからがあったともいえるだろう。

つまり、オンドによって、もののキョウカイがダイショウするということだ。ティエイチ

（もの）エルエー（おおきさ）イコールティエイチダブリュエー（あたたかさ）と。ティ

エイチピーディ（アッパクされる）イコール マイナスティエイチダブリュエー、ティエ

イチエスディ（ひっぱられる）イコールティエイチダブリュエー といえそうだ。

　

ヒャクななジュウなな

　

ものがもえるとひかりがでる。これはケッカで、もののオンドがたかくなると、ひかり

がでるということだろう。また、ものがボウチョウしてもでるかとおもう。つまり、タ

ブリュエー（あたたかさ）イコール エルアイ（ひかり）、エルエー（おおきさ）イコール

エルアイというわけである。しかし、あるイッテイのオンドやおおきさをこえたらとい

えるかもしれない。

　

ヒャクななジュウハチ

　

ニュートンは、リンゴがきからおちるさまをみて、「ジュウリョク」があるとハッケンし

たという。そのジュウリョク（ジー）は、わたしにいわせれば、エル（ウンドウ）でもあ

るし、イーエル（デンキ）でもある。リンゴがウンドウとして、ジメンのホウにいく。と

いうことは、デンキもジメンのホウにいくとかんがえられる。デンキはほしのチュウシ

ンのホウにいくのかもしれない。ただエイセイツウシンもカノウというから、エイキョ

ウはおおくないのかもしれない。

　

ヒャクななジュウキュウ

　

「コストサクゲン」のようにいわれることがある。マイツキよんサツのホンをよむひとの
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コストは、つきロクセンエンくらいだ。それをニジュウジカンでよんだら、ジカンあた

りサンビャクエンとなる。センエンブンだけのむのみカイをイチジカンできりあげたら、

ジカンあたりセンエンだ。イッショクとしてはまずまずのねだんだろう。

わたしがオンガクをつくるのについやすのは、ジカンあたりおよそジュウエンである。

ホンをよむのよりやすい。また、ホンをかくのには、ジカンあたりおよそサンエンをつ

いやしている。これはやすいホウだ。コストサクゲンというわけで、このレンキュウは

どこにもいかなかった。リョコウしたら、イチジカンあたりセンエンはかかる。テレビ

ゲームもやすいホウだろう。ロクセンエンのゲームをひとつやっていれば、ロクジュウ

ジカンやれば、ジカンあたりヒャクエンである。なるほど、ホンがうれなくなるわけだ。

しかし、テイガクセイのオンガクやドラマみホウダイをシチョウすれば、イチジカンあ

たりイチエンとなる。さすがにこれにはかなわない。やすくしすぎのようなきがする。

あるカイシャのジムショクインは、デンシャにのってカイシャにかよう。つきにイチマ

ンゴセンエン、コウツウヒがかかる。それは、イチニチにハッピャクエン、ジカンあた

りヒャクエンだ。うりあげがよければ、たいしたモンダイではないだろうが、わたしの

オンガクをつくるコスト、ジュウエンや、ホンをつくるコスト、サンエンにくらべれば、

おおきい。

もし、わたしがあるカイシャのジムサギョウを、ショルイイチマイあたり、ジュウエン

でジュウマイひきうけてしごとをしたら、ジムショクインがするおなじイチマイジュウ

エンのジュウマイのしごととくらべて、コストキョウソウでかってしまう。ジュウエン

のコストとヒャクエンのコストということだ。ヒャクマイひきうけてもハチジュウエン

とハッピャクエンである。

こういうリユウで、しごとをギョウムイタクしたり、ザイタクキンムをさせたりするの

は、コストサクゲンになるとおもう。

　

ヒャクハチジュウ

　

ウチュウにあるコウセイはなぜか、まわりをカイテンさせる。チキュウもそういうわけ

でコウテンしている。また、コウテンするからジテンもする。なぜ、コウセイがジュウ

リョクをもつとされるか。それは、もえるもののイドウによってだろう。つまり、もえ

るのをイジするのには、なにかブッシツがヒツヨウだから、それをひきよせるし、その

ながれができる。だから、コウセイそのものにジュウリョクがあるわけではないとおも

われる。

つまり、ゲンショウということだ。しかし、もえたあとにできるだろう「ブラックホー

ル」は、なぜものをひきよせるといわれるのだろう。それはまだもえつきていないからか

もしれない。ゲンショウがつづくというわけである。しかし、もえているのなら、「ひか

り」をはっするはずである。だしたひかりさえもひきつけてしまうのかもしれない。あ

まり、ひかりがまがるとはきかないから、ひかりをださないようにもえているのかもし

れない。あまり、ねつをもたないひかりもあるというから、あまり、ひかりをもたない

ねつをあるのかもしれない。いずれにせよ、カンサツしても、ひかりがかえってこない
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のでは、カンサツしづらいであろう。

　

ヒャクハチジュウイチ

　

「ひかり」というものはホントウにあるのだろうか。「ひかり」は「ひかり」でも、ものと

してはあるだろう。しかり、「ひかる」というゲンショウは、それがあたるタイショウが

あってのことのようにおもわれる。つまり、「ひかり」イガイになにかがなければ、ひか

らないというわけである。

コウセイのちかくから、ウチュウをみると、ほとんどなにもみえないのではないか。ひ

るまのほしぞらとおなじである。ひるまにかべがあると、そのかべがひかりにあたって、

はいいろにみえる。よるだとあまりみえない。なぜ、そのかべは、はいいろなのか。それ

は「ひかり」にあたってであろう。つまり、かべがはいいろに「ひかっている」わけだ。

そこでダイジなのが、「かべ」がひかっているということである。つまり、「ひかり」が、

かべを「ひからせた」のである。ひとことでいうと、「かべ」はひかるセイシツをもって

いる。ひかるセイシツのないほかのものは、ひとにいやがられるであろう。ニンゲンに

はみえないからだ。これは、デンキなどをつかってかべをひからせるというのににてい

る。いまのところ、「デンキ」としておくが、タブン、ひかりというブッシツのなにかが

かべにあたって、かべがハッコウする。だから、エムイー（デンキをおびたもの）イコー

ルエルアイ（ひかり）なのだろうといえる。つまり、デンキをおびるものは、ひかると

いうわけである。そのキョウジャクはあるだろう。

　

ヒャクハチジュウニ

　

デンアツをかけると、ひかるものがある。わかりやすいのが、デンキュウである。また、

ねつをハッするものもある。わかりやすいのが、トースターであろう。このように、さ

きのシキにあてはめると（●ヒャクハチジュウイチ）、おなじエムイー（デンキをおびた

もの）だが、そして、タブンどちらとも、ひかりをだすが、コウリョウにかたよったも

のと、ねつにかたよったものにわかれる。ゼンシャをメイコウ、コウシャをネツコウと

いうことにする。

おなじデンキでも、このようなサがある。これは、ひかりジタイのセイシツなのだろう

か。あたるもののセイシツともかんがえられる。ドウロはねつをハンシャしてというぐ

あいにである。これも、デンキがあたって、ドウロがあつくなったのかもしれない。つ

まり、ドウロジタイがあつくなったということである。それなら、ものによってはあつ

くならないのであろう。

しかし、ネツコウには、ゲンドがありそうだ。タイヨウケイのそとがわのワクセイはす

ずしそうだからだ。つまり、キョリによって、ねつのつたわるリョウがきまりそうだ。タ

ンにタイヨウケイのそとがわのワクセイに、ねつをだしにくいものがあるわけでもない

だろう。エムイーイコール エルアイ（ひかり）だが、エムイー イコールエフエルアイ
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（あかるいひかり）でも、エムイー イコールダブリュエーエルアイ（あたたかいひかり）

にはなりづらいであろう。いや、ひょっとしたら、エムイーイコールエフエルアイにも

ならないかもしれない。そんなとおくまでひかりをとばしたことがないからだ。

つまり、ダブリュエーエルアイ イコールイー（エネルギー）、もしくは、イーエル（デ

ンキ）、もしくは、エルアイ（ひかり）わる ディ（キョリ）か、エフエルアイ イコール

イー、もしくは、イーエルわるディなのかもしれない。そんなとおくまで、すくなくと

もねつを、ひかりははこべない。ひかりそのものもねつをうばわれれば、コタイになる

だろうから、うごきにくくなるとおもう。だから、コウシャのリカイでいいのかもしれ

ない。ほしのひかりがチキュウまでとどくのは、それだけキョウレツにもえている、い

たからであろう。しかし、ゲンショウとしての「ひかり」がコタイになるのかというモ

ンダイはある。

　

ヒャクハチジュウサン

　

カラオケがリュウコウしていたころがある。ことばとして、カイガイにユシュツされて

いたくらいだ。あるうたのメロディを、バンソウがなるなか、ほんもののカシュがうた

うようにうたうあそびである。このあそびでは、すきかってにアドリブ（ジユウエンソ

ウ）してはいけない。しかし、これがジョウタツしたとしても、プロのカシュにはなり

づらいだろう。ちゃんとほんもののカシュがいるからである。プロになるばあいは、ジ

ブンのもちうたでショウブするべきだろう。

これはどういうことかというと、カラオケがうまいひとはダイタイ、コウタイがカノウ

ということである。つまり、エーというカシュがうたうイーというキョクは、カラオケ

ずきなイチマンニンがうたう。そのカラオケのばでは、かならずしもエムさんがうたわ

なくてもよい。ほかのキュウセンキュウヒャクキュウジュウキュウニンのだれでもいい

から、うたえばよいのだ。そのばでは、かけがいのないひとりというのはない。あると

すれば、ほんもののカシュだろう。これはなにかににていないか。

そうガッコウキョウイクである。そこでは、ダイタイセイセキのよいジュンに、いいキ

ギョウにシュウショクできるという「おもいこみ」があるだろう。しかし、スウガクのシ

ケンでキュウジュッテンとるガクセイは、ほかにニマンニンいたとする。それなら、そ

のひとがえらばれるためには、ほかのニマンニンにタイしてなんらかのチョウショがな

ければいけない。それがなければ、ほかのニマンニンのうちのだれでもいいということ

になるだろう。

このように、ダイタイカノウセイというのがある。もし、シケンでキュウジュッテンとる

エーさんがカイシャをさっても、おなじテンをとるブイさんをサイヨウすればよい。こ

れは、センコウするがわにとってユウリなしくみだ。しかし、ニマンニンのがわでは、イ

チドウにカイしたら、だれがさきかという、ジュンバンまちになるかとおもわれる。ス

ムースにショウシンできれば、そのひとはモンダイがすくないだろう。しかし、イチマ

ンキュウセンハッピャクニジュウイチバンメのひとは、イッカイキュウですらあがれる

かわからない。ジュンバンまちからおりるてもあるが、やはり、このジュンバンまちで、
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ソウトウカンジョウテキになるのだとおもう。

わたしみたいに、ドクジのメロディ（ハモり）をうたうひとはすくないだろう。だから、

カラオケのばによばれない。ただ、ジュンバンまちをしなくていいというのは、ストレ

スがすくない。

　

ヒャクハチジュウよん

　

エル（ウンドウ）のイッシュとして、ダブリュエー（あたたかさ）があるのではとかい

たが（●ヒャクニジュウキュウ、ヒャクニジュウハチ、ヒャクジュウロク、ヒャクジュ

ウゴ）、ジッサイのシキにしてみると、エルイコール ダブリュエー わるダブリュ（シツ

リョウ）となる。これは、ヒコーキなどをかんがえれば、わかるだろう。ネンリョウか

らかんがえてもいいが、そこでおこるゲンショウから、かんがえてもいい。

つまり、ねつをださなければ、ヒコーキはとべない（デンキシキもあるかだが。）。まえ

は、エルイコール イー（エネルギー）わるダブリュといった（●ヒャクよんジュウニ、

ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクサンジュウイチ、ヒャクニジュウハチ、ヒャクニジュ

ウなな、ヒャクニジュウロク、ヒャクニジュウニ、ヒャクジュウゴ、ヒャクイチ、なな

ジュウニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）。そのイーを、

ダブリュエーにかえたわけだ。こういうわけだから、ウンドウは、あたたかさのカンス

ウといえる。

　

ヒャクハチジュウゴ

　

イッパンのセイカツで、ものをもやしたあとには、くろいすみがのこる。コウセイがも

えたあとにも、これはできないであろうか。カーボンがふくまれていれば、それがのこ

るとおもわれる。くろは、ひかりをキュウシュウするというから、これゆえに、ブラッ

クホールにひかりがすわれるのかもしれない。ひかりをキュウシュウすれば、あとでか

くが、エルアイ（ひかり）のカンスウがウンドウなので、カツドウをはじめるとかんが

えられる。

　

ヒャクハチジュウロク

　

さきに、エル（ウンドウ）イコールダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ（シツリョ

ウ）のはなしをした（●ヒャクハチジュウよん、ヒャクニジュウキュウ、ヒャクニジュ

ウハチ）。そのダブリュエーは、ひかりのカンスウということをかいた（●サンジュウよ

ん、ニジュウイチ、ジュウニ）。つまり、ダブリュエーイコール エルアイ（ひかり）わる

ディ（キョリ）である。これがただしければ（ひかりのセイシツについてギロンしている

［●ヒャクハチジュウニ］。ここではねつのひかりである。）。エルイコール エルアイ わる
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ディ わる ダブリュとなる。

つまり、ウンドウは、ひかりのカンスウということである。これは、ウンドウだけではな

く、デンキについてもいえる。だから、デンキとひかりはヘンカンカノウなのだ（イー

エルイコール エルアイ わる ディ わるダブリュである。デンキはゲンショウとしてなの

で、シキにシツリョウはふくまれていない。）。もっともシツリョウがちいさいひかりを

とばせば、もっともウンドウがたかまるであろうか。

　

ヒャクハチジュウなな

　

エルアイ（ひかり）がおおいほど、ウンドウがおおきくなる（●ヒャクハチジュウロク）。

これは、シャカイゲンショウについてもいえるのではないだろうか。チキュウのそとか

ら、チキュウのうらがわ（よる）をみると、ケッコウなあかるさだという。つまり、その

あかるさのブンだけ、だれかがうごいているということである。くらくして、ねてしま

えばいいが、そうしないひともいる（わたしもいま、デンキをつけている。）。そういう

デンリョクがセツヤクされれば、チキュウもあったまりにくいであろう（ダブリュエー

［あたたかさ］イコール エルアイ［ひかり］わるディ［キョリ］より。●ヒャクハチジュ

ウロク、サンジュウよん、ニジュウイチ、ジュウニ）。

ただ、そうすると、どこかとのキョウソウにかてないとかいいはじめるかもしれない。そ

ういうわけで、ロウドウセンソウは、おわらせづらいかもしれないが、イッセイにフェ

アワークをドウニュウすることもできるだろう。そうしないと、チキュウがあったまる

ばかりである。まずは、よるに、しごとをしないというところからかもしれない。

　

ヒャクハチジュウハチ

　

カセキネンリョウをつかって、ハツデンすれば、トウゼンねつがでる。そのねつをひや

すためにつめたくしても、やはり、カセキネンリョウにたよるようだ。ゲンパツにして

もねつをだす。そうすると、やはりチキュウがあたたかくなる。それなら、ねつをださ

ないようなハツデンホウホウとか（フウシャなど）、あるねつからハツデンする（チネツ

ハツデンなど）のがいいかもしれない。

ニホンジンのいくらかは、またゲンパツをすすめたがっているが、やはり、ねつをだす

ことにはかわりがない。そういうおもわくがあるから、「ニサンカタンソがふえると、チ

キュウがあたたかくなる。」といったケントウちがいのセツになってしまうのかもしれ

ない。

なにかをもやすから、ねつがでて、「ニサンカタンソもでて」、チキュウがあったかくな

るであろう。そういうねつのメンからみれば、（ニサンカタンソはださないかもしれない

が）、ゲンパツはねつをだす。だから、だめであろう。いまあるねつを、ユウコウにカツ

ヨウできたらとおもう（イーエル［デンキ］イコールダブリュエー［あたたかさ］わるダ

ブリュ［シツリョウ］である。●ヒャクよんジュウイチ、ヒャクニジュウキュウ、ヒャ
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クニジュウハチ）。

　

ヒャクハチジュウキュウ

　

このまえ、エル（ウンドウ）イコール ダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ（シツ

リョウ）のはなしをした（●ヒャクハチジュウロク、ヒャクハチジュウよん、ヒャクニ

ジュウキュウ、ヒャクニジュウハチ）。このシキをいじると、エルかける ダブリュ イコー

ルダブリュエーとなる。つまり、イチ、ウンドウをしていて、ニ、シツリョウのあるも

のは、すべてねつをハッするということである。シツリョウがないなにかは、ほとんど

ないだろうから、ウンドウがあれば、だいたいねつをハッしているだろうということだ。

これをオウヨウすると、ねつやウンドウをソクテイして、もののおもさをスイソクする

ことができる。また、デンキについても、おなじことがいえる。イーエル（デンキ）イ

コール エルだから（●ヒャクよんジュウよん、ヒャクよんジュウニ、ヒャクサンジュウ

キュウ、ヒャクニジュウなな、ヒャクキュウ、ヒャク、ななジュウニ、ななジュウイチ、

ロクジュウロク、ロクジュウゴ、よんジュウゴ）、イーエルかける ダブリュ イコール ダ

ブリュエーというわけだ。これも、デンキとねつがわかれば、シツリョウがでる。なる

べくシツリョウのちいさいものをねっすると、ハツデンコウカがおおきいということで

ある。

　

ヒャクキュウジュウ

　

サンジュウネンほどまえまで、ニホンとガッシュウコクは、ロウドウセンソウをしてい

たといえるかもしれない（●ヒャクハチジュウなな）。モジどおり、ロウドウのセンソウ

である。なぜ、これがおこるか。それは、セイフのフサイがおおきいからである。いま

やニホンでも、セイフフサイがセンチョウエンをこえた。ガッシュウコクでは、ギョウ

セイキカンをしめているという。

センチョウエンはセイフのシャッキンだが、ミンシュシュギなら、コクミンのシャッキ

ンともいえる。これをかえそうとしたら、コクミンがおかねをだすか、はたらくという

ことになるだろう。ニホンのコクナイソウセイサンが、ゴヒャクチョウエンだから、コ

クミンゼンインが、ニネンカンただばたらきをすれば、かえせるということだ。

ガッシュウコクもそうやっておさめられる。サイキンになって、チュウゴクもロウドウ

センソウにくわわった。つまり、シャッキンをかえすために、ニホンジンもはたらくし、

ガッシュウコクジンもはたらくし、チュウゴクジンもはたらくということだ。ヨーロッ

パでは、ほとんどセイフフサイがないから、これらをにがにがしくおもっているだろう。

こういうジョウケンがあるから、ニホンジンはゆっくりできないわけである。

　

ヒャクキュウジュウイチ
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わたしはイゼン、ものがあればあるだけ、ゆたかだとおもっていた。しかし、ものがふ

えると、イジするロウドウリョクがかかる。そのロウドウリョクをセツヤクしたければ、

もつものをふやさないホウがいいとおもうようになった。だから、ヒツヨウなものイガ

イあまりかわなくなった。しごとがふえるでは、おもしろくないからだ。かうまえに、そ

れをかんがえるといいだろう。

　

ヒャクキュウジュウニ

　

このまえ、わたしのパソコンのあるデータが、わるいやつらによってカイヘンされた。

わるいやつらは、センソウにカツヤクすることもあるらしいが、イッパンジンをねらう

のは、ハンザイだろう。それで、そのデータのロックをカイジョするのに、かねをヨウ

キュウするというテイである。ムシしていたら、そんなフウになった。フツウのホウホ

ウでは、これらをなんともできなかった。そこだけ、フリョウセクターのようになって

しまう。わたしは、ハードウェアのヒガイがたまらないとおもった。ケッキョク、ソウ

ジするのに、よっかかかった。こんなようでは、ジーディピーがさがる。

　

ヒャクキュウジュウサン

　

フツウのひとは、もしかしてかねもちになれたらいいぐらいに、かんがえてはいないか。

しかし、それはむずかしいだろう。ヨーロッパがイセイのよかったジダイのイチリュウ

サッキョクカでも、タショウうまいものをたべたぐらいらしいからだ。そのひとのなは、

モーツァルトである。

モーツァルトは、ロッピャクキョクイジョウのこしたダイサッキョクカである。オウに

こわれてキョクをかいたのだろう。それでも、アパートにくらしていたという。いまの

ニホンのサラリーマンはそれイジョウのセイカツをしていないか。だとしたら、それは

ほぼゆめである。

モーツァルトぐらいにヒョウカされているひとはめずらしいであろう。むかしとくらべ

て、いまはケイザイがよくなったというかもしれないが、セキタン、セキユがみつかっ

たぐらいで、デンキをつかうようになったくらいである。そのセキユは、ほとんどコク

ナイではとれない。だとしたら、ユニュウするブンまずしくなるである。

それなのに、なぜ、モーツァルトイジョウのくらしをサラリーマンができるのか。トウ

ジのヨーロッパのように、ショクミンチでもうけたり、ボウエキでもうけているのだろ

う。そのカンケイシャはいいくらしができるだろう。でも、がんばっても、モーツァル

トぐらいというのが、ただしいみかたでは、ないだろうか。

　

ヒャクキュウジュウよん
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パソコンのセイノウがあがっている。まえにもいったように、ニジュウヨンキロバイト

のメモリが、ヨンジュウハチになり、ヒャクニジュウハチになり、イチメガバイトとネ

ンネンヨウリョウがおおきくなった (●『む』ヒャクななジュウニ）。このヨウリョウで、

いまもまだシンポしているかもしれない。トクに、ハードディスクと、メモリだろう。こ

れらをつくるには、ケッコウなセツビトウシがいるという。

しかし、あるメンをみれば、パソコンのシンカなんてカンケイないといえるかもしれな

い。それは、ブンショウサクセイである。かみにインサツするためか、データとしてエ

ツランするためにそれをつくる。このニジュウネンでかわったのは、モジのショタイが

ふえたことぐらいだろう。ブンショをつくるギジュツはそうハッテンがないためだ。で

は、なにがパソコンをシンカさせるのか。

こたえは、ゲイジュツだろう。つまり、エイガやオンガクやシャシンなどである。エイ

ガはこのニジュウネンで、カイゾウドがニカイイジョウふえた。オンガクは、よりこま

かいタンイのおとをつかえるようになった（よりゲンオンにちかいということである。）。

シャシンもカイゾウドがあがった。これらをつくるサッカや、みならいがこれをできる

セイノウのパソコンをかうのである。

このシンポはどこまでトウタツするのであろう。ニンゲンのめや、みみのシャクドまで、

コンピューターがこまかくなれば、それでおしまいであろう。みえないえや、きこえな

いおとにこだわるヒツヨウはない。まだそこまでいたっていないだろう。

　

ヒャクキュウジュウゴ

　

エル（ウンドウ）イコールダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ（シツリョウ）のは

なしをした（●ヒャクハチジュウキュウ、ヒャクハチジュウロク、ヒャクハチジュウよ

ん、ヒャクニジュウキュウ、ヒャクニジュウハチ、ヒャクジュウロク、ヒャクジュウゴ）。

わたしは、エルイコールジー（ジュウリョク）とかんがえるので（●ヒャクサンジュウイ

チ、ヒャクニジュウキュウ、ヒャクキュウ、ななジュウニ、よんジュウゴ）、ジーイコー

ル ダブリュエー わる ダブリュとなる。

つまり、ジュウリョクとは、ねつとシツリョウでできているとなる。「ブラックホール」

もそうだろう。わたしは、それを、コウセイがもえたあととかんがえている（●ヒャク

ハチジュウ）。ブラックホールはジュウリョクをもつという。うえのシキによれば、ねつ

があるはずだから、あたたかいはずだ。ギャクにねつがひくければ、ジュウリョクはよ

わいわけだから、フツウにもえていたときよりもコウオンなのかもしれない。また、も

えだすカノウセイがある。

　

ヒャクキュウジュウロク

　

さきのシキ（●ヒャクキュウジュウゴ）をセイリすると、ジー（ジュウリョク）かける
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ダブリュ（シツリョウ）イコールダブリュエー（ねつ）となる。ひっぱるちからと、シツ

リョウがあると、ねつがハッセイする。このゼンシャをマグテキなウンドウということ

にする（「マサツ」といったホウがわかりやすいだろうが。）。

マグテキなウンドウをさければねつはあがらない。いろんなところでもえていると、ジー

がタクサンあるということである。

　

ヒャクキュウジュウなな

　

チキュウオンダンカがモンダイとされる。ねつをデンキに（イーエル［デンキ］イコー

ルダブリュエー［あたたかさ］わるダブリュ［シツリョウ］。●ヒャクハチジュウハチ、

ヒャクよんジュウイチ、ヒャクニジュウキュウ、ヒャクニジュウハチ）かえているのだ

から、あつくなるイッポウあろう。ハツデンしたり、ダンボウをつかったりというぐあ

いにである。

それをとめるには、ねつやデンキのリョウをひかえなくてはならないだろう。チキュウ

にながくすみたかったら、そうするだろう。しかし、センジュツのロウドウセンソウ（●

ヒャクキュウジュウ、ヒャクハチジュウなな）がそれをすることをよしとしない。よう

するに、チキュウジンのヘイワより、それをやっているくにのリエキがユウセンされる

わけである。これをどうかんがえるか。

たしかに、ねつがあがれば、ケイザイカツドウもおおきくなるだろう（エル［ウンド

ウ］イコール ダブリュエー わるダブリュ、●ヒャクキュウジュウゴ、ヒャクハチジュウ

よん、ヒャクニジュウキュウ、ヒャクニジュウハチ、ヒャクジュウロク、ヒャクジュウ

ゴ）。トクにそれがおおきいくにもある。ジュウハチセイキは、エイコクのジダイなら、

ニジュッセイキは、ガッシュウコクとニホンのジダイかもしれない。ニジュウイッセイ

キはチュウゴクのジダイというひとがいるかもしれないが、それはあったとしても、も

うおわってしまったようだ。いまは、ヨーロッパのジダイではないか。

　

ヒャクキュウジュウハチ

　

ウェブギジュツのハッタツで、コジンがひとりでジョウホウをハッシンするキカイがふ

えた。たとえば、セイジカや、ユウメイジンがハッシンすれば、そのチョクセツテキな

ことばをジュシンすることがカノウだ。

これまでは、マスメディアキカンがそうしたジョウホウをひろってハッシンしていた。

しかし、チョクセツハッシンするのならば、そうしたことで、マスメディアキカンはヒ

ツヨウなくなる。そういうわけで、マスメディアキカンが、よわくなるであろうという

ことがいえそうだ。

ドウガつきのものはいまのところ、コジンからハッシンされることはすくないが、これ

からそれもできるようになるかもしれない。そうすると、テレビなんかはボツラクする

であろう。
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ヒャクキュウジュウキュウ

　

ニンゲンは、なにかのウンドウがあって、イシキができる。イシキは、カガクブッシツ

やデンキシンゴウだから、そのうごきがさきにあるというわけである。しかし、たまに

ウチュウにもイシキがあるみたいなことをいうひとがいる。それが、ニンゲンのイシキ

のもとということであろう。

しかし、ものがうごかないイシキはないだろうから（もし、あるとすれば、シタイにもイ

シキがあるということになる。）、「ウチュウのイシキ」もなにかのもののウンドウのケッ

カといえるだろう。キョクロンすると、イシキイコール ウンドウになる。

ただ、ウンドウをふやせば、イシキがふえるのかというのは、わからない。こういうわ

けだから、「ビッグバン」をウチュウのはじまりにするのは、まぁまぁダトウである。し

かし、ウチュウのそとにウンドウやイシキがあるかもしれないとは、いえるだろう。

　

ニヒャク

　

いぬをかっていると、バンケンになるというようなはなしをきく。わたしのいえにもい

たが、たしかにほえる。しかし、サイキンキンジョで、ほえているのをあまりきかない。

むかしはもっとにぎやかだったようなきがする。ほえない、ほえさせない、フウチョウ

なのかどうかはわからないが、まぁそうカンじる。

そもそも、ほえるためのクンレンをうけていないのかもしれない。わたしのいえにいた

ときは、あそびで、かみつかせるようなやりとりをした。たまに、そうやってコウフンさ

せるから、ほえるようなバメンではほえた。しかし、ジュミョウにはかなわない。ジュ

ウネンほどまえにしんだ。もっとひとにかみつかせるようなクンレンをすれば、ケイサ

ツヨウとか、そういういぬになるんだろう。ただ、そういういぬはシュルイがきまって

いるようなきがする。フツウのいぬではだめなのだろう。

　

　

　

ニヒャクイチ

　

センシンコクのニンゲンはやくにたっていないのではとかいた（●サンジュウニ）。シ

ジョウでは、やくにたつものがうれつづける。だが、センシンコクでは、こどものかず

がへっている。センシンコクのこどもないし、おとなはやくにたっていないのではとい

うことだ。

なぜ、センシンコクのひとは、やくにたっていないのであろう。それは、ロウドウセン

ソウ（●ヒャクキュウジュウなな、ヒャクキュウジュウ、ヒャクハチジュウなな）をす
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るからだといえるかもしれない。むかしのことばでいえば、「サクシュ」だ。ロウドウセ

ンソウとは、ほかのくににまけないように、はたらくことである。つまり、シジョウで

ユウイにたとうとする。トクに、セイフフサイがおおいと、それをやめづらい。いつか

のジテンで、だれかがしはらわなければならないからだ。

また、いまのイッパンテキなショウバイでは、リエキをだすことをよしとする。つまり、

そのクロジのブン、だれかがソンシツ、あかじをだすわけだ。しかし、イッパンテキに

は、それにモンクをいわない。そういうゲームである。クロジをだすのがうまいひとは

いいが、クロジをだすのがへたなひとはかせげない。フクシなどがあるが、それなら、そ

ういうゲームをやめてもいいはずだ。センシンコクのこどもがへっているということは、

そのゲームがよくないからだとおもう。やくにたつセイヒンをつくって、うっても、リ

エキをだすわけだから、それはそんなにすばらしいことではない。つまり、ニンゲンが

あまりやくにたっていないのではとおもえる。

　

ニヒャクニ

　

ことしもとりがわたしのへやのそとにすをつくっていた。しかし、あまりヒンパンにす

のザイリョウ、かれはなどを、はこんでいなかったから、どうなるかとおもっていた。た

まごをうむジキになると、とりがかよいはじめた。うまくいくのかとおもったが、いま

のところ、たまごをうんだケイセキがない。かよってくるとりは、ややちいさかったの

で、まだ、ひなをそだてるには、はやいのかもしれない。そういうわけで、ことしはと

りとセイカツしないようだ。またライネン。

　

　

　

　

あとがき

　

このところ、はんとしにイッサツホンをだしている。はんとしにイッサツブンのゲンコ

ウがたまるからだ。はじめのころは、エッセイというかかるいかんじでかいていたが、ダ

ンダン、ブツリテキなケンキュウがふえている。わたしは、ガッコウで、スウガクがに

がてだったので、ブンケイのガクブにいったが、ニンゲンやシャカイをケンキュウする

より、ブツリのホウが、ヨウソがすくないブン、タンジュンである。ニンゲンのカガク

シキをかいてみればわかるだろう。

だから、キョウミがカンタンなブツリのホウにいくのかもしれない。ブツリのホウでキ

ソがかたまれば、もうすこしフクザツなケンキュウができるかもしれないが、それをや

るかは、いまのところわからない。まじめにかいているのだが、ジブンでかんがえたこ

とをかいている。すでにいわれていることや、ケンキュウのためのこやしもあるだろう

が、わたしにとってはハツである。センコウケンキュウをサンショウせずに、けしから
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んといわれるかたもいるかもしれないが、それなら、よむ、よまないのジユウはあるわ

けだから、ゴヨウシャいただきたい。

　

ニセンジュウキュウネン ロクガツ よっか ショカ

　

　

　

　

ウンドウはすべてエレクトリック。

エイゾウ　

　

ニセンジュウキュウネンハチガツジュウよっカ

ニセンニジュウネンイチガツニジュウイチニチ

iii toga db006-2 　

　

　

エイチティティピーコロンスラッシュスラッシュアイアイアイティオージーエーピリオ

ドシーオーエム　

ティエスユーエスエイチアイエヌアットマークアイアイアイティオージーエーピリオド

シーオーエム　

エイゾウのホン

　

　『アルクカラカンガエル』ニセンジュウゴネン

　

　『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』ニセンジュウシチネン

　

　『よろこぶゲンシジン』ニセンジュウハチネン

　

　『オンガクイチエンのジダイ』ニセンジュウハチネン

　

　『スーペリアーをみつけた。』ニセンジュウキュウネン

　

　

エイゾウのデンシサイトからコウニュウできます。

http://eizo09.com
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